
第
四
章

日
本
体
育
大
学

の
発
足
と

「
日
体
」

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

第

一
節

日
本
体
育
大
学

の
設
立
と
深
沢

へ
の
復
帰

昭
和
二
十
四
年
三
月
、
長
年
来

の
悲
願
で
あ

っ
た
日
本
体
育
大
学
の
設
立
が
認
可
さ
れ
、
茨
城
県
稲
敷
郡
阿

見
町
に
あ
る
体
育
専
門

学
校
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
に
新
生
日
本
体
育
大
学
が
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
が
、
都
心
か
ら
離
れ

す
ぎ
た
地
理
的
条
件
の
た
め
に
入
学
志
願
者
が
激
減
し
、
昭
和
二
十
四
年
九
月
の
開
学
以
来
、
二
年
を
待
た
ず

し
て
世
田
谷
区
深
沢
の

旧
日
本
体
育
専
門
学
校
キ

ャ
ン
パ
ス
に
復
帰
す
る
に
い
た

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
復
帰
と
同
時
に
財
団
法
人
日
本
体
育
会
は
学
校
法

人
日
本
体
育
会
に
改
組
し
、
学
校
の
維
持

・
経
営
の
み
に
従
事
す
る
法
人
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
日
本
体
育
大
学

の
設
立
か
ら

深
沢
復
帰
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
点
描
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一949一

 

第

一
項

日
本
体
育
大
学
の
設
立

昭
和
十
六
年
四
月

の
日
本
体
育
専
門
学
校
の
設
立

・
開
校
は
日
本
体
育
会
体
操
学
校
を
大
学

へ
と
昇
格
さ
せ
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
で

あ

っ
た
が
、
そ
の
後
日
本
が
戦
争
状
態
に
入
り
、
大
学

へ
の
昇
格
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
敗
戦
後
、
教
育
制
度
の

根
本
的
改
革
が
断
行
さ
れ
る
に
い
た
り
、
新
制
大
学
が
発
足
す
る
。
こ
の
新
制
大
学
は
従
前
の
『大
学
令
』

(勅
令
第
三
八
八
号
、
大
正

七
年
)
に
基
づ
く
大
学
と
は
異
な
り
、
設
置
基
準
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
専
門
学
校
を
大
学

へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て



い
た
本
学
に
と

っ
て
、

こ
れ
は
好
機
で
あ

っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か
も
、
財
団
法
人
日
本
体
育
会
の
理
事
長
に
就
任
し
た
米

本
卯
吉
は
本
会
の
経
営
に
携
わ
る
に
あ
た

っ
て
体
操
学
校
を
大
学
に
ま
で
昇
格
さ
せ
る
こ
と
を
公
約
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
六
月
十
入
日
、
日
本
体
育
会
、
日
本
体
育
専
門
学
校
、
お
よ
び
日
体
同
窓
会
は

「
日
本
体
育
専
門
学
校
昇
格
期
成
委

員
会
」
を
結
ん
で
、
日
本
体
育
大
学

の
設
立

へ
と
向

っ
た
。
会
則
に
よ
れ
ば
、
日
本
体
育
専
門
学
校
を

「新
学
制

二
基
ク
大
学

ヘ
ノ
昇

格
ヲ
期
シ
テ
成
就

ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
」
と
し
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
が
掲
げ
ら
れ
た
。

、
学
校
内
ノ
整
備
充
実

1

学
風
ノ
刷
新

2

教
育
施
設
ノ
整
備

3

教
授
陣
容
ノ
強
化

4

教
科
課
程
ノ
調
整
刷
新

5

教
授
指
導
体
系
ノ
確
立

6

資
金
ノ
充
実

二
、
学
校
外

ヘ
ノ
運
動

1

地
方
民
衆
ノ
体
育
的
啓
蒙
並

二
与
論
ヲ
喚
起
ス
ル

2

学
校

ノ
社
会
的
貢
献
ト
現
状
ヲ
認
識
セ
シ
メ
ル

三
、
其
ノ
他
昇
格

二
必
要
ナ
ル
諸
施
策
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こ
の
よ
う
な
事
業
の
推
進
を
通
し
て
、
本
邦
初
の
体
育
大
学
設
立
の
機
運
が
高
ま

っ
て
い
っ
た
。
体
育
大
学

設
立
認
可
申
請
を
巡

っ



て
は
第

一
部
の

「学
校
法
人
日
本
体
育
会

の
沿
革
」
で
詳
し
く
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
認
可

の
な

っ
た
体
育
大
学
像
を
見
て
お
く

こ
と
に
し
た
い
。
次
に
掲
げ
る

「
日
本
体
育
大
学
学
則
」
か
ら

「体
育
」
の

「大
学
」
像
の
骨
子
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

第第 第 第

 

第第

日

本

体

育

大

学

学

則

第

一
章

総

則

条

本
大
学
は
教
育
基
本
法
の
規
定
す
る
教
育
の

一
般
的
目
的
と
方
法
に
則
り
、
体
育
に
関
す

る
高
等

の
学
術
の
理
論

及
実
際
を
教
授
研
究
す
る
と
共
に
、
知
的
道
徳
的
な
ら
び
に
其
の
応
用
的
能
力
を
展
開
さ

せ
以
て
教
養

の
高

い
体

育
指
導
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

二

条

本
大
学
は
学
部
及
研
究
科
を
以
て
構
成
す
る

三

条

本
大
学

の
学
部
は
体
育
学
部
と
す
る

四

条

本
大
学
学
部
の
第

一
学
年
に
入
学
さ
せ
る
定
貝
は
左
の
通
り
と
す
る

体
育
学
科

一
入
○
名

第
二
章

通

則

第

一
節

学
年
学
期
及
休
日

五

条

学
年
は
四
月

一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十

一
日
に
終
り
左
の
二
学
期
に
分
け
る

前
学
期

自
四
月

一
日

至
九
月
三
十
日

後
学
期

自
十
月

一
日

至
翌
年
三
月
三
十

一
日

六

条

学
年
中
の
休
業
日
は
左

の
通
り
と
す
る

祝

祭

日

日
曜
日

本
大
学
記
念
日

春
季
休
業
日

自
三
月
二
十
日

至
四
月
十
日
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第

七

条

第

八

条

第

九

第

十

六 五 四 三 ニ ー

夏
季
休
業
日

自
七
月
十

一
日

至
九
月
十
日

冬
季
休
業
日

自
十
二
月
二
十
五
日

至
翌
年

一
月
八
日

第
二
牌即

教

授

△五

本
大
学
に
教
授
会
を
置
く

教
授
会
は
学
部

に
属
す
る
大
学
教
授
を
以
て
組
織
す
る

教
授
会
は
学
長
ま
た
は
部
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
又
は
教
授

の
三
分
の

一
以
上
の
要
求
が
あ

つ
た
と
き
、

長
又
は
部
長
が
之
を
招
集
し
て
、
そ
の
議
長
と
な
る

教
授
会
は
必
要
の
と
き
助
教
授
及
そ
の
他
の
職
員
を
列
席
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る

教
授
会
は
次
の
事
項
を
審
議
す
る

、

学
科
課
程
お
よ
び
学
科
考
査
に
関
す
る
こ
と

第
三
節

条

学
部

の
入
学
期
は
学
年
の
始
め
か
ら
三
十
日
以
内
と
す
る

条

学
部

に
入
学
す
る
こ
と
が
出
来
る
者
は
、
左
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る

一
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

二
、

十
二
年
以
上
の
通
常

の
課
程
に
よ
る
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者

三
、

通
常
の
課
程
以
外

の
課
程

(例
え
ば
通
信
教
育
)
に
よ
り
こ
れ
に
相
当
す
る
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者

学
生

の
資
格
認
定
お
よ
び
そ
の
身
分
に
関
す
る
こ
と

教
授
、
助
教
授
、
講
師
お
よ
び
助
手
の
進
退
に
関
す
る
こ
と

学
位

に
関
す
る
こ
と

文
部
大
臣
又
は
学
長
の
諮
問
し
た
こ
と

そ
の
他
の
重
大
な
こ
と

入
学
及
び
入
学
資
格

学
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四
、

外
国
に
於
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年

の
課
程
を
修
了
し
た
者

五
、

文
部
大
臣
の
指
定
し
た
者

六
、

其

の
他
本
大
学
に
於
て
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者

第

十

一
条

入
学
志
願
者
は
、
入
学
願
書
、
履
歴
書
及
び
入
学

に
必
要
で
あ
る
左
記
の
書
類
を
提
出
す

る
こ
と

一
、

出
身
学
校
長

の
推
薦
書
、
人
物
考
査
書
、
卒
業
成
績
証
明
書

二
、

身
体
検
査
書

第

十

二

条

願
書
に
は
検
定
料

(別
に
定
め
る
)
を
添
付
す
る
こ
と

第

十

三

条

願
出
に
依
り
退
学
し
た
も
の
が
再
入
学
を
志
望
す
る
と
き
は
、
詮
議
の
上
原
級
若
し
く
は
そ
れ
以
下
に
入
学
を
許

可
す
る
こ
と
が
あ
る

第

十

四

条

入
学
を
許
さ
れ
た
者
は
保
証
人
二
名
を
定
め
、
本
大
学
規
定
の
書
式
に
依
り
在
学
保
証
書
を
差
出
す
こ
と

保
証
人
は
尊
属
親
及
び
本
大
学
所
在
の
縣
又
は
近
接
都
府
縣
居
住
者
で
独
立
の
生
計
を
営

む
者
に
限
る

第

十

五

条

保
証
人
に
異
動

(変
更
、
死
亡
、
転
居
、
改
姓
)
の
あ

つ
た
と
き
は
直
ち
に
届
け
出
る
こ
と

第

十

六

条

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
入
学
金

(別
に
定
め
る
)
を
納
付
す
る
こ
と

第
四
節

休
学
、
退
学
、
除
籍

第

十

七

条

疾
病
そ
の
他
己
む
を
得
な

い
事
故
に
依
り
欠
席
す
る
者
は
本
人
よ
り
届
け
出
る
こ
と

欠
席
が
七
日
以
上
に
亘
る
と
き
は
理
由
を
詳
記
し
保
証
人
連
署
を
以
て
届
け
出
る
こ
と

欠
席
届
は

一
週
間
以
内
に
差
出
す
こ
と

病
気
欠
席

の
場
合
は
病
名
を
記
入
し
、
之
れ
が
爲
欠
席

一
週
間
を
越
え
る
も

の
は
医
師
の
診
断
書
を
添
付
す
る
こ

と

第

十

八

条

疾
病
そ

の
他
己
む
を
得
な
い
事
故
が
あ
る
と
き
は
、

一
年
以
内
休
学
す
る
こ
と
が
出
来
る

休
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
保
証
人
連
署
を
以
て
願
出
る
こ
と
、
但
し
疾
病
に
依
り
休
学
す

る
者
は
医
師

の
診
断
書
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を
添
付
す
る
こ
と

休
学
期
間
中
で
あ

つ
て
も
、
そ
の
事
故
が
止
ん
だ
時
は
原
級
に
復
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る

第

十

九

条

休
学
中
の
授
業
料
其
の
他
の
納
金
は
、
之
を
納
入
す
る
こ
と

マ
マ

第

二

十

条

授
業
料
そ
の
他

の
納
金
未
納
者
は
完
納
ま
で
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る

第
二
十

一
条

退
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
事
由
を
記
し
、
保
証
人
連
署
を
以
て
願
出
る
こ
と

第
二
十
二
条

左

の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
者
は
、
学
籍
を
除
く

一
、

操
行
不
良
で
あ

つ
て
、
改
俊
の
見
込
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者

二
、

学
力
劣
等
で
あ

つ
て
、
成
業
の
見
込
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
者

三
、

正
当
な
事
由
な
く
引
き
続
き

一
ヶ
月
以
上
欠
席
し
た
者
、
又
は
出
席
が
常
に
定
ま
ら
な

い
者

四
、

授
業
料
そ
の
他
規
定

の
納
入
金
を
納
入
し
な
い
で
定
期
日
後
三
十
日
以
上
に
及
ぶ
者

第
三
章

学

部

第

一
節

在
学
年
限
及
び
学
科
課
程

第
二
十
三
条

学
部
の
在
学
年
限
は
四

ヶ
年
以
上
と
す
る

但
し
六

ヶ
年
を
越
え
る
こ
と
は
出
来
な
い

第
二
十
四
条

学
部
に
左

の
学
科
を
設
け
る

一
、

体
育
学
科

学
生
は

一
つ
の
学
科
を
納
め
る
も
の
と
す
る

但
し
許
可
を
得
て
他

の
学
科
の
授
業
科
目
を
修
め
る
こ
と
が
出
来
る

第
二
十
五
条

学
生
は
左
の
標
準
に
よ
り
、
所
属
学
科
の
授
業
科
目
を
修
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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学
科
課
程
お
よ
び
単
位
数

一
般
教
養
科
目
お
よ
び
そ
の
単
位

外 音 論 日 心 倫 哲 科
人

本
国 理 理 理 文

文
科

語 楽 学 学 学 学 学 目

三 四 四 必
修

単
学

関

二 四 四 四 選
択 位

係

日 統 経 社 科

本
社

国 計 済 会 会

憲 科
法 学 学 学 目

一 学
○
(

二 二 四 必
修

単
関

必

修 四
選
択 位

係

人 数 生 科
自

類 物 然

科
学 学 学 目

四
必
修

単
学

関

四 四
選
択 位

係
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体
育
学
科
専
門
科
目
お
よ
び
そ
の
単
位

体

育
科

基

測 礎
定

目

学
学

必
修 単

四
選
択

位 科

体
科 体

去
Fヨ

原 育

目

理
学

四
必
修 単
選 位 科
択

教
科

教
六
目 職

原 課
目

理 程

四 必
修 単

科

選 位 目

択

体
育 科 体

実
習 育

第 目
一

実

二 必
修 単
選 位 習
択



同

実

験

実

習

二

体

育

史

四

教

育

心.

理

学

四

(
体
操)

解
剖
及
生
理
学

八

体

育

心

理

学

四

青

年

心

理

学

四

体
育
実
習
第
二

二

同

実

験

実

習

四

同

実

験

実

習

二

教

科

教

育

法

四

(
陸
上
競
技)

学
校
保
健

管
理

マ

四

体

育

管

理

学

四

教

育

実

習

五

体
育
実
習
第
三

三

細
菌
及
び
免
疫
学

体

育

方

法

学

二

(
球
技)

個

人

及

び公衆衛生運動衛生学体育生理学救急処置及び看護法同実験実習栄養学

四四四四二四

体

育

実

習

第

四(リズム運動)体育実習第五(リクリエーション)体育実習第六(水泳)体育実習第七

一一一一

(

ス

キ

ー
)

体
育
実
習
第
八

一

(
柔

道)

(
剣

道)

卒
業
論
文

(
五
単
位)

第
二
十
六
条

授
業
科
目
の
軍
位
は
左

の
基
準
に
よ
り
算
出
す
る

、

講
義
は
毎
週

一
時
間
十
五
週
間
の
講
義
を
以
て

一
単
位
と
す
る
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二
、

化
学
実
験
、
機
械
実
験
及
び
体
育
の
実
習
は
毎
週
三
時
間
十
五
週

の
実
習
を
以

つ
て

一
単
位
と
す
る

マ
マ

第
二
十
七
条

一
般
教
養
科
目
の
各
系
列
中
必
修
科
目
を
含
め
て
、
二
科
目
以
上
、
計
十
科
目
四
十
単
位
以
上
を
履
修
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

マ

マ

専
門
科
目
の
各
部
門
中
必
修
科
目
を
ふ
く
め
て
十
五
科
目
八
十
単
位
以
上
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

最
終
年
度
に
卒
業
論
文
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

卒
業
論
文
は
専
門
科
目
の
単
位
に
加
算
す
る

第
二
十
八
条

授
業
科
目
の
修
了
は
試
験
に
よ
り
之
を
認
定
す
る

第
二
節

試
験
及
び
称
号

第
二
十
九
条

第

三

十

条

第 第 第

十 十 十

条 条 条

 

第
三
十
四
条

第
三
十
五
条

第

一二
十

⊥ハ
条

学
生
は
必
修
科
目
及
び
そ
の
選
択
し
た
学
科
目
の
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

年
度
或
は
各
学
期
の
終
り
に
於
て
各

々
そ
の
履
修
科
目
に

つ
き
試
験
を
行
う
。

追
試
験
は
学
生

の
願
出
に
依
り
之
を
行
う

こ
と
が
あ
る

試
験
は
各
学
科
目
に
つ
い
て
合
格
、
不
合
格
を
決
め
る

実
験
実
習
に
つ
い
て
は
、
平
素
の
成
績
を
以
て
定
め
る
こ
と
が
あ
る

各
学
科
を
通
じ
て
、
最
終
年
度
に
卒
業
論
文
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

論
文
の
題
目
は
予
め
指
導
教
員
の
承
認
を
受
け
、
指
導
教
員
を
経
て
提
出
す
る
こ
と

学
生
で
所
定

の
試
験
に
合
格
し
た
も

の
は
、
学
士
試
験
に
A
口格
し
た
も
の
と
看
倣
し
証
書

を
授
与
す
る

試
験
に
合
格
で
き
な

い
も
の
は
、
全
部
合
格
に
い
た
る
ま
で
在
学
す
る
こ
と
が
で
き
る

但
し
六
ヶ
年
を
こ
え
る
こ
と
は
許
さ
な
い
、
六
ヶ
年
以
上
に
わ
た
る
も
の
は
、
除
籍
す
る

学
部
に
四
年
以
上
在
学
し
、
学
士
試
験
に
合
格
し
た
も
の
は
、
体
育
学
士
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
三
節

選

科

生

第
三
十
七
条

学
部
の
学
科
目
中

一
学
科
目
又
は
数
学
科
目
の
選
修
を
出
願
す
る
も
の
が
あ
る
時
は
余
裕

の
あ
る
場
合
に
限
り
、
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選
科
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る

第
三
十
八
条

選
科
生
と
し
て
入
学
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
は
、
高
等
学
校
入
学
の
資
格
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

第
三
十
九
条

選
修
し
た
学
科
目
の
試
験
に
合
格
し
た
も

の
に
は
修
了
証
を
授
与
す
る

第
四
節

聴

講

生

.
、

第

四

十

条

本
学
所
定
の
学
科
目
中

一
科
目
、
又
は
数
科
目
の
聴
講
を
願
出
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
男
女
を
問
わ
ず
学
力
選
考

の
上
、
支
障

の
な
い
限
り
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る

第
四
十

一
条

聴
講
生
の
聴
講
期
間
は

一
ヶ
年
以
内
と
す
る

但
し
事
情
に
依
り
更
に
継
続
聴
講
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る

マ
マ

第
四
十
二
条

聴
講
生
で
あ

つ
て
聴
講
を
修
了
者
に
対
し
て
は
、
聴
講
証
明
書
を
授
与
す
る

第
四
十
三
条

聴
講
科
は
学
部
授
業
料
と
同
額
で
入
学
と
同
時
に
納
付
す
る
こ
と

第
四
十
四
条

聴
講
生
に
対
し
て
は
試
験
を
行
わ
な
い

第
四
十
五
条

聴
講
生
の
入
寮
は
許
可
し
な
い

第
四
十
六
条

聴
講
生
に
関
し
特
に
規
定
あ
る
も
の

・
他
は
本
学

一
般

の
規
定
を
適
用
す
る

第
四
章

研

究

科

第
四
十
七
条

本
学
学
士
試
験
合
格
者

で
あ

っ
て
研
究
科
に
入
学
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
そ
の
特
に
研
究
し
よ
う
と
す
る
事
項

を
記
載
し
願
出
る
こ
と

本
学
学
士
試
験
合
格
者

で
な
い
場
合
も
相
当
の
学
歴
を
有
す
る
も
の
は
、
教
授
会
の
議
を
経
て
研
究
科
に
入
学
を

許
可
す
る
こ
と
が
あ
る

第
四
十
入
条

研
究
科
学
生
の
研
究
期
間
は
二
ヶ
年
以
上
と
す
る

但
し
期
間
内
で
あ

つ
て
も
、
研
究
の
実
が
な

い
と
認
め
ら
れ
た
も
の
は
除
籍
す
る
こ
と
が
あ
る

第
四
十
九
条

研
究
科
学
生
は
指
導
教
員
に
つ
い
て
其
の
研
究

の
指
導
を
受
け
る
こ
と

第

五

十

条

研
究
科
学
生
は
、
学
長
の
許
可
を
得
て
学
部
の
授
業
に
出
席
す
る
こ
と
が
出
来
る
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第
五
十

一
条

研
究
科
学
生
は
毎
学
年
の
終
に
其
の
研
究
し
た
事
項
に
つ
い
て
報
告
書
を
作
成
し
、
指
導
教
員
を
経
て
学
長
に
提

出
す
る
こ
と

第
五
十
二
条

研
究
科
学
生
は
特
に
承
認
を
得
な
け
れ
ば
、
本
学
所
在
地
以
外
に
居
住
し
、
又
は
他

の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が

出
来
な

い

第
五
章

服

装

第
五
十
三
条

学
生
の
服
装
は
、
総
て
本
学
所
定
の
服
装
規
定
に
依
る

第
⊥ハ
土早

賞

四割

第
五
十
四
条

善
行
の
者
、
学
業
優
秀
な
者
及
功
労
顕
著
な
者
等
に
対
し
て
は
褒
賞
す
る
こ
と
が
あ
る

第
五
十
五
条

学
則
に
違
背
し
風
紀
を
紫
し
、
学
生

の
本
分
に
惇
る
行
為
が
あ

つ
た
と
認
め
た
者

に
対
し

て
は
、
懲
戒
を
加

へ
る

こ
と
が
あ
る

懲
戒
は
、
戒
飾
、
停
学
、
放
学
の
三
種
と
す
る

第
七
章

外
国
人
特
別
学
生

第
五
十
六
条

第
九
条

の
資
格
を
有
し
な
い
外
国
人
の
入
学
志
願
者

で
あ

つ
て
、
外
国
公
館
、
又
は
本
邦

在
外
公
館
の
紹
介
あ
る

者
は
本
邦
高
等
学
校
卒
業
程
度
に
依
り
選
考
の
上
定
員
外
と
し
て

一
学
年
十
名
以
内
を
限

り

一
学
年
に
入
学
を
許

可
す
る
こ
と
が
あ
る

第
五
十
七
条

特
別
学
生
で
あ

っ
て
其
の
成
績
特
に
優
秀
な
者
は
検
定
の
上
本
科
に
編
入
す
る
こ
と
が
あ

る

第
五
十
入
条

特
別
学
生
で
あ

っ
て
所
定
の
課
程
を
修
了
し
た
と
き
は
修
業
証
書
を
授
与
す
る

第
五
十
九
条

特
別
学
生
に
関
し
特
に
規
定
あ
る
も
の

・
他
は
、
本
学

一
般

の
規
定
を
適
用
す
る

第
入
章

委
託
学
生マ

マ

第

六

十

条

官
庁
其
の
他
の
依
託
が
あ
る
場
合
は
委
託
学
生
を
置
く
こ
と
が
あ
る

第
六
十

一
条

委
託
学
生
は
其

の
学
力
、
経
歴
を
選
考
し
本
科
又
は
選
科
に
入
学
さ
せ
る
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第
六
十
二
条

委
託
学
生
に
関
し
特
に
規
定
あ
る
も
の

・
他
は
本
学

一
般

の
規
定
を
適
用
す
る

第
九
章

入
寮
及
退
寮

第
六
十
三
条

学
生
は
在
学
期
間
中
寄
宿
寮

に
入
寮
す
る
を
本
則
と
す
る

但
し
事
情
に
よ
り
通
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る

第
六
十
四
条

卒
業
し
た
者
、
除
籍
又
は
退
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
は
同
時
に
退
寮
さ
せ
る

寸

u

イ

日
尺

第
六
十
五
条

本
学
則
施
行
に
関
す
る
細
則
は
別
に
之
れ
を
定
め
る

第
六
十
六
条

本
学
則
は
昭
和
二
十
四
年
四
月

一
日
よ
り
之
れ
を
施
行
す
る

か
く
し
て
、
日
本
体
育
大
学
は
体
育

の
単
科
大
学
と
し
て
産
声
を
上
げ
、
戦
後

の
日
本
に
お
け
る
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

・
発
展

に
尽
力
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
設
立
当
初
の
日
本
体
育
大
学
は
極
め
て
少
人
数

の
教
員

ス
タ

ッ
フ
し
か
抱
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
推
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
種
々
の
面
に
お

い
て

"完
全
"
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
「専
門
学
校

と
し
て
も
戦
災

に
つ
づ
く
戦
後
の
悪
条
件
下
に
置
か
れ
て
い
た
本
学
が
大
学

へ
昇
格
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然

の
こ
と
で
あ
る
」
(『学

校
法
人
日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学
入
十
年
史
』)
と
い
え
よ
う
。

初
代

の
学
長
は
渡
辺
鎮
蔵
体
育
専
門
学
校
長
が
就
任
し
、
文
部
省
体
育
課
長

の
栗
本
義
彦
が
日
本
体
育
大
学
学
長
事
務
取
扱
に
就
任

し
た
昭
和
二
十
四
年
十

一
月

一
日
ま
で
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
栗
本
学
長
事
務
取
扱
が
正
式

に
学
長
に
就
任
す
る
の
は
翌

二
十
五
年
の
三
月
十
五
日
で
あ

っ
た
こ
と
や
、
昭
和
二
十
四
年
九
月
十
五
日
に
河
田
新
吉
が
副
学
長
と
し
て
本
学
に
招
聰
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
推
し
て
み
る
と
、
設
立
当
初
の
本
学

の
執
行
体
制
に
若
干
の
も
た
つ
き
が
あ

っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
と
ま
れ
、
形
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式
的
に
は
初
代
学
長
は
渡
辺
鑛
蔵
で
、
二
代
目

の
学
長
が
栗
本
義
彦
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
、
栗
本
義
彦

が
初
代
学
長
で
あ

る
と
さ
れ
て
き
た
の
は
実
質
的
に
は
栗
本
元
学
長
が
学
長
と
し
て
そ
の
任
に
応
じ
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
五
日
に
日
本
体
育
大
学
の
設
立
が
認
可
さ
れ
、
昭
和
二
十
四
年
四
月

一
日
か
ら
の
開
校
が
承
認
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
学
式
は
同
年
九
月
二
十
日
ま
で
挙
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ

っ
た
。
設
立
認
可
が

下
さ
れ
た
の
が
三
月
下
旬
で
あ
る
か
ら
、
入
学
試
験
を
実
施
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
体
育
大
学

の
所
在
地
が

茨
城
県
で
あ
る
こ
と
が
災

い
し
た
。
「入
学
試
験
は
、
東
部
考
査
場

(本
学
)
五
月
入
日
、
中
部
考
査
場

(京
都
女
子
専
門
学
校
)
五
月

十
日
、
西
部
考
査
場

(熊
本
尚
網
高
等
学
校
)
五
月
入
日
の
三
か
所
に
分
け
て
行
な
わ
れ
、
進
学
適
性
検
査
、
学
力
検
査

(英
語
、
国

ア

語
、
数
学
)
、
体
力
検
査

(簡
単
な
体
操
、
ダ
ン
ス
ー
女
、
競
技
な
ど
が
実
施
さ
れ
」
な
が
ら
も
、
「応
募
者
が
少
な
か

っ
た
た
め
、
急

遽
第
二
次
募
集
の
試
験
を
七
月
三
十

一
日
に
土
浦

の
本
学
に
お
い
て
実
施
」
し
て
、
漸
く
六
十
七
名

の
第

一
期
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る

(『学
校
法
人
日
本
体
育
会
・
日
本
体
育
大
学
八
十
年
史
』
)。
な
お
、
大
学
昇
格
を
機
に
制
帽
は
角
帽
と
な
り
、
「大
學
」

の
左
右
に

「禮
」
と

「育
」
を
配
し
た
記
章
が
採
用
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
に

「
膿
大
」
に
改
正
さ
れ
る
ま
で
、
校
章
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
開
校
当
時

の
体
育
大
学

の
授
業
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
学
第

一
期
生
の
稲
垣
安
二
氏
は

『学
校
法
人

日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学
八
十
年
史
』

の
中

で
次
の
よ
う

に
回
想
し
て
い
る
。
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土

浦

の
大

学

施

設

に

は

、

本

館

の

ほ

か

、

教

室

、

体

育

館

、

寮

、

そ

れ

に

陸

上

競

技

、

ラ

グ

ビ
ー

、

サ

ッ
カ
ー

な

ど

の

で

き

る

広

大

な

グ

ラ

ン
ド

が
あ

っ
た

。

し

か

し

、

人

数

の
多

い
専

門

学

校

が
主

人
格

で
、

大

学

は

一
部

に
仮

住

居

の

よ
う

な

観

が
あ

っ
た

。



授
業
は
、
教
科
課
程
に
し
た
が
い
、

一
般
、
専
門
、
教
職
の
各
教
科
を
履
修
し
た
が
、
今
日
の
よ
う
に
広
範
囲
に
わ
た
る
教
科

目
は
み
ら
れ
ず
、
最
低
限
度

の
開
講
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
。
た
だ
実
技

だ
け
は
比
較
的
多
く
開
講
さ
れ
て

い
た
。
入
学

の
年
の
三

月
に
失
火
を
出
し
た
た
め
、
内
部
の

一
部
を
補
修
中
だ

っ
た
本
館
で
授
業
を
受
け
た
が
、
測
定
、
実
験

の
器
具
器
械
は
な
く
、
す

べ
て
講
義
の
み
で
、
高
等
学
校
時
代
に
描

い
て
い
た
大
学
観
と
は
か
け
は
な
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
学
生
達

は
体
育
大
学
と

い
う

新
し
い
大
学
づ
く
り
に
懸
命
に
な

っ
て
い
た
。
学
生
数
が
少
な

い
だ
け
に
、
先
生
か
ら
す
ぐ
顔
を
覚
え
ら
れ
、
学
生
と
教
師
と
の

信
頼
感
は
深
く
、
何
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
た
。
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
学
内

の
寮
に
起
居
し
て
い
た
の
で
、
授
業
を
サ
ボ
ル
者
は

ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た
が
、

一
方
、
体
育
祭
の
練
習
に
び

っ
し
り

一
か
月
位
が
あ
て
ら
れ
、
重
労
働
に
匹
敵
す
る
く
ら
い
し
ぼ
ら

れ
た
。

半
年
遅
れ
の
授
業
開
始
だ

っ
た
た
め
、
夏
冬
の
休
み
も
返
上

の
授
業
を
重
ね
た
末
、
三
年
目
に
は
東
京
移
転
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
乏
し
い
施
設
と
少
な
い
教
授
陣

で
は
あ

っ
た
が
、
学
生
数
が
少
な

い
だ
け
に
ク
ラ
ス
全
体
が
纏
ま
り
、
張
り

つ
め
た
授
業

や
練
習
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

第
二
項

学
校
法
人
日
本
体
育
会
の
誕
生

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
十
五
日
、
法
律
二
七
〇
号
を
も

っ
て

『私
立
学
校
法
』
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は

"
私
立
学
校
"
と
は
学

校
法
人
の
設
置
す
る
学
校

の
こ
と
を

い
う
と
規
定
さ
れ
、
そ
の
第
三
章
に
お
い
て
学
校
法
人
に
関
す
る
諸
規
定

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
学
校
の
維
持

・
経
営
を
主
た
る
事
業
と
し
て
き
た
財
団
法
人
日
本
体
育
会
は
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
七
日
に
財
団
法
人

を
改
組
し
て
学
校
法
人

へ
と
転
換
を
は
か
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
無
論
、
財
団
法
人
が
学
校
法
人
に
取

っ
て
代
わ

っ
た
と
は
い

え
、
学
校
法
人
は
財
団
法
人
の
ひ
と
つ
に
変
わ
り
は
な

い
の
だ
か
ら
、
寄
付
行
為
に
お
い
て
は
基
本
的
に
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し

か
し
、
本
会
が
こ
れ
ま
で
に
掲
げ
て
き
た

"目
的
"
お
よ
び

"
事
業
"
は
そ
の
新
し

い
法
律
の
求
め
る
と
こ
ろ
に
沿

っ
て
改
正
さ
れ
る
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こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
財
団
法
人
日
本
体
育
会

の
寄
付
行
為
と
学
校
法
人
日
本
体
育
会

の
寄
付
行
為
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

的
お
よ
び
事
業
は
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

目

"目
的
"
お
よ
び

"事
業
"
に
み
る
財
団
法
人
と
学
校
法
人
と
の
相
違

学
校
法
人
日
本
体
育
会
寄
付
行
為

〈昭
二
六
〉

《
目

的
》

こ
の
法
人
は
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法

に
従
い
、
大
学
、
高
等
学
校
、
中
学
校
を
設
置

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

(第
四
条
)
。

《
事

業
》

こ
の
法
人
は
前
条

の
目
的
を
達
成
す
る
為
、

左
記
の
学
校
を
維
持
経
営
す
る

(第
五
条
)

一
、
日
本
体
育
大
学

二
、
荏
原
高
等
学
校

三
、
日
本
体
育
会
荏
原
中
学
校

財
団
法
人
日
本
体
育
会
寄
付
行
為

〈
昭
二
三
〉

《
目

的
》

本
法
人
は
体
育
に
関
す
る
研
究
調
査
及
び
そ

の
普
及
発
達
並
に
指
導
を
な
す
を
目
的
と
し
、

こ
れ
に
須
要
な
各
種
の
施
設
を
営

み
、
以
て
文

化
的
国
民
を
育
成
す
る
と
共
に
、
心
身
強
壮
に

し
て
明
朗
潤
達
な
体
育
指
導
者
を
養
成
し
、
国

民
体
育

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
す
る

(第
三
条
)
。

《
事

業
》

本
法
人
は
前
条

の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
左
の

事
業
を
行
う
。

一
、
体
育
に
関
す
る
研
究
調
査

二
、
体
育
普
及
の
施
設
及
び
講
習
会
、
講
演

会
等

の
開
催
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八 七 六 五 四

体
育
に
関
す
る
図
書
及
び
雑
誌
等
の
刊

一丁体
育
に
志
す
友
邦
学
生
に
対
す
る
補
導

日
本
体
育
専
門
学
校
の
維
持
経
営

日
本
体
育
会
荏
原
中
学
校
の
維
持
経
営

常
陽
中
学
校
の
維
持
経
営

其
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

学
校
法
人
日
本
体
育
会
は
教
育
基
本
法
お
よ
び
学
校
教
育
法
に
従

っ
て
各
種
の
学
校
を
設
置
し
て
、
そ
れ
ら

の
学
校
の
維
持

・
経
営

を
事
業
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
財
団
法
人
日
本
体
育
会
は

"体
育
に
関
す
る
研
究
調
査
及
び
そ
の
普

及
発
達
並
に
指
導
を
な

す
を
目
的
"
と
し
て
、
学
校
の
維
持

・
経
営
以
外

の
分
野
に
ま
で
そ
の
事
業
が
及
ん
で
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
学
校
法
人

へ
の
改
組

・

転
換
に
伴

っ
て
、
本
会
の
事
業
は
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
会
創
立
以
来

の
国
民
体
育

の
奨
励

・
促
進
の
た

め
の
事
業
は
、
学
校
体
育
の
指
導
者

の
養
成
と
い
う
小
さ
な
窓
口
を
通
し
て
し
か
達
成
さ
れ
な

い
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
反
面
、
学
校

の
維
持

・
経
営
に
力
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
に
、
学
校
と

い
う
窓

口
は

い
う
な
れ
ば
恒
常
的
窓
口
と
し

て
機
能
し
、
よ
り
優
れ
た
指
導
者
を
よ
り
多
く
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う

。

と
も
あ
れ
、
日
本
体
育
大
学
は
財
団
法
人
日
本
体
育
会
の
時
代
に
設
立
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
大
学
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
く
し

て
財
団
法
人
を
改
組
し
て
学
校
法
人

へ
と
転
換
が
は
か
ら
れ
て
い
る
の
で
、
学
校
法
人
日
本
体
育
会
の
歴
史
は

日
本
体
育
大
学
と
と
も
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に
築
か
れ
て
き
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
な
お
、
学
校
法
人

へ
の
改
組

・
転
換
の
問
題

に
関
し
て
は
第

一
部

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
詳
細
は
当
該
箇
所
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
三
項

日
本
体
育
大
学

の
深
沢

へ
の
復
帰
と
戦
没
者
慰
霊
碑
の
建
立

(
一
)
深
沢

へ
の
復
帰
と
復
旧
工
事

の
進
捗

学
校
法
人

へ
の
改
組

・
転
換
と
並
行
し
て
日
本
体
育
大
学
の
深
沢

へ
の
復
帰
が
検
討
さ
れ
、
昭
和
二
十
五
年

十
二
月
十
三
日
に
日
本

体
育
会
理
事
会
は
土
浦
か
ら
深
沢

へ
の
移
転
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
大
学
側
で
は
深
沢
復
帰
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
条

件
の
よ
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
求
め
て
調
査
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外

の
適
地
は
な
く
、
こ
の

日
の
理
事
会
の
決
定
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
大
学

へ
と
昇
格
さ
せ
る
の
に
成
功
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
故
に
移
転
を
決
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

「戦
後
の
入
学
者
数
が
年

々
減
少

の

一
途
を
た
ど
り
、
在

籍
者
総
数
二
百
数
十
名
と
総
定
員

の
半
数
に
も
満
た
な
い
状
態
が
出
現
し
た
こ
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
新
制
大
学
と
し
て
の
充
実
が
は
か

れ
な
い
こ
と
を
憂
慮
し
た
結
果
、

こ
の
際
東
京

へ
復
帰
し
て
、
新
構
想
の
も
と
で
大
学
の
充
実
と
学
生
数

の
増
加
と
を
は
か
り
、
経
営

打
開
と
将
来
の
発
展
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
結
論
に
達
し
た
こ
と
に
よ
る
」

(『学
校
法
人
日
本
体
育
会
・日
本
体
育
大
学
八
十
年
史
』)
と

い
う
。
そ
の
主
因
は
や
は
り
地
理
的
条
件
に
あ

っ
た
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
当
時
の
交
通
機
関
の
発
達
状
況

が
ど
う

で
あ

っ
た
か
を

問
題
に
す
る
以
前
に
、
茨
城
県
土
浦
は
都
心
か
ら
余
り
に
も
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し

か
も
、
日
本
体
育
大
学

へ
の
進
学
者
は
地
方
出
身
者
が
多
く
、
都
市
に
お
け
る
学
生
生
活
を
夢
み
て
上
京
す
る
学
生
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
大
学
が
学
生
を
選

ぶ
時
代
で
は
な
く
、
学
生
が
大
学
を
選
択
す
る
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
日
本
体
育
会
は
土
浦
キ

ャ
ン
バ
ス
で
の
教
育
を
断
念
し
、
か
の
地
で
の
授
業
を
昭
和
二
十
五
年
度

限
り
で
打
切
る
こ
と
を

決
定
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
六
年
二
月
二
十
六
日
、
日
本
体
育
大
学

の
設
立
母
体
で
あ
る
日
本
体
育
会
は
文
部

大
臣
に
対
し
て
本
学
の

位
置
変
更
を
申
請
し
、
条
件
付
な
が
ら
も
五
月
十
七
日
付
け
で
認
可
を
取
り
付
け
た
。
そ
の
条
件
と
は
体
育
館

の
昭
和
二
十
六
年
度
内

完
成
、
教
育
施
設
の
拡
充
整
備
、
図
書

の
充
実
で
あ

っ
た
。

実
際

の
移
転
は
正
式
な
申
請
の
手
続
き
を
す
る
以
前
か
ら
開
始
さ
れ
、
正
式
に
移
転
の
認
可
が
下
さ
れ
る
前

に
完
了
し
た
。
昭
和
二

十
六
年

一
月
二
十
日
、
日
本
体
育
専
門
学
校
最
後

の
卒
業
生
と
な
る
三
年
生
が
深
沢
に
移
転
し
、
三
月
十
五
日

に
は
卒
業
式
を
挙
行
す

る
い
っ
ぽ
う
、
日
本
体
育
大
学

の
ほ
う

は
三
月
十
六
日
に
土
浦
を
離
れ
、
深
沢

へ
と
向
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
五
年
間

に
わ
た
る
日
本
体
育
専
門
学
校
～
日
本
体
育
大
学

の
土
浦
時
代
に
終
わ
り
が
告
げ
ら
れ
た
。
な
お
、
体
育
専
門
学
校
の
土
浦

へ
の
移
転

を
機
会
に
設
置
さ
れ
た
常
陽
中
学
校
と
常
陽
高
等
学
校
は
同
年
度
限
り
で
廃
校
と
な

っ
て
い
る
が
、

こ
の
点
と
併
せ
て
深
沢

へ
の
復

帰

・
移
転
に
つ
い
て
は
第

一
部
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

大
学
の
移
転
に
際
し
て
条
件
が
付
け
ら
れ
た
深
沢
キ

ャ
ン
パ
ス
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
「
復
帰
し
た
深
沢
は

戦
災
当
時
そ
の
ま
ま
で
、
体
育
大
学
と
し
て
の
施
設
を
ほ
と
ん
ど
欠

い
て
い
た
」
だ
け
で
な
く
、
「残

っ
て
い
る
の
は
寄
宿
舎
と
若
干
の

教
室
だ
け
で
、
中
枢
と
な
る
本
館
、
体
育
館

の
姿
は
な
く
、
グ
ラ
ン
ド
も
荒
れ
た
ま
ま
で
あ

っ
た
」
た
め
に
、
「応
急
的
な
教
育
と
グ
ラ

ン
ド
の
整
備
に
追
わ
れ
る
毎
日
が
続
」

い
た
と
い
う

(『学
校
法
人
日
本
体
育
会
・
日
本
体
育
大
学
八
十
年
史
』
)。
専
門
学
校
最
後

の
卒

業
生
で
大
学
第

一
回
生
に
編
入
し
た
菊
地
暁
雄
氏
の
回
想
す
る
と
こ
ろ
を
引

い
て
お
こ
う
。
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卒
業
は
東
京
で
し
ょ
う
。
専
門
学
校
の
最
後
だ

っ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
学
校
当
局
と
交
渉
し
、
深
沢
復
帰

の
先
達
と
し
て
上
京
し



た
。
正
門
に
立

っ
て
驚

い
た
こ
と
に
は
、
戦
争
の
爪
跡
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。
本
館
跡
に
は
焼
け
残

っ
た
金
庫
が
そ
の
ま

ま
だ

っ
た
。
土
浦
移
転
後
、
荏
原
中
学
校

の
使
用
し
た
バ
ラ

ッ
ク
が

一
つ
、
寮
は

一
般
の
人
に
開
放
し
た
の
か
、
窓
か
ら
お
む

つ

が
干
さ
れ
て
い
た
。
教
室
は
、
寮
の
前

の
教
室
と
グ
ラ
ン
ド
の
端
に
な
る
物
置
の
よ
う
な
バ
ラ
ッ
ク
だ
け
。
グ
ラ

ン
ド
は
2
/
3

が
自
家
農
園
と
な

っ
て
い
て
、
縄
で
区
分
さ
れ
、
名
札
が

つ
け
ら
れ
て
い
た
。

授
業
は
、
寮
の
食
堂
が
あ
て
ら
れ
た
。
い
ろ

い
ろ
な
匂
の
残
る
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
ノ
ー
ト
を
開
く
。
戸
を

へ
だ
て
て
、
炊
事
の

人
達
の
飯
づ
く
り
の
姿
が
見
え
、
そ
の
匂
い
が
授
業
中
の
わ
れ
わ
れ
を
悩
ま
せ
た
。
土
浦

の
頃
は
、
赤

い
高
梁
飯
と
塩
汁
、
日
曜

は
き
ま
っ
て
さ

つ
ま
芋
が
二
本
、
想

い
出
す
ま

い
と
思

っ
て
も
想

い
出
さ
せ
る
環
境
で
あ

っ
た
。
東
京
は
食
料
不
足
で
外
米
が
多

か
っ
た
。

焼
跡
の
片
づ
け
作
業
や
グ
ラ
ン
ド
作
り
な
ど
、
や
は
り
美
化
作
業
の
伝
統
は
残

っ
て
い
た
。

秋
に
な

っ
て
本
館
が
建
ち
、
環
境
が
整
備
さ
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
運
動
部
の
活
動
も
活
気
を
呈
し
て
き
た
。

正
常
な
状
態
で
授
業

の
で
き
る
環
境
に
な
か
っ
た
の
が
昭
和
二
十
六
年
当
時

の
深
沢
キ

ャ
ン
バ
ス
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
土
浦

か
ら
移
転
し
て
き
た
も

の

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
や
焼
け
跡

の
片
付
け
に
追
わ
れ
る
日
々
が
待
ち
受
け
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
ん
な
中
に
も
深
沢
キ

ャ
ン
パ
ス
復
旧
工
事
が
三
年
余
の
歳
月
を
掛
け
て
着

々
と
進
め
ら
れ
て
い

っ
た
。
施
設
の
進
捗
状
況

に
関
し
て

『学
校
法
人
日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学
八
十
年
史
』
は
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
の
で
、
次
に
引

用
し
て
置
く
こ
と
に
し

よ
う
。
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昭
和
二
十
六
年
五
月
十
七
日
、
復
帰
後
間
も
な

い
深
沢
で
は
、
旧
体
育
館
付
近
に
あ

っ
た
校
舎

一
棟

(
一
〇
〇
坪
)
を
運
動
場

の
北
側

へ
移
転
し
た
。

こ
れ
は
、
寮

の
食
堂
を
教
室
に
利
用
す
る
な
ど
、
教
育

の
機
関
が
北
側
に
集
中
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。



こ

れ

に

つ
づ

い
て

、

復

旧

へ

の
営

み

は
急

速

に

は

じ

ま

る
。
・

…

復
旧
の
第

一
は
、
文
部
省

の
移
転
承
認
の
条
件
に
あ
る
よ
う

に
、
体
育
館
に
は
じ
ま
り
、
本
館

の
再
建

へ
と
進
む
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
十
四
日
、
評
議
員
会
は
体
育
館
と
本
館
の
新
築
を
承
認
、
九
月
十
三

日
に
は
体
育
館
建
築
の

認
可
を
受
け
る
の
と
並
行
し
て
、
同
月
三
十
日
、
戦
災
復
旧
費
七
四
七
万
五
、
○
○
○
円
を
文
部
省
か
ら
借
入
し
て
こ
の
費
用
に

宛
て
た
。

そ
し
て
、
十

一
月
三
日
に
は
体
育
館
地
鎮
祭
を
行
な
い
、
十
日
か
ら
起
工
し
た
。
…

こ
の
体
育
館
は
、
戦
災
で
焼
失
し
た
体
育
館
の
土
台
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
も
の
で
、
構
造
的
に
は
完

全
に
復
元
と
い
え
る
。

木
造
二
階
建
、

一
階
二

一
二
坪
、
二
階
四
六
坪
、
計
二
七
七
坪
、
外
壁
は
モ
ル
タ
ル
塗
り
で
、
昭
和
二
十
入
年
十
月

一
日
に
落
成

し
た
。

本
館
は
、
昭
和
二
十
七
年
二
月
十
二
日
に
文
部
大
臣
の
建
築
許
可
を
受
け
、
二
月
二
十
二
日
地
鎮
祭
、

四
月
三
十
日
上
棟
式
を

挙
行
、
同
年
九
月
三
十
日
に
竣
工
し
た
。
本
館
も
、
旧
本
館
の
土
台
を
利
用
し
、
構
造
的
に
復
旧
再
現
と
な

っ
た
。
木
造
二
階
建

か
わ
ら
葺
、

一
階

一
五
二
坪
余
、
二
階

一
四
四
坪
余
、
合
計
二
九
六
坪
余
で
、
階
下
は
事
務
室
、
教
官
室

(教
務
課
)
教
室
な
ど
、

階
上
は
会
議
室
兼
講
師
控
え
室
、
理
事
長

・
学
長
室
、
図
書
室
、
教
室
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

　

主
要
施
設
の
復
旧
を
と
げ
た
大
学

で
は
、
さ
ら
に
グ
ラ
ン
ド
沿
い
仁
寮
と
平
行
し
て
二
階
建
て
木
造
校
舎

(教
室
)

一
棟
を
ニ

ボ

期
に
分
け
て
建
設
し
、

一
期
分
が
昭
和
二
十
入
年
十

一
月
、
二
期
分
が
昭
和
二
十
九
年
十

一
月
に
完
成
す

る
。
合
計
三
五
五
坪
余

で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
二
十
九
年
入
月
に
は
、・
各
運
動
部
部
室
五
四
坪
が
寮
と
グ
ラ
ン
ド
の
境

に
建
設
さ
れ
た
。
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そ
の
後
、
十
年
余

の
歳
月
を
か
け
て
深
沢
キ

ャ
ン
パ
ス
の
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
二
十
九
年
八
月
に
学
生
の
勤
労
作
業

に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
屋
外
プ
ー
ル

(二
五
×

一
五
メ
ー
ト
ル
)
が
完
成
し
た
の
を
手
は
じ

め
に
運
動
施
設
の
建
設



深沢キャンパスにおける運動施設等建設の推移

竣工 年月 日 施 設 備 考

29.8.13 屋 外 プ ー ル 25×15メ ー トル

31.6.27 体 育 研 究 館 総合体 育研 究館 とも称 され、今の6号 館 をさす。鉄

骨鉄 筋 コンクリー ト建、地下1階 、地上2階 、合計738

坪 。中 心 と な る フ ロア ー は210坪 を有 し、バ ス ケ ッ トボ

一 ル コー トの公認 を受 け300ル ッ クスの照明装 置 を完

備。 この中心 フ ロアーの東側に剣道場、音楽室、研 究

室、西側 に柔道 場、生物教 室、部室、地階にシャワー、

更衣室 を配置。

31.10.15 相 撲 場

31.12.15 陸 上 競 技 場 第三種公認 グラウン ドとな る。28年 に陸上競 技場 と

して完成、31年 に全 面的に改修。体 育館側 の土手の一

部 を削 って公認 の陸上競 技場 として整備。

33.6.5 飛 込 み プ ー ル 10メ ー トル飛込 み台 とアル ミ合金 製、桧製 の飛板数

基 を有 し、深 さ5m20、 幅11m、 長 さ20mで 照 明設備

を有する

33.8.31 7号 館 桜 華女子高等学校の校舎 として建設(鉄 筋 コンク リ

一 ト4階 建 、総坪数469坪)。 ただ し3階(図 書室)4

階大 講堂は大学の施設 として使用。

38.1.一 一 第3体 育館(4号 館) 鉄 筋 コン クリー ト2階 建、一部 中3階350坪 。1階 体

操場153坪 、2階 剣道場153坪 。

39.9.12 大体育館(5号 館) 鉄 筋 コ ン ク リー ト5階 建 、2,090坪 。1階 に 柔 道 場

(152坪)と ダ ン ス場(113坪)、2階 に ス テ ー ジつ きの 大

講堂兼用 フロアー を有 す る大ア リーナ(522坪)で ある。

東京 オ リンピッ クのバ レーボール練習場 として使用 さ

れ る。

32.9.一 一 日 体 需 品 部 木造2階 建、延40坪 、1階 各種販 売 コー ナー、2階

食堂。

32.12.一 一 深 沢 女 子 寮 鉄 筋 コ ン ク リー ト3階 建1棟 、 延171坪 余(8～7.5帖

の和室18室 、屋上は物干場)。

33.12,一 一 第2女 子 寮 鉄 筋 コ ン ク リー ト地 上3階 、 地 下1階 建 、295坪 。

41.3,一 一 第3女 子 寮 地上3階 地下1階 建、245坪.

33.4.1 玉 川 総 合 グ ラ ン ド 川崎 市二 子地区の 多摩川河川敷16,000m2の 使用許可

を受 け、 サ ッカ ー 場1面 、 ラ グ ビー 場1面 、 テニ ス コ

一 ト4面 、 バ レ ー コー ト3面 を整 備 。 同 年6月 よ り使

用 。
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を
相
継

い
で
行
い
、
「体
育
」
大
学
と
し
て
の
施
設
の
条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
く
。
,そ
の
諸
施
設
整
備
の
推
移
を
前
頁
の
表
で
も

っ
て
示

し
て
お
き
た
い
。

(二
)
戦
没
者
慰
霊
碑
の
建
設

深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
復
旧
工
事
が

一
段
落
し
た
昭
和
二
十
九
年
十

一
月
四
日
、
日
本
体
育
専
門
学
校
関
係
者

の
戦
没
者
慰
霊
祭
が
行
わ

れ
た
。

こ
の
慰
霊
祭
は

「戦
後

の
苦
難
の
な
か
で
、
い
く
た
び
か
存
亡
の
関
頭
に
立
ち
な
が
ら
、
こ
れ
を
乗
り
切

っ
て
き
た
本
学
に
と

っ
て
、
過
去
を
葬

い
、
未
来

へ
の
誓

い
を
新
た
に
す
る
祈
り
で
も
あ

っ
た
」

(『学
校
法
人
日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学
入
十
年
史
』)

が
、
本
学
の
前
身
た
る
体
育
専
門
学
校
が
学
生
を
積
極
的
に
戦
場

へ
と
駆
り
出
し
、
尊

い
命
を
国
に
捧
げ
さ
せ
た
こ
と
に
対
す
る
深
い

反
省

の
証
で
も
あ

っ
た
。
本
学

の
繁
栄
は
彼
ら
の
尊

い
生
命

の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
と
い
う
報
恩
感
謝
の
思

い
も
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
思

い
を
単
な
る
慰
霊
祭
に
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
も

っ
と
具
体
的
な
形
で
も

っ
て
表
現
し
て
、
後
輩
た
ち

へ
、
後
世

へ
と
伝
え
た
い
と
い
う
訴
え
が
表
面
化
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

戦
没
者
慰
霊
碑
を
建
立
し
よ
う

と
い
う
話
が
持
ち
上
が

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
米
本
卯
吉
理
事
長
の
発
案

に
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
同
窓
会
が
受
け
止
め
、
慰
霊
碑
の
建
設
を
実
行
に
移
す
こ
と
に
な

っ
た
。
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
十
六
日
、
念
願

の
戦
没
者
慰

霊
碑
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
黒
花
山岡
岩
を
台
に
し
た
御
影
石
に
は
次
の
碑
文
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
は
現
在
、
正

門
左
横
植
え
込
み
の
所
に
移
設
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
個
所
こ
そ
か
つ
て
の
正
門
跡
で
、
若

い
魂
と
肉
体
が
こ
こ
か
ら
戦
場

へ
と
赴

い

た
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
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碑

誌

本
学
は
明
治
二
十
四
年
日
高
藤
吉
郎
氏
の
創
設
に
か
か
る
。
爾
来
六
十
五
年
、
こ
の
間
に
世
に
送
り
た
る
卒
業
生
は
、
そ
の
数

一
万
有
余

に
達
し
、
我
が
国
体
育
指
導
者
の
約
七
割
を
占
む
。
彼
等
は
常
に
時
代
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍

し
、
そ
の
教
育
界
に
印

し
た
る
足
跡
は
、
実
に
顕
著
偉
大
な
る
も
の
あ
り
。

こ
れ
偏
に
本
学
が
、
そ
の
教
育
精
神
た
る
至
誠

・
奉
公

・
剛
毅

・
質
実
と
、
こ
れ
を
貫
く
師
弟
同
行

の
教
育
方
針
に
則
り
、
心

身
共
に
健
全
に
し
て
、
祖
国
に
奉
仕
寄
与
す
る
青
年
学
徒

の
育
成

に
努
め
た
る
賜
に
外
な
ら
ず
。

而
し
て
昭
和
十
六
年
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
す
る
や
、
本
学
同
窓
生
相
次
い
で
勇
躍
征
途
に

つ
き
、
在
学
生
ま
た
無
慮
千
数
百

余
名
、
学
窓
よ
り
奮
然
学
徒
動
員
に
応
じ
た
り
。
彼
等
は
そ
の
恵
ま
れ
た
る
体
力
と
精
神
力
と
を
以
て
、

本
学
教
育

の
精
華
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、
陸

・
海

・
空

の
随
所
に
赫

々
た
る
武
勲
を
宣
揚
し
た
り
。

然
る
に
、

一
た
び
終
戦
と
な
る
に
及
び
、
彼
等
が
帰
還
し
て
、
再
び
教
育

の
第

一
線
に
立

つ
も
の
と
ひ
と
し
く
期
待
せ
し
に
、

思
は
ざ
り
き
、
逐
に
帰
ら
ざ
る
者
、
実
に
数
百
名
を
越
え
ん
と
は
。
官疋
に
哀
惜
悲
痛
に
堪

へ
ず
。

今
や
戦
塵
お
さ
ま
り
て
十
有
余
年
、
戦
火
に
よ
り
多
大

の
損
傷
を
受
け
た
る
本
学
も
、
校
舎
並
び
に
体
育
研
究
館
を
初
め
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
プ
ー
ル
等
の
諸
施
設
再
び
整
備
し
、
正
に
二
千
余
名
の
若
き
学
徒
の
体
育
殿
堂
と
し
て
、
そ

の
偉
容
を
深
沢
原
頭
に

誇
ら
ん
と
せ
り
。

こ
の
秋
に
当
た
り
、
本
学
と
苦
難
を
共
に
し
、
し
か
も
不
幸
、
祖
国
に
殉
じ
た
る
彼
等
の
功
績
を
永
遠

に
讃

へ
ん
が
た
め
、
理

事
長
米
本
卯
吉
氏
の
提
唱
に
よ
り
、
弦
に
全
国
同
窓
生
相
謀
り
て
、
浄
財
を
集
め
、
戦
災

に
焼
け
残
り
た
る
桜
樹

の
下
に
、
慰
霊

碑
を
建
立
し
た
り
。
本
学
園
の
教
育
環
境
は
、
こ
れ
に
よ
り
て
、
ま
さ
に
画
竜
晴
を
点
じ
た
る
も

の
と
い
う
べ
し
。
そ
の
志
を
継

ぐ
幾
多
の
若
人
が
、
日
夜

こ
れ
を
仰
ぎ
、
故
人
の
偉
業
を
偲
ぶ
と
共
に
、
世
界
平
和
と
人
類
福
祉

へ
の
使
徒
と
し
て
、

い
よ
い
よ
、

そ
の
修
養
と
研
鐙
と
を
誓

っ
て
、
以
て
本
学
の
隆

友
発
展
に
貢
献
し
、
本
学
園
を
し
て
日
本
体
育
文
化
の
中
心
地
た
ら
し
め
ん
こ

と
を
、
切
に
希
求
し
て
や
ま
ざ
る
な
り
。

英
霊
よ
、
弦
に
安
ら
か
に
眠
り
、
後
進
が
精
進

の
姿
を
眺
め
、
本
学
の
光
輝
あ
る
発
展
を
加
護
照
覧
あ

ら
ん
こ
と
を
。
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昭
和
三
十
三
年
三
月

題

字

米

本

卯

吉

選

文

栗

本

義

彦

右
の
碑
文
は
日
本
に
、
そ
し
て
日
本
体
育
大
学
に
平
和
が
訪
れ
た
こ
と
を
告
げ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
軍
事
的

体
育
の
推
進
と
訣
別
し

て
、
平
和

の
象
徴
た
る
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
を
図
る
決
意
が
そ
こ
に
詠
ま
れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
こ
に
至

っ
て
日
本
体

育
大
学
の
戦
後
は
終
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

教
育
課
程
の
拡
張
と
教
育
活
動
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第

一
項

教
育
課
程
の
拡
張

深
沢
に
復
帰

・
移
転
後
、
本
学
は
教
育
施
設
の
整
備
拡
充
を
は
か
り

つ
・
、
入
学
志
願
者

の
増
加
や
体
育

・
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
社

会
的
期
待

の
変
化
に
応
え
る
た
め
に
、
新

た
な
教
育
課
程
を
開
設
す
る
。
そ
の
最
初
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
開
講
の

「健
康
学
科
」

の

増
設
で
あ
り
、
四
十
年
度

の

「武
道
学
科
」
の
開
設
で
あ

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
昭
和
二
十
入
年
度
新
設

の
日
本
体
育
大
学
女
子
短
期
大

学
も
、

こ
の
短
期
大
学
が
日
本
体
育
大
学
と
キ

ャ
ン
パ
ス
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
、
学
長
が
日
本
体
育
大
学

の
学
長
に
よ

っ
て
兼
任
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
永

い
間
、
教
学

の
中
心
に
位
置
す

べ
き
短
期
大
学
の
教
授
会
規
定
が
な
く
、
日
本
体
育
大
学
教
授
会
規
定
に
よ

っ
て

代
用
さ
れ
、
し
か
も
教
授
会
自
体
も
日
本
体
育
大
学
教
授
会
と
合
併
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
体
育
大
学



の

「短
期
大
学
部
」
と
し
て
読
み
替
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
書
類
上
で
は
独
立
し
た
大
学
で
あ

っ
て
、

日
本
体
育
大
学
と
姉
妹

校
関
係
に
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

こ
こ
で
は

"
短
期
大
学
部
"
と
し
て
扱

っ
た

『学
校
法
人
日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学
八
十
年

史
』
と
は
そ
の
立
場
を
こ
と
に
し
て
お
き
た
い
。
「
日
本
体
育
大
学
女
子
短
期
大
学
の
沿
革
」
が
新
た
に
設
け
ら

れ
て
い
る
の
は
そ
の
た

め
で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
九
月
二
十
五
日
、
本
学
は
健
康
学
科

の
増
設
を
計
画
し
、
文
部
大
臣
宛
て
に

「
日
本
体
育
大
学
健
康
学
科
増
設
申
請

書
」
を
提
出
し
た
。
「健
康
学
科

(又
は
専
攻
)
」
の
課
程
を
設
置
し
、
昭
和
三
十
六
年
度
か
ら
入
学
定
貝
を
二
〇
名
と
し
て
開
講
す
る

こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
申
請
書
に
不
備
が
あ

っ
た
た
め
に
、
翌
三
十
六
年
十
月
十
日
付
で
再
び

「健
康
学
科
増
設

届
書
」
を
提
出
、
昭
和
三
十
七
年
三
月
二
十
三
日
付
で
定
員
四
〇
名

の
健
康
学
科
を
体
育
学
部
に
増
設
す
る
こ
と
が
認
可
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
学
科
の
課
程
を
修
了
し
た
者

に
は

「保
健
体
育
」
の
外
に
、
「保
健
」
の
中
学
校
教
諭

一
級
普
通
免
許
状
お
よ
び
高
等
学
校
教
諭
二

級
普
通
免
許
状
と
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
十
日
、
日
本
体
育
大
学
体
育
学
部
に
武
道
学
科
を
増
設
す
る
こ
と
の
申
請
書
が
文
部
大
臣

へ
提
出

さ
れ
た
。
入
学
定
員
を

一
〇
〇
名

(剣
道
科
四
〇
名
、
柔
道
科
四
〇
名
、
相
撲
科
二
〇
名
)
と
し
、
昭
和
四
十
年
度
開
講
を
目
標
と
し

た
こ
の
武
道
学
科
の
新
設
は
四
十
年

一
月
十
九
日
付

で
受
理
さ
れ
て
い
る
。
教
員
免
許
状
に
つ
い
て
は
三
十
九
年
九
月
十
五
日
付
で
中

学
校

一
級
、
高
等
学
校
二
級
の
保
健
体
育
と
武
道
科

(剣
道

・
柔
道

・
相
撲
)
と
を
申
請
し
た
け
れ
ど
も
、
武
道
科
と
い
う
教
科
が
な

い
こ
と
か
ら
、
保
健
体
育

の
教
員
免
許
状
の
み
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

健
康
学
科
お
よ
び
武
道
学
科
の
増
設
を
巡
る
経
緯

に
関
し
て
は
第

一
部

「学
校
法
人
日
本
体
育
会

の
沿
革
」

の
中

で
詳
し
く
論
じ
た

の
で
、
こ
こ
で
は
当
該
学
科
の
専
門
教
育
科
目
と
そ
の
単
位
数
を
次
に
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
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管

理
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方

法

学
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グ

並
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チ

学

体

育

実

技

指

導

法

解

剖

学

並

実

習

生

理

学

並

実

習

運

動

生

理

学

(労

働

生

理

含

む
)

体
育

測
定
学

並

実

習

キ

ネ

シ

オ

ロ

ジ

ー

体

育

心

理

学

同

実

験

実

習

専
門
教
育
科
目
及

健

康

科

目

二 四 二 二 四 四 四 二

学 器
必 数

二 二 四 四 四 …
修 早 科

位選

択

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ'〃 〃 〃 〃

科

武

目 道

二 四 二 二 四 四 四 二

学
必

二 二 四 四 四
修 単 科

選 位
択
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科
教
職
課
程
科
目
及
単
位

(三
科
共
通
)

健

康

学

科

目

計 保 教 道 体 青 教 教

籍育鴫 鞘 育
心 心教

実 教 教 原
育 育 理 理

法 習 育 法 学 学 理

単

_必

五 四 三 二 四 四 四 四 修

位選

択

計 武

科

武

道

学

目

道

科

教

育

法

科単

_必

蓋 四 三 二 四 四 四 四 修

選 位
択

 

武
道
学
科
は
卒
業
資
格
と
し
て
、

と
も
三
段
以
上
と
す
る
。

剣

道

・
柔
道

・
相

撲
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第
二
項

教
育
活
動

本
学

の
特
色
あ
る
教
育
活
動
の

一
つ
に
野
外
で
の
実
習
が
あ
げ
ら
れ
る
。
夏
季

に
は
水
泳
と
キ
ャ
ン
プ

の
実
習
が
、
冬
季
に
は
ス
キ

ー
と
ス
ヶ
ー
ト
実
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
習
は
単
な
る
技
術
的
な
訓
練
だ
け
で
な
く
、
集
団
訓
練
、
生
活
教
育
を
兼
ね
て



水泳実習一覧

年度 実習期間

S26度

S27度

S28度

S29度S,29.09.01～09.05

S30度S.30.08.25～08.31

S31度S.31.08.25～08.30

S32度S.32.08.21～08.30

S33度S.33.08.21～08.30

S34度S.34.07.09～07.18

S35度S.35.07.Ol～07.10

S36度S.36.07.01～07.12

S37度S.37.07.01～07.13

S38度S.38.07.Ol～07.12

S39度S.39.07.13～07.24

S40度S.40.07.12～07.24

S41度S.41.07.04～07.15

S42度S.42.07.04～07.15

S43度S.43.07.02～07.16

S44度S.44.07.05～07.17

S45度S.45.07.06～07.20

S46度S.46.07.28～08.11

S47度S.47.07.02～07.18

S48度S,48.07.01～07.13

S49度S.49.06.29～07.13

S50度S.50.06.30～07.15

S51度S.51.06.30～07.15

S52度S.52.07.04～07.21

S53度S.53.07.01～07.14

S54度S.54,07.04～07.16

S55度S.55.06.30～07.13

S56度S.56.07.02～07.15

S57度S.57.07.01～07.13

S58度S.58.07.03～07.16

S59度S.59.07.01～07.14

S60度S.60.06.30～07.12

S61度S.61.06.30～07.12

S62度S.62.06.28～07.10

海 浜 実 習

S63度S.63.06.26～07.08

H元 度H.元.07.16～07.28

H2度H.02.07.08～07,21

対象学年

学部2

学部2

学部2

学部2

学部2

学部2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学1・2,短1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部1,短 大1

学部L短 大1

実習地

丸子多摩川[A]

玉川明大プール[B]

玉川明大プール[B]

鎌倉由比が浜[C]

鎌倉由比が浜[C](一 泊の野営 を含む〉

鎌倉由比が浜[C](一 日のキャンプ実習を含む)

鎌倉由比が浜[C]

鎌倉由比が浜[C]

鎌倉由比が浜[C]

鎌倉由比が浜[Cコ

鎌倉由比が浜[C]

鎌倉由比が浜[C]

鎌倉由比が浜[C]

鎌倉由比が浜[C](1日)日 本体育大学プール(2日 間)

鎌倉由比が浜[C]

鎌倉由比が浜[C]

鎌倉由比が浜[C]

伊豆宇佐美海岸[D]

伊豆宇佐美海岸[D]

伊豆宇佐美海岸[D]

静岡県弓ヶ浜海岸[E]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県今井浜海岸[F]

静岡県弓 ヶ浜海岸[E]

静岡県弓 ヶ浜海岸[E]

静岡県弓 ヶ浜海岸[E]

千葉県岩井海岸[G]

千葉県岩井海岸[G]

※[]内 のアルファベ ッ トは,マ ップ上に記載の位 置を表わす。

※※カ リキュラムの改正にともない,S63度 から 「海浜実習」 と改称され る。
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キャンプ実習一覧

年度 実習期間 対象学年

S31度S31.08.25～08.30学 部2

S32度S.32.08.21～08.30

S33度S.33.08,21～08.30

S34度S.34.07,09～07.18

S35度S.35.07.04～07.12

S36度S.36.07.Ol～07.12

S37度S.37.07.Ol～07.12

S38度S.38.07.Ol～07.12

S39度S.39.07,13～07.24

S40度S.40.07.12～07.24

S41度S.41.07.04～07.15

S42度S.42.07.04～07.15

S43度S.43.07.02～07.16

S44度S.44.07.07～07.19

S45度S.45.07.06～07.20

S46度S.46.07.28～08.11

S47度S.47.07.08～07.20

S48度S.48.08.19～09.03

S49度S.49.07.Ol～07.15

S50度S.50.06.30～07.15

S51度S.51.07.01～07.15

S52度S.52.07.04～07.24

S53度S,53.07.02～07.17

S54度S.54.07.08～07.21

S55度S.55,06.26～07.16

S56度S.56.07,06～07.21

S57度S.57.06.30～07.16

S58度S.58.07.03～07.19

S59度S.59.07.01～07.14

S60度S.60.06.30～07.13

S61度S.61.06.30～07.13

S62度S,62.06.28～07.11

S63度S.63.06.26～07.09

H元 度H.元.07.16～07,29

H2度H.02.07.08～07.21

学部2

学部2

学部2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大1

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

学部2,短 大2

実習地

鎌倉由比が浜キャンプ場[A](水 泳実習期間中の一・一日があて ら

れた。)

鎌倉江 ノ島キャンプサイト[B]

鎌倉江 ノ島キャンプサ イト[B]

富士山中湖畔の日本青年館清漢寮キャンプ場[C]

富士山中湖畔の日本青年館清漢寮キャンプ場[C]

富士山中湖畔の日本青年館清漢寮キャンプ場[C]

富士山中湖畔の日本青年館清漢寮キャンプ場[C]

富士山中湖畔の日本青年館清漢寮キャンプ場[C]

富士山中湖畔の日本青年館清漢寮キャンプ場[C]

富士山中湖畔の日本青年館清漢寮キャンプ場[C]

富士山中湖畔の日本青年館清漢寮キャンプ場[C]

富士山中湖畔の日本青年館清漢寮キャンプ場[C]

宇佐美キャンプ場[D]

天城高原キャンプ場[E]

天城高原キャンプ場[E]

天城高原キャンプ場[E]

表富士山麓の林野庁グリーンキャンプ場[F]

表富士山麓の林野庁グリーンキャンプ場[F]

篭坂キヤンプ場[G]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

日本体育大学菅平実習場[H]

※[]内 のアルファベ ットは,マ ップ上に記載の位置を表わす。
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ス キ ー実 習 一 覧

年度 実習期間

S27度

S28度

S29度

S30度

S31度

S32度

S33度

S34度

S35度

S36度

S37度

S38度

S39度

S40度

S41度

S42度

S43度

S44度

S45度

S46度

S47度

S48度

S49度

S50度

S51度

S52度

S53度

S54度

S55度

S56度

S57度

S58度

S59度

S60度

S61度

S62度

S63度

H元 度

S.30.01.08～01.14

S.31.01.08～01.14

S.32.01.06～01.14

S.32.01.07～Ol.15

S.33.01.08～Ol.14

S.34.Ol.07～01.14

S.35.01.09～01.21

S.36.01.08～01.20

S37.01.09～Ol.22

S.38.01.07～Ol.14

S.39.01.07～01.14

S.40,01.08～01.14

S.41.01.07～'Ol.14

S.42.01.07--Ol.13

S.43.01.07～01.11

S,44,01.08～01.12

S.45.01.07-Ol.13

S.45.01.07～01.12

S.46,01.07--Ol.13

S.47.01.07～Ol.19

S.48.Ol.08～01.12

S.49.Ol.07～01.11

S.50.Ol,06～Ol.11

S.51.01.09～Ol,13

S.52.02.13～02.28

S.53.02.12～02.22

S.54.02.12～02.22

S.55.01.08～01.18

S.56.01.07--Ol.13

S.57.01.08～Ol.14

S.58.01.09～OI.14

S.59.02.12～02.22

S.60.01.07--Ol.12

S.61.01.08～Ol.13

S.62.02.23-・02.28

S.63.02.17～02.27

H.元.02.16～02.26

H.02.02.18～02.28

対象学年

学部3

学部3,短 大2

学部3
短大2

学部3,短 大2

学部3,短 大2

学部3,短 大全

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3男
学部3女,短1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3、 短大1

学部3,短 大1

学部.3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3,短 大1

学部3

学部3

実習地

燕スキー場[A]

燕 スキー場[A]

燕 スキー場(男 子)[A]赤 倉 スキー場(女 子)[B]

燕 スキー場(男 子)[A]赤 倉 スキー場(女 子)[B]

藻蒼斐孝蝦 劃 へ』]
赤倉スキー場[B]

赤倉スキー場[B]

山形県蔵王スキー場[C]

山形県蔵王スキー場[C]

山形県蔵王スキー場[C]

山形県蔵王スキー場[C]

山形県蔵王スキー場[C]

山形県蔵王スキー場[C]

山形県蔵王スキー場[C]

山形県蔵王スキー場(男 子)[C]

山形 県蔵王スキー場(男 子)[C]

山形県蔵王スキー場(男 子)[C]

岸雛蓉姜蓼讃那]

尾癩戸倉 スキー場(女 子)[D]

尾瀬戸倉 スキー場(女 子)[D]

尾瀬戸倉 スキー場(女 子)[D]

山形県蔵王スキー場(男 子)[C]

尾瀬戸倉スキー場[D]

栂池高原スキー場(男 子)[E]尾 瀬戸倉スキー場(女 子)

栂池高原スキー場[E]

菅平スキー場[F]

菅平スキー場[F]

菅平スキー場[F]

菅平スキー場[F]

菅平スキー場[F]

栂池高原スキー場[E]

栂池高原スキー場[E]

栂池高原スキー場[E]

栂池高原スキー場[E]

栂池高原スキー場[E]

栂池高原スキー場[E]

栂池高原スキー場[E]

栂池高原スキー場[E]

栂池高原スキー場[E]

栂池高原スキー場[E]

栂池高原スキー場[E]

尾瀬戸倉 スキー場(女 子)[D]

[D]

H2度(カ リキュラムの改正にともない各種指導実習 として編成 され,選 択科 目となる)

※[]内 アルファベ ットは,マ ップ上に記載の位置を表わす。
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ス キ ー 実 習 地 ・マ ップ

△A

△B
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ス ケ ー ト実 習 一 覧

年度 実習期間

S30度

S31度

S32度

S33度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

度

鈎

茄

%

解

認

39

如

姐

姐

お

嘱

菊

妬

σ

娼

弱

50

肛

駆

詔

馴

防

56

訂

58

弱

60

硯

62

63

一兀

2

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

H

H

S31.02.Ol～02.04

S.32.01.29-02.Ol

S.32.02.04.5.8

S.33.02.02～02.05

S.33.03.04～03.06

S.34.01.29～02.01

S.34.03.04～03.06

S.35.01.25～Ol.28

S.36.01.30～02.02

S.37.02.Ol～02.06

S.38.02.Ol～02,06

S.39.02.Ol～02.06

S.40.02.04～02.05

S.41.02.04～02.05

S.42.G2.16～02.18

S.43.02.06～02.07

S.44.02.04～02.05

S.45.02.05～02.06

S.46.02.10～02.11

S.47.02.09～02.10

S.48.02.05～02.08

S.49.02.04～02.05

S.50.01.20～Ol.24

S.51.01.19～01.22

S.52.02.17～02.26

S.53.02.11～02.22

S.54.02.15～02.24

S.55,02.13～02.23

S.57.02.15～02.24

S.58.02,17～02.26

S.59.02.13～02.22

S.60.02.04～02.14

S.61.02.17～02.26

S.62.02.19～02.28

S.63.02.18～02.27

H.元.02.16～02.25

H.02.02.19～02.28

H.03.02.18～02.27

対象学年

学部4

学部4短大
2

学部4
短大1

学部4
短大1

学部4

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4,短 大2

学部4

学部4

実習地

後楽園スケー トリンク[A]

蓼の海スケー ト場[B]
後楽園スケー トリンク[A]

覆寮麟 三燈 岬。]

覆鑛 手秘 徴B蘭
後楽園アイスパレス[A]

軽井沢スケー トセンター[C]

軽井沢スケー トセンター[C]

軽井沢スケー トセンター[C]

富士山麓国際 スケー ト・リンク(河 口湖)[D]

富士山麓国際 スケー ト・リンク(河 口湖)[D]

富士山麓国際スケー ト・リンク(河 口湖)[D]

東京代 々木体育館[E]

箱根強羅スケー トセンター[F]

箱根強羅スケー トセンター[F]

箱根強羅スケー トセンター[F]

箱根強羅スケー トセンター[F]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイラン ド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

富士急ハイランド[G]

※[]内 のアルファベ ットは,マ ップ上に記載の位置を表わす。
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マ ツプ卜実習地
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行
わ
れ
て
き
た
。
水
泳
実
習
は
、
深
沢
キ

ャ
ン
パ
ス
に
復
帰
後
の
昭
和
二
十
六
年
に
丸
子
多
摩
川
、
翌
年
か
ら
玉
川
明
大
プ
ー
ル
で
実

施
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
九
年
以
降
は
鎌
倉
由
比
が
浜
海
岸
で
の
合
宿
に
切
替
え
ら
れ
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
伊
豆
宇
佐
美
海
岸

へ
移
り
、

四
十
六
年
か
ら
弓
が
浜

へ
、
さ
ら
に
四
十
七
年
に
は
今
井
浜
に
移
り
、
さ
ら
に
平
成
元
年
か
ら
は
岩
井
海
岸

へ
と
実
習
の
場
所
を
移
し

て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
キ

ャ
ン
プ
実
習
は
昭
和
三
十

一
年
夏
か
ら
水
泳
実
習
と
同
じ
鎌
倉
由
比
が
浜
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
じ

め
ら
れ
た
が
、
三
十
三
年
か
ら
は
富
士
山
中
湖
の
日
本
青
年
館
清
渓
寮
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
三

年
に
は
水
泳
実
習
の
隣

接
地
宇
佐
美
キ
ャ
ン
プ
場

へ
移
転
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
表
富
士
山
麓
の
林
野
庁
グ
リ
ー

ン
キ

ャ
ン
プ
場
を
使
用
、
五

十
年
か
ら
は
菅
平
高
原
に
専
用
の
キ

ャ
ン
プ
場
を
設
置
し
た
こ
と
か
ら
実
習
地
も
当
地
に
変
更
さ
れ
、
現
在
に

い
た
っ
て
い
る
。

ス
キ
ー
実
習
は
昭
和
二
十
八
年

一
月
、
燕
ス
キ
!
場
で
行

っ
て
以
来
三
十
二
年
ま
で
つ
"
け
ら
れ
た
が
、
翌
三
十
三
年

一
月
以
降
、

昭
和
三
十
年
か
ら
女
子
の
実
習
に
あ
て
て
い
た
赤
倉

ス
キ
ー
場
を
使
用
す
る
よ
う

に
な
り
、
三
十
五
年

一
月

に
は
蔵
王
に
移

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
二
年

一
月
か
ら
女
子
が
尾
瀬
戸
倉

ス
キ
i
場
に
移
り
、
四
十
六
年

一
月
に
は
男
子
も
同
ス
キ
ー
場
を
使
用
し
て
実

習
を
行

っ
た
。
そ
の
後
、
栂
池
高
原

ス
キ
ー
場
で
実
習
さ
れ
、
さ
ら
に
五
十
年

一
月
か
ら
は
菅
平
高
原
で
ス
キ
ー
実
習
を
行

っ
た
が
、

五
十
五
年
か
ら
は
再
び
栂
池
高
原

ス
キ
ー
場

へ
と
そ
の
実
習
地
を
移
し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
次
に
、
ス
ケ
ー
ト
実
習
を
み
て
み

よ
う
。
昭
和
三
十
二
年
以
降
、
蓼

の
海
ス
ケ
ー
ト
場
が
実
習
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
三
十
六
年
に
は
軽
井
沢
ス
ケ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
三
十
九
年
以
降
は
富
士
山
麓
国
際
ス
ケ
ー
ト

・
リ

ン
ク
、
四
十
二
年
は
東
京
代

々
木
体
育
館
、
昭
和
四
十
三
年
以
降
箱
根
強
羅

ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
四
十
七
年
に
は
富
士
急

ハ
イ
ラ
ン
ド
が
実
習
地
と
さ
れ
、
今
日
に
い
た

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
野
外
教
育
実
習
の
内
容
に
つ
い
て
は

『学
校
法
人
日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学
入
十
年
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
回
想

に
譲
り
、
こ
こ
で
は
現
在
に
至
る
ま
で
の
実
習
地
、
実
習
の
期
日
に
関
す
る
図
表
を
掲
げ
て
お
く

こ
と
に
し
よ
う
。
但
し
、

こ
の
図
表
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で
は
四
学
科
共
通

"必
修
"
科
目
と
し
て
実
施
さ
れ
た
実
習
の
み
を
対
象
に
し
て
記
載
す
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
本
学

の
野
外
実
習
は

そ
の
規
模
が
大
き

い
が
故
に
定
住
の
実
習
地
を
見
出
せ
ず
、
場
所
を
転
々
と
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

こ
と
が
み
え
て
こ
よ
う
。

体
育
研
究
発
表
実
演
会
も
日
本
体
育
大
学
の
特
色
あ
る
教
育
を
彩
る
教
育
活
動
で
あ
る
。

こ
の
実
演
会
の
主
役
は
学
生
で
あ
る
が
、

実
技
科
目
担
当
教
員

の
研
究
発
表

の
ス
テ
ー
ジ
で
も
あ

っ
た
。
"実
演
発
表
"
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
の
は
そ

の
た
め
で
あ

っ
た
。
「学

生
の
日
頃
修
練
の
成
果
を
発
表
す
る
と
共
に
中
学
、
高
校
に
お
け
る
・王
教
材

の
段
階
的
発
展
的
取
扱

の
公
開
、
体
育
祭
、
運
動
会
等
に

適
切
と
思
わ
れ
る
教
材

の
紹
介
発
表
」
(「第
二
回
体
育
研
究
発
表
実
演
会
ご
案
内
」
)
が
主
た
る
ね
ら
い
と
さ
れ

て
き
た
の
だ
か
ら
、
学

生

の
発
表
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
演
技
指
導
の
教
師

の
発
表
の
場
で
も
あ

っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

実
演
会
の
変
遷
に
つ
い

て
は
特
記
す
べ
き
質
的
内
容
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
を
別
稿
に
委
ね
、
期
日
と
会
場
に
関
す

る

一
覧
表
を
次
頁
に
掲

げ
る
に
と
ど
め
た
い
。
な
お
、
こ
の
実
演
会
は
東
京
を
会
場
に
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
で
も
公
演
し
て

い
る
が
、
東
京
で
の
実

演
会
の
方
は
本
学

で
日
本
体
育
学
会
の
大
会
が
開
催
さ
れ
た
年

(昭
和
三
十
六
年
)
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
年

(昭
和

三
十
九
年
)

の
二
年
を
除

い
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た
。
蛇
足
で
あ
る
が
、
こ
の
実
演
会
を
通
し
て
、
大
正
十
五
年
四
月
に
考
案
さ
れ

た

"
エ
ッ
サ

ッ
サ
"
が
洗
練
さ
れ
、
今
日
の
勇
壮
な

エ
ッ
サ

ッ
サ
と
し
て
完
成
を
み
て
い
る
。

昭
和
二
十
六
年
十

一
月
十
七
日
、
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
戦
後
初

の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
た
。
第
六
十
回
体
育
祭
で
あ
る
。
こ
こ
に
再

開
さ
れ
た
体
育
祭
は
そ
の
後
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
は
新
し
く
は
じ
ま

っ
た
学
園
祭

の

一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
に
い
た

っ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
記
念
す
べ
き
第
六
十
回
体
育
祭
の
模
様
は

『体
育
大
学
時
報
』
二

号

(昭
和
二
十
六
年
十
二
月

一
日
)
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
引

い
て
置
く
こ
と
に
し
た

い
。
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体育研究発表実演会開催の移 り変り

場会

館

醐

醗

館

醐

醐

醜

礁

醜

醐

鉛

鯖

麟

麟

蒲

麟

館
麟

麟

齢

犠

麟

些

ξ

鵜

織

難

撒
騰灘

欝

難
難
撫　構構

難

欝

々

京
沢

岡

本

児
島

沢

川

島
知

媛
々

口

田

子

山

沢

歌

賀
都

阪

戸

沢

崎
島

知

垣
日

沢

潟

山

沢

井
沢

城
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沢
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手

前
田
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広
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4
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16

28
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2
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∴
〃
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〃

…
肺
〃

∴
〃
〃
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〃
〃
〃
〃

ー

∵
〃
〃
〃

ー
〃

蕩
〃
〃
〃
・
・

搾

据
・・

曇
注)地 方実演については資料 で確認されたもののみを掲載した。
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若
人
の
祭
典

第
六
十
回
体
育
祭
堂
々
開
幕

殿
風

一
陣
気
づ
か
わ
れ
た
天
候
も
か
ら
り
と
晴
れ
ま
さ
に
菊
香
る
秋
日
和
の

一
七
日
こ
こ
に
第
六
〇
回
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

昭
和

一
入
年

こ
の
グ
ラ
ン
ド

に
体
育
祭
を
行

っ
て
以
来
風
雲
急
を
告
げ
、
一
学
徒
出
陣

一
勤
労
動
員

一
戦
災

一
終
戦

一
土
浦
移

転

一
移
り
ゆ
く
八
星
霜

の
永
き
年
月
を
若
人
の
姿
を
ど
ん
な
に
待
ち
佗
び
た
で
あ
ら
う
。
校
庭

の
草
や
木

も
、
体
育
祭
開
始
を
告

げ
る
煙
火
に
や
さ
し
く

「木
だ
ま
」
し
静
か
に
深
沢
の
森
に
ひ
び
き
渡

っ
た
。
日
章
旗
を
先
頭
に
堂
々
た
る
行
進
、
八
時
二
十
分

本
学
駅
伝
部
に
よ

っ
て
は
る
ば
る
明
治
神
宮
よ
り
継
承
せ
ら
れ
し
聖
火
が
グ
ラ

ン
ド
に
到
着
、
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
の
開
会
に
も
似
て

こ
こ
に
若
人
の
祭
典
、
本
学
の
体
育
祭
は
拍
手
と
感
激
の
中

に
厳
粛
に
開
幕
さ
れ
た
。

高
橋
自
治
会
長

の
開
会
宣
言
、
窪
田
先
生

の
タ
ク
ト

一
振
、
ピ
ア
ノ

・
オ
ル
ガ
ン

・
チ

ェ
ロ
の
ト
リ
オ
、
壮
厳
な
君
が
代
の
響

き

の
中

に
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
た
。
河
田
副
学
長
の
開
会
の
辞
、
競
技
部
長
訓
辞

・
…

質
実
剛
健
輝

く
校
風
、
日
体
、
日
体
、

燦
た
る
母
校
!
若
き
学
徒
の
意
気
高
ら
か
に
校
歌
の
斉
唱
も
終
れ
ば
、
朝
の
空
気
を

つ
い
て
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ

・
ア
ッ
プ

の
朝
礼
体

操
、
演
技
開
始
の

マ
イ
ク
と
共
に
折
か
ら
流
れ
る
軍
艦

マ
ー
チ
、
あ
ざ
や
か
な
行
進
、
制
服
に
白
ズ
ボ

ン
の
姿

い
つ
迄
も
観
衆
の

拍
手
は
続
い
た
。

久
し
振
り
だ
ナ
ア
、
わ
た
し
は
日
体
の
運
動
会
だ
け
は
欠
か
し
た
こ
と
が
無

い
、
大
井
に
あ

っ
た
頃

か
ら
随
分
遠
く
か
ら
見
物

客
が
来
た
も
の
で
ネ
。

記
者
席
の
す
ぐ
後
の
方
で
純
朴
さ
う
な
中
年
の
紳
士
が
八
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
体
育
祭

の
喜
び
を
語

っ
て
い
る
。

×

百
米
予
選
を
終
え
て
い
ま
や
グ
ラ

ン
ド
に
は
槍
投
、
走
幅
跳
、
走
高
飛
の
選
手
が
各
級

の
栄
誉
を
双
肩
に
奮
戦
し
て
い
る
、
あ

の
腕
が
あ
の
足
が

ヘ
ル
シ
ン
キ
の
夢
を
呼

ぶ
。
四
〇
〇
米
予
選
、
各
部
対
抗
継
走
予
選
、
思

い
思

い
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
姿
、
水
泳
頑

張
れ
!
声
援
の
中
に
カ
ル
メ
ン
奇
想
曲
が
快
よ
く
耳
を
過
ぎ
る
。
日
曜
日
で
無

い
だ
け
に
と
誰
も
が
案

じ
た
お
客
様
も
早
や
中
央

の
ス
タ

ン
ド

一
杯
に
つ
め
か
け
た
。
倒
立
競
争
!

倒
立
に
は
自
信
の
あ
る
面
々
、
号
砲

一
発
立
ち
に
立

っ
た
越
後
獅
子
!

さ

す
が
に
つ
よ
く
百
名
近

い
者
が
五
十
米
を
す
ぎ
る
、

こ
れ
に
は
竹
本
、
河
野
両
教
官
も
出
場
遂
に
百
米

の
新
記
録
樹
立
、
お
互
ひ
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に
力
み
つ
つ
応
援
し
た
倒
立
競
争
。

一
五
〇
〇
米
の
決
勝
も
終
れ
ば
ブ
イ

ル
ド
は
二
、
三
年
に
よ
る
ダ

ン
ス

"
お
花
畠
"
開
閉
す

る
花
の
波
、
パ
ッ
と
開
い
た
白
き
花
に
拍
手
を
送
る
頃

一
〇
〇
米
の
出
発
点
に
ス
タ
ー
ト
の
練
習
に
余
念

の
無

い
選
手
が
現
れ
る
。

徒
手
体
操
、
動
き
と
形
式
の
美
、
柔
軟
な
体
こ
そ
ス
ポ
ー
ツ
に
と

っ
て
最
も
大
切
な
も
の
、

マ
イ
ク

の
説
明
と
共
に
国
体
出
場

の
選
手
に
よ
り
て
演
技
は
続
け
ら
れ
る
。
四
百
米
決
勝
も
す
ん
で
各
学
年

の
得
点
を
集
計
す
る
記
録
係

の
算
盤
の
音
を
耳
に
し
な

が
ら
合
同
体
操

へ
の
行
進
を
眺
め
る
。
雄
大
な
軍
艦

マ
ー
チ
の
メ
ロ
デ
ー
、
講
和
も
す
ん
だ
今
日
、
新
生

日
本
は
こ
の
リ
ズ
ム
に

乗

っ
て
世
界
に
進
展
せ
ね
ば
な
る
ま
い
、
途
中
よ
り
曲
は
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ウ
行
進
に
変
る
、
拍
手

の
中

に
ト
ラ

ッ
ク
を
行
進
し
た

演
技
者
は
開
列
に
移
る
。
選
抜
チ
ー
ム
を
先
頭
に
グ
ラ
ン
ド

一
杯
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
合
同
体
操
、

ま
さ
し
く
美

の
祭
典
な
り
。

マ
ラ
ソ
ン
出
発
、
来
賓
卒
業
生

の
ス
モ
ー
キ
ン
グ
レ
ー

ス
、
や
が
て
日
体
名
物
の
東
海
道
五
十
三
次
、
古

い
卒
業
生
な
ら
誰
も
が

ヤ
ヂ

・
キ
タ
の
思
ひ
出
の
残
る
種
目
、
二
十
世
紀
の
ヤ
ヂ
さ
ん
、
キ
タ
さ
ん
ス
ピ
ー
ド
も

一
段
と
増
し

竹

一
本
に
身
を
托
し
て
旅

を
続
け
る
お
客
衆
も
出
る
。
女
子
徒
手
体
操
に
つ
い
で
体
操
競
技
部

の
マ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
前
転
後
転
、
う

さ
ぎ
跳
、
側
転
、
バ
ッ

ク
に
宙
返
り
。

マ
ッ
ト
の
利
用
価
値
を
十
二
分
に
公
開
、

マ
ラ
ソ
ン
到
着
に
拍
手
を
送
れ
ば

マ
イ
ク
は
続

い
て
入
百
継
走
開
始

の

知
ら
せ
、
こ
こ
に
予
定
通
り
午
前
の
部
は
終
了
せ
り
。
正
午
告
げ
る
煙
火
か
ら
は
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
が
秋

空
に
ぽ

っ
か
り
こ
。

い
く

つ
も
の
お
弁
当
を
囲
む
頃
校
庭
は
ト

ロ
メ
ラ
イ
の
曲
が
流
れ
て
い
た
。

×

プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
、
行
進

の
お
り
な
す
美
し
さ
、
パ
ッ
パ
ッ
と
あ
げ
ら
れ
る
腕
に
秋
の
陽
が
輝
く
。
二
米
の
高
壁
も
入
る
障
碍
競

争
、
続

い
て
ブ
イ
ル
ド
に
は
プ

ロ
グ
ラ
ム
ニ
六
の
タ
ン
ブ
リ

ン
グ
、
人
間
の
力
も
て
巧
み
に
も
組
立
て
ら
れ
た
形
、
そ
し
て
瞬
間

的

な

形

の
変

化

、

扇

、

ピ

ラ

ミ

ッ
ト

、

ブ

リ

ッ
ヂ

、

塔

・

…

観

衆

は
魅

せ

ら

れ

た
如

く

そ

し

て

万

雷

の
拍

手

が

波

を

打

つ
。

男

女

同

権

、

和

服

姿

の
御

婦

人

も

混

っ
て

の

ス
プ

ー

ン

レ
ー

ス
、

キ

ッ
ク

ボ

ー

ル

に
声

援

を

送

る
。

×

器
械
体
操
。
鉄
棒
、
平
行
棒
、
鞍
馬
、
リ

ン
グ
、
平
均
台
、
各
種
器
械

の
実
演
、
中
に
興
味
深
く
感
じ
た
の
は
天
幕
利
用
の
鉄

棒
補
助
、
教
材
の
発
展
、
練
習
の
課
程
を
段
階
的
に
説
明
、
数

々
の
妙
技
は
キ

ャ
メ
ラ

マ
ン
を
グ
ラ

ン
ド
の
中
央
に
集
中
せ
し
め
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た
り
。

各
部
対
抗
継
走
、
こ
の
頃
か
ら
体
育
祭
は
高
調
に
達
し
、
ダ

ン
ス
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ァ
ン
シ
ー
の
た
の
し
き
集
ひ
、
職
員
継

走
の
頃
よ
り
地
区
対
抗
継
走
の
応
援
は
場
内

一
杯
に
活
発
に
展
開
さ
れ
る
。
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
中

部
、
中
国
、
近
畿
、
四

国
、
九
州
。
グ
ラ
ン
ド
は
今
応
援
の
真
ロバ
中
。
会
津
バ
ン
ダ
イ
山
か
ら
三
島
音
頭
、
炭
抗
節
か
ら
黒
田
節

、
「
お
て
も
や
ん
」
も
と

び
出
し
熱
狂
又
熱
狂
郷
土
色
豊
か
な
こ
の
応
援
の
中
に
選
手
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
入
る
、

一
瞬
の
緊

張
し
た
静
か
さ
の
中
に
号

砲

一
発
、

ス
タ
ー
ト
。
九
州
よ
、
東
京
よ
、
北
海
道
頑
張
れ
、
声
援
は
再
び
場
内
を
圧
す
る
、

マ
イ
ク
が
刻
々
に
移
り
ゆ
く

レ
ー

ス
の
経
過
を
告
げ
れ
ば
観
衆
す
べ
て
総
立
ち
、
息
づ
ま
る
熱
戦

の
中

に
遂
に
九
州
が
優
勝

の
栄
を
獲
得
す

る
。
か
く
て
つ
つ
が
な

く
演
技
は
終
了
し
た
。

一
年
C
組

へ
の
優
勝
カ
ッ
プ
授
与
。

つ
る
べ
落
し
の
秋
の
日
は
い
と
も
早
く
、
仰

げ
土
佐
山
ギ
ガ
と
し
て

我
日
体

の
学
寮
は

・
…

幾
多
先
輩
の
夢
残
る
寮
歌
を
歌
う
頃
夕
映
の
色
が
若
人
の
瞳
ぬ
ら
す
感
激

の

一
瞬
を
も
た
ら
し
、
若

き
日
の
歴
史
の

一
頁
、
第
六
〇
回
体
育
祭
は
こ
こ
に
閉
会
せ
り
。

(編
集
部
M
記
者
)。

卒
業
に
必
要
な
単
位
と
し
て
保
健
体
育
に
関
す
る
教
職
課
程
を
要
求
し
て
い
た
本
学
で
は
、
毎
年
六
月
に

一
斉
に
教
育
実
習
を
行

っ

て
い
る
。
実
習
校
は
学
生

の
出
身
中
学

・
高
等
学
校
が
多

い
た
め
に
、
全
国
的
規
模
で
教
育
実
習
が
行
わ
れ

て
き
た
。
当
初
か
ら
地
方

に
お
け
る
教
育
実
習
期
間
中

に
本
学
教
員
を
巡
回
指
導
に
派
遣
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
度
か
ら

こ
れ
を
実
施
す
る

よ
う
に
な

っ
て

い
る
。

体
操
学
校
時
代
、
体
育
専
門
学
校
時
代
を
通
し
て
生
活
教
育

の
場
と
見
倣
さ
れ
て
き
た
寄
宿
寮
は
体
育
大
学
時
代

に
も
そ
の
教
育
方

針
が
継
承
さ
れ
た
。
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
復
帰
移
転
し
た
当
時
も
全
寮
制
が
ひ
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
学
生

の
数
が

増
加
し
た
三
十
年
代
に
な
る
と
、
全
寮
制
は
事
実
上
難
し
く
な
り
、
新
入
生
を
対
象
に
し
た
入
寮
制

へ
と
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
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な

っ
て
い
く
。
こ
れ
に
対
し
て
女
子
学
生
の
入
寮
は
三
十
年
代
以
降
に
は
全
寮
制
に
近

い
状
態
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か

し
、
四
十
年
代
に
は
こ
の
女
子
寮

で
も
ゆ
と
り
が
な
く
な
り
、
新
入
生
を
優
先
し
た
入
寮
制
を
ひ
か
ね
ば
な

ら
な
く
な

っ
て
い
る
。
と

ま
れ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
三
十
九
年
度
に
キ

ャ
ン
パ
ス
内
で
設
置
さ
れ
て
い
た
寄
宿
寮

は
大
学
施
設
の
拡
充
に

と
も
な
い
撤
去
さ
れ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
桜
町
病
院
跡
の
体
育
研
究
所
を
解
体
し
て
、
こ
こ
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
六
階
建
の
第

一

学
生
寮

(六
〇
〇
名
収
容
、
男
子
専
用
)
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
四
十
三
年

一
月
に
は
第
二
学
生
寮

(男
子
専
用
)
も
完
成
し
た
。
か

く
て
男
女
合
わ
せ
て

一
、
二
〇
〇
名
を
収
容
し
う
る
学
生
寮
が
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
入
年
当
時
、
寮
内
で
学
生
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
当
時
の
寮

の
規
則
を
通
し
て

学
生
た
ち
の
生
活
誌
を
垣
間
見
て
み
よ
う
。

日

本

体

育

大

学

寮

則

第

一
章

総

則

第

条

寄
宿
寮
は
寮
生
を
し
て
其
の
協
同
生
活
を
通
じ
て
教
養
あ
る
体
育
指
導
者
と
し
て
の
資
質
を
酒
養
し
個
性

の
完
成
に

努
め
併
せ
て
寮
舎

の
管
理
能
力
を
修
得
さ
せ
る
事
を
以
て
目
的
と
す
る
。

第

二

条

本
学
学
生
は
原
則
と
し
て
総
て
入
寮
す
る
も
の
と
す
る
但
し
事
情
に
よ

っ
て
通
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

研
究
科
生
及
び
外
国
人
等
に
あ

っ
て
は
本
人
の
希
望
に
よ
り
選
考

の
上
入
寮
を
許
可
す
る
。

第

三

条

本
学
学
則
に
依
り
退
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
又
は
除
籍
処
分
を
受
け
た
者

は
即
時
退
寮
す
る
も

の
と
す
る
。
休
学
者
又

之
に
準
ず
る
。

第

四

条

本
学
休
業
中

一
定
期
間
寮
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
あ
る
。
但
し
閉
鎖
期
間
中
事
情
に
よ
り
寮
舎

の

一
部
を
使
用
せ
ん
と
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す
る
者
は
予
め
寮
監
を
経
て
寮
監
長
の
許
可
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

第

五

条

寮
費
其

の
他
納
入
す
べ
き
諸
費
は
後
章
の
規
定
に
従

い
所
定

の
期
日
ま
で
に
会
計
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

第

六

条

寄
宿
寮
を
分
け
て
男
子
寮

(南
寮
、
北
寮
、
外
寮
)
女
子
寮
と
し
各
寮

に
寮
委
員
若
干
名
を
お
く
、
寮
委
員
は
高
学

年
生
よ
り
寮
生
の
互
選
に
よ
り
寮
監
長
こ
れ
を
命
ず

る
。
但
し

一
年
生

の
委
員
は
寮
監
会
議
に
よ
り
決
定

の
上
寮
監

長
之
を
命
じ
其
の
任
期
は

一
学
期
と
す
る
。
然
し
再
任
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第

七

条

寮
に
左

の
役
貝
を
置
く

寮
監
長
、
寮
監
、
寮
委
員
、
寮
週
番

寮
監
長
は
寮
務
を
統
轄
す
る
寮
監
は
寮
監
長
を
補
佐
し
寮
生
活
全
般

に
恒
る
実
務
を
掌
り
学
生
の
自
発
、
自
治
活
動

を
促
進
し
第

一
条

の
目
的
達
成
に
努
力
す
る
も
の
と
す
る
。
寮
委
貝
は
寮
監
に
協
力
し
て
事
務
を
処
理
し
卒
先
垂
範

当
該
寮
生
活
の
淳
化
向
上
に
任
ず
る
と
共
に
人
員
状
況
を
記
録
し
寮
監
に
報
告
す
る
も

の
と
す
る
。

寮
週
番
は
寮
委
員
と
連
絡
し
て
寮
内
の
風
紀
、
衛
生
、
清
潔
、
整
頓
、
火
災
、
盗
難
の
予
防
等
に
留
意
す
る
も

の
と

す
る
。

第

入

条

寮
週
番
は
各
寮
二
名
之
に
当
り
期
間
は

一
週
間
と
し
土
曜
日
学
習
時
間
直
後
交
代
す
る
も

の
と
す
る
。

第
二
章

日
課
時
限

第

九

条

日
課
時
限
を
左
の
通
定
め
る

(合
図
は
太
鼓
に
依
る
)

第

十

条

第
十

一
条

第
十
二
条

七
、
○
○

起
床

入
、
○
○

朝
食

入
、
五
〇

登
校

一
二
、
○
○

入
、
三
〇

学
習

一
〇
、
三
〇

消
燈

(季
節

に
よ
り
変
更
あ
り
)

勉
学
其
の
他

の
理
由
に
よ
り
延
燈
を
希
望
す
る
者
は
寮
委
員
に
届
出
る
も
の
と
す
る
。

食
事
定
刻

一
時
間
後
は
特
別
の
事
情
あ
ら
ざ
る
限
り
給
食
せ
ざ
る
も
の
と
す
る
。

就
褥
を
為
さ
ん
と
す
る
者
は
委
員
に
連
絡
し
備
付
帳
簿
に
記
録
す
る
。

外
泊
、
帰
省
等
為
さ
ん
と
す
る
者
は
寮
委
員
を

へ
て
寮
監
に
願
出
る
も

の
と
す
る
。

昼
食

六
、
○
○

夕
食
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第
十
三
条

外
来
者
と
の
面
会
は
放
課
後
よ
り
学
習
時
間
ま
で
食
堂
で
行
う
を
本
則
と
す
る
凡
そ
外
来
者
入
寮

の
際
は
必
ず
寮
監
、

若
し
く
は
寮
委
員
の
許
可
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条

楽
器
使
用
は
放
課
後
よ
り
学
習
時
間
ま
で
と
す
る
。

第
一二
土早

諸

費

第
十
五
条

寮

に
納
入
す

べ
き
諸
費
及
納
入
期
日
は
学
校
法
人
日
本
体
育
会

の
定
め
る
所
に
依
る
。
但
し

入
寮
費
は
入
寮

の
際
納

入
し
寮
費
食
費
は
毎
月
五
日
ま
で
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る

(学
期
始
は
五
日
以
内
)

第
十
六
条

一
月
以
上
欠
食
の
場
合
は
其
の
期
日
ま
で
に
所
定

の
届
け
出
あ
り
た
る
時
に
限
り
欠
食
費
を

返
還
す
る
。
食
費
の
返

還
は
翌
月
に
於
て
こ
れ
を
行
う
。

一
ケ
月
以
上
に
渉
る
場
合
は

一
ケ
月
を
三
十
日
と
し
て
計
算
す
る
。

第
十
七
条

凡
そ
寮
舎

の
設
備
又
は
備
品
を
殿
損
し
た
時
は
弁
償
せ
し
む
る
も

の
と
す
る
。

第
四
章

寮
生
心
得

1234付5

常
に
第

一
条
の
主
旨
を
体
し
共
励
切
磋
以
て
寮
生
活
淳
化
向
上
を
図
る
こ
と
。

日
課
時
限
を
厳
守
す
る
こ
と
。

寮

の
内
外
を
問
は
ず
礼
儀
作
法
を
厳
正
に
し
て
道
義
心
の
昂
揚
に
勉
む
る
こ
と
。

特
に
節
制
と
清
潔
と
に
留
意
し
常
に
容
姿
を
端
正
に
す
る
こ
と
。

常
に
火
気
に
細
心
の
注
意
を
為
す
こ
と
、
電
熱
器

の
使
用
は
厳
禁
す
る
。

則

マ
マ

本
則
は
改
正
の
必
要
あ
る
時
は
予
め
寮
監
長
の
決
裁
を
終
る
こ
と
。
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第
三
項

学
友
会

の
発
足
と
そ
の
活
動

昭
和
二
十
年
九
月
、
文
部
省
は

『校
友
会
新
発
足

二
関
ス
ル
件
』

(次
官
通
牒
)
を
発
し
、
十
六
年
八
月

の

『学
校
報
国
団
ノ
体
制
確

立
方
』
を
廃
止
、
翌
二
十

一
年
六
月
に

『学
校
校
友
会
運
動
部
の
組
織
運
営

に
関
す
る
件
』
を
体
育
局
長
名
で
通
牒
し
、
「学
校
校
友
会

運
動
部
と
組
織
運
営
の
参
考
」
と
し
て
十

一
点
に
亘
る
留
意
点
を
提
示
し
た
。
こ
れ
ら

一
連
の
校
友
会
に
対
す

る
措
置
は
敗
戦
処
理
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
軍
事
的
色
彩
の
払
拭

の

一
点
に
絞
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
四
年
四
月
、

日
本
体
育
大
学
が
開
校

す
る
。
実
質
的
に
は
同
年
九
月
二
十
日
に
入
学
式
を
挙
行
し
て
い
る
の
で
、
開
校
は
こ
の
時
点
ま
で
ま
た
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、

二
十
四
年
四
月
に
次
に
掲
げ
る

「
日
本
体
育
大
学
々
生
自
治
会
々
則
」
が
定
め
ら
れ
、
こ
の
学
生
自
治
会
を
通

し
て
学
友
会
活
動
が
推

進
さ
れ
て
い
っ
た
。
な
お
、
当
該
の
規
則
は
昭
和
二
十
八
年
度
の

『日
本
体
育
大
学
要
覧
』
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

日

第

一

第

二

第

三

本

体

育

大

学

々

生

自

治

会

々

則

第

一
章

総

則

条

本
会
を
日
本
体
育
大
学
学
生
自
治
会
と
称
す
。

条

本
会
は
会
貝
と
教
職
貝
の
親
睦
を
は
か
り
自
主
的
精
神
に
基
き
輩
固
な
る
団
結
に
よ
り
学
園
の
民
主
化
を
実
現
し

体
育
を
通
じ
て
人
格
の
陶
冶
を
は
か
る
と
共
に
真
理
を
追
求
し
文
化
国
家

の
建
設
と
体
育
文
化

の
高
揚
に
寄
与
せ

ん
こ
と
を
期
す
。

条

本
会
は
前
条
の
目
的
達
成
の
た
め
の
次
の
事
業
を
行
う
。

1

学
生
々
活
と
教
育
制
度
に
関
し
て
そ
の
周
知
徹
底
を
期
す
る
た
め
の
調
査

2

学
友
会
活
動
の
推
進
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3

学
校
当
局
と
の
緊
密
な
る
連
絡

4

自
治
機
関
と
し
て
健
全
な
る
発
展
の
た
め
の
啓
蒙
運
動

5

其

の
他
目
的
達
成

に
必
要
な
る
諸
事
項

第

四

条

本
会
は
本
部

(事
務
所
)
を
本
学
内
に
置
く
。

第
二
章

会

員

第

五

条

本
会
は
日
本
体
育
大
学
の
全
学
生
を
も

っ
て
組
織
す
る
。

第

六

条

本
会
員
は
、
こ
の
会
則
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負
う
。

第

七

条

本
会
員
は
本
会

の
選
挙
権
、
被
選
挙
権
、
並
に
議
決
権
を
有
す
る
。

第
三
章

機

関

第

入

条

本
会
に
は
左
の
機
関
を
お
く
。

1

学
生
大
会

2

理
事
会

3

役
員
会

第

九

条

学
生
大
会
は
、
本
会
の
最
高
議
決
機
関
で
あ

っ
て
全
会
員
を
以
て
組
織
す
る
。

第

十

条

定
例
学
生
大
会
は
毎
学
期

一
回
会
長
こ
れ
を
招
集
す
る
。
但
し
左

の
場
合
は
臨
時

に
こ
れ
を
招
集
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

1

会
長
及
び
理
事
会
、
役
員
会
の
決
議
が
あ

っ
た
と
き
。

2

会
員

の
三
分
の

一
以
上
の
請
求
が
あ

っ
た
と
き
。

3

其
の
他
必
要
あ

っ
た
と
き
理
事
会
に
は
か
り
会
長
こ
れ
を
招
集
す
る
。

第

十

一
条

大
会
の
議
長
は
理
事
会

の
指
名
に
よ
り
会
長
こ
れ
を
選
出
す
る
。

第

十

二

条

大
会
に
提
出
さ
れ
る
議
題
は
予
め
会
貝
に
周
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第

十

三

条

理
事
会
は
会
長
、
副
会
長
及
び
理
事

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
。

第

十

四

条

理
事
会
は
左
の
事
項
を
審
議
し
こ
れ
を
大
会
に
付
議
決
定
す
る
。
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第

十

五

条

役
員
会
は
本
会
の
役
員
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
。

第

十

六

条

役
員
会
に
て
決
議
し
た
事
項
は
理
事
会
に
は
か
る
も
の
と
す
る
。

第

十

七

条

学
生
大
会
、
理
事
会
、
役
員
会
は
定
員
の
三
分

の
二
以
上
を
以
て
成
立
す
る
。

第

十

入

条

会
議

の
議
事
は
出
席
人
員
の
過
半
数
の
意
見
を
以
て
決
め
、
可
否
同
数
な
る
と
き
は
議
長

こ
れ
を
裁
決
す
る
。

第

十

九

条

学
生
大
会
、
理
事
会
、
役
員
会
不
成
立
の
場
合
は

一
週
間
以
内
に
再
招
集
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

役

員

第

二

十

条

本
会
に
は
左

の
役
員
を
お
く
。

会
長

一
名
、
副
会
長

一
名
、
理
事
入
名

(中
理
事
長

一
名
)、
委

員

各
学
年
四
名

第
二
十

一
条

1

第
二
十
二
条

212345

自
治
会
の
基
本
方
針

(
一
年
の
大
学
行
事
)

学
生
々
活
の
高
揚
改
善
に
関
す
る
事
項

役
員
会
に
於
け
る
決
議
事
項
の
審
議

会

計

其
の
他
各
般
の
事
項

第
二
十
三
条

役
員
の
任
期
は

一
年
間
と
す
る
。

会
長
、
副
会
長
、
理
事
長
、
理
事
は
役
員
中
よ
り
こ
れ
を
互
選
し
決
定
す
る
。

委
員
は
各
学
年
よ
り
四
名
宛
選
出
さ
れ
る
。

マ
マ

会
長
は
本
会
を
代
表
し
会
務
を
統
制
す
る
。

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

マ
マ

理
事
長
は
理
事
会

の
会
務
を
統
割
す
る
。

理
事
は
本
会
の
事
務
を
分
担
し
常
務
を
執
行
す
る
。

マ

マ

委
員
は
会
に
つ
い
て
の
学
年

の
意
見
を
代
表
し
こ
れ
を
処
理
す
る
。

但
し
再
任
を
妨
げ
ず
。
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第
二
十
四
条

役
員
に
欠
員
の
生
じ
た
と
き
は
直
ち
に
こ
れ
を
補
い
、
そ
の
任
期
は
前
任
者

の
残
任
期
間
と
す
る
。

第
二
十
五
条

第

一
学
年
の
委
員
は
後
期
よ
り
選
出
さ
れ
会
務
を
担
当
す
る
。

第
二
十
六
条

役
員
辞
任
の
場
合
は
委
員
会
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
大
会

に
は
か
り
補
充
は
辞
任
後

一
週
間
以
内
に
行
う
も

の

と
す
る
。

第
二
十
七
条

役
員
が
公
務
を
私
用
し
た
り
其

の
他
不
必
要
に
議
事
を
妨
げ
る
と
き
は
理
事
会
に
は
か
り
善
処
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章

会

計

第
二
十
八
条

本
会
の
経
費
は
会
費
を
以
て
こ
れ
に
当
て
る
。

第
二
十
九
条

会
費
は
年
二
回

(
一
回

一
〇
〇
円
)
徴
集
す
る
。

第

三

十

条

本
会
の
会
計
年
度
は
四
月

一
日
よ
り
翌
年
三
月
三
十

一
日
迄
と
す
る
。

第
六
章

脱
退
除
名

第
三
十

一
条

本
学

々
生
は
入
学
と
同
時

に
本
会
に
入
会
し
特
別

の
事
情
あ
る
場
合
を
除
き
脱
会
す
る
こ
と
を
得
ず
。

マ

マ

第
三
十
二
条

会
員
に
し
て
左
の
事
項

に
該
当
す
る
場
合
は
大
会
を
経
て
除
名
す
る
こ
と
を
得
る
。

1

本
会

の
会
則
に
違
反
し
統
制
を
乱
し
た
場
合

2

本
会
の
名
誉
を
き
ず

つ
け
た
場
合

3

学
生
の
本
分
に
も
と
る
行
為
あ
る
場
合

第
三
十
三
条

本
会
を
除
名
せ
ら
れ
た
場
合
は

一
週
間
以
内
に
退
学
届
を
学
校
に
提
出
す
る
。

第
七
章

付

則

第
三
十
四
条

会
則
の
修
正
は
次
の
場
合
こ
れ
を
要
求
出
来
る
。

1

会
員
百
名
以
上
の
連
名
書
を
提
出
し
た
場
合

2

役
員
会
に
於
け
る
三
分

の
二
以
上
の
同
意
あ
る
場
合

3

会
長
の
発
議
あ
る
場
合
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第
三
十
五
条

第
三
十
六
条

前
条

の
要
求
あ
り
し
と
き
理
事
会
に
於
て
審
議
し
学
生
大
会

に
は
か
り
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
得
て
修
正
さ
れ

る
。

本
会
則
は
昭
和
二
十
四
年
四
月
よ
り
施
行
す
る
。

学
生
自
治
会
は
G
H
Q
の
指
導

の
も
と
で

一
斉
に
結
成
さ
れ
た
も
の

・
一
つ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

「学
生

は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
当

局
が
自
治
会
結
成
に
か
な
り
積
極
的
で
あ

っ
た
」

(『学
校
法
人
日
本
体
育
会

・日
本
体
育
大
学
入
十
年
史
』
)
が
、
こ
の
自
治
会
は
昭
和

二
十
九
年
度
限
り
で
自
然
消
滅

の
運
命
を
た
ど
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
理
由
は

「
自
治
会
費

の
徴
収
が
困
難

で
経
済
的
に
行
き
づ
ま

っ
た
こ
と
、
活
発
化
す
る
学
友
会
活
動
と
の
重
複
の
ま
え
に
、
当
時

の
少
な
い
学
生
数
で
は
自
治
会
活
動
が
軽
視
さ
れ
が
ち
に
な

っ
た

こ
と
、
大
学
当
局
が
学
友
会
活
動
に
力
を
入
れ
た
こ
と
」

(『学
校
法
人
日
本
体
育
会
・
日
本
体
育
大
学
八
十
年
史
』
)
に
求
め
ら
れ
る
と

い
う
。

学
友
会
活
動
は
自
治
会
が
そ
の
会
則
第
三
条

2
項
に

「学
友
会
活
動

の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
大

学

へ
の
昇
格
と
同
時
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
学
友
会
規
約
が
大
学
昇
格
と
同
時
に
制
定
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
。

次
に
引
こ
う
と
す
る
学
友
会
規
約
は
昭
和
二
十
六
年
七
月
五
日
に
印
刷
さ
れ
、
九
月

一
日
に
施
行
の
も

の
で
、
昭
和
二
十
入
年
の

『日

本
体
育
大
学
要
覧
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
正
式
に
は
深
沢
復
帰
後
に
設
立
さ
れ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
な
お
、
学
友
会
規

約
第
六
条
に
基
づ
き

「学
友
会
総
会
規
程
」
も
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
続
け
て
掲
げ
る
こ
と
に
し
、
平
成
三
年
三
月
三
十

一
日
現
在

の

「
日
本
体
育
大
学
学
友
会
運
動
部

一
覧
」
も
併
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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学

友

会

規

約

第

一
章

総

則

第

一

条

本
会
は
日
本
体
育
大
学

々
友
会
と
称
し
本
部
を
日
本
体
育
大
学
内
に
置
く

第

二

条

本
会
は
日
本
体
育
大
学
建
学
の
主
旨

に
基
づ
き
教
養
と
技
術

の
向
上
に
切
磋
琢
磨
す
る
を
目
的
と
し
兼
ね
て
各
種

運
動
競
技

の
対
外
的
活
動
の
代
表
機
関
と
な
る

第
二
立早

ム
ム

ロ貝

第

三

条

本
会
は
日
本
体
育
大
学

々
生
及
び
教
職
貝
を
以
て
組
織
す
る

第

四

条

本
会

々
員
は
第
二
条

の
目
的
遂
行
に
関
し
平
等

の
権
利
を
有
し
、
又
会
則
並
に
決
議
を
厳
守
す
る
義
務
を
有
す
る

第
一二
土早

樋恢

閨
四

第

五

条

本
会
に
左

の
機
関
を
置
く

一
、
総

会

一
、
部
長
協
議
会

一
、
評
議
員
会

第

六

条

総
会
は
本
会
の
決
議
機
関
で
あ

っ
て
毎
年
春
秋
二
回
こ
れ
を
開
催
す
る

総
会

の
運
営
及
び
構
成
は
別
に
定
め
る

臨
時
開
催
の
必
要
あ
る
時
は
会
長

こ
れ
を
招
集
す
る

第

七

条

部
長
協
議
会
は
各
部

の
部
長
副
部
長
を
以
て
構
成
し
会
長
が
随
時
招
集
し
左
の
事
項
を
協
議
す
る

一
、
本
会
規
約
準
拠

の
細
則
に
関
す
る
こ
と

一
、
各
部
活
動
の
統
合
的
調
整
に
関
す
る
こ
と

一
、
各
部
学
生
委
員
の
資
格
審
議

に
関
す
る
こ
と

一
、
総
会
に
付
議
す
る
事
項

の
審
議

に
関
す
る
こ
と
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第

八

第

九

一
、
其
の
他

こ
の
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

条

評
議
貝
会
は
評
議
員
を
以
て
構
成
し
会
長
が
随
時
招
集
し
左

の
事
項
を
協
議
す
る

一
、
予
算
、
決
算
の
審
議

に
関
す
る
こ
と

評
議
員
会

の
会
議
は
す

べ
て
公
開
と
す
る

第
四
章

役

員

条

本
会
に
左
の
役
員
を
置
く

第

十

条

第

十

条
一

会

長

一
、

副

会

長

一
、

部

長

、

副

部

長

一
、

評

議

貝

一
、

委

員

一

名

一

名

若
干
名

九

名

各
班
毎
に
二
名

学 学 教 教 学

職 職

生 生 員 員 長

 

学
生
役
員
の
任
期
は

一
年
と
し
再
任
を
妨
げ
な

い
、
補
欠
役
員
の
任
期
は
前
任
者

の
残
留
期
間
と
す
る

(但
し
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
は
増
員
す
る
こ
と
が
出
来
る
)

役
員
の
任
務
は
左
の
通
り
と
す
る

会
長
は
本
会
を
総
括
し
代
表
す
る
と
共
に
本
会
の
す

べ
て
の
集
会
を
招
集
し
そ
の
議
長
と
な
る
。
役
員
を
任
命
す

る副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
会
長
不
在
の
と
き
職
務
を
代
行
す
る

部
長
は
各
部
を
統
轄
し
事
業
の
計
画
運
営
に
当
る

副
部
長
は
部
長
を
補
佐
し
部
長
不
在
の
と
き
職
務
を
代
行
す
る

評
議
員
は
評
議
員
会
を
構
成
し
第
八
条
に
定
め
る
任
務
を
遂
行
す
る

委
員
は
各
所
属
部
長
の
指
示
に
従

っ
て
当
該
部

の
業
務
を
遂
行
す
る
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学
生
役
貝
は
各
部
長
が
候
補
者
を
選
出
し
部
長
協
議
会

の
承
認
を
得
て
会
長
こ
れ
を
任
命
す
る

第
五
章

運

営

第

十

二

条

本
会
は
目
的
達
成
の
為
左

の
執
行
部
を
置
き
会
の
運
営
を
す
る

一
、
総

務

部

一
、
運

動

部

一
、
文

化

部

一
、
厚

生

部

総
務
部
は
会
計
及
庶
務
の
二
班
に
分
れ
各
部
予
算
及
予
備
費

の
管
理
並
に
各
部
活
動
の
調

整
等
を
す
る

運
動
部
は
陸
上
、
駅
伝
、
器
械
、
徒
手
、
庭
球
、

ス
キ
ー
、

ス
ケ
!
ト
、
ダ
ン
ス
、
水
上
、
籠
球
、
排
球
、
ラ
グ

ビ
ー
、
送
球
、
野
球
、
卓
球
、
相
撲
、

レ
ス
リ
ン
グ
、
柔
道
等
に
分
れ
各
部
毎
に
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
す
る

文
化
部
は
講
演
、
芸
術
、
図
書

の
三
部
に
分
れ
各
部
毎
に
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
す
る

厚
生
部
は
共
済
、
衛
生
、
美
化

の
三
部
に
分
れ
各
部
毎
に
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
す
る

第
六
章

会

計

第

十

三

条

本
会
の
経
費
は
会
費
、
入
会
金
、
事
業
収
入
及
自
発
的
寄
付
金
を
以
て
充

つ
る

第

十

四

条

会
費
は
月
額
百
円
と
し
月
ご
と
に
納
め
る
こ
と
も
ま
た

一
年
分
を

一
度

に
納
め
る
こ
と
も

で
き
る

第

十

五

条

本
会
の
予
算
は
総
務
部
に
於
て
原
案
を
編
成
し
評
議
員
会
で
審
議
し
総
会
の
承
認
を
要
す

る

第

十

六

条

本
会
の
会
計
年
度
毎
年
四
月

一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
末
日
に
終
る

第
七
章

改

正

第

十

七

条

規
約
は
総
会
に
お
い
て
出
席
者
の
三
分
の
二
以
上

の
賛
成
投
票
に
よ
り
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る

寸

り日ロハ

イ
こ
の
規
約
は
昭
和
二
十
六
年
九
月

一
日
よ
り
施
行
す
る
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第 第

 

第第第第

学

友

会

総

会

規

程

第

一
章

総

則

一

条

本
総
会
を
日
本
体
育
大
学
々
友
会
総
会
と
言
う

(以
下
こ
れ
を
総
会
と
云
う
)

二

条

総
会
は
学
生
の
純
真
で
積
極
的
な
行
動
に
よ
る
総
意
を
達
成
せ
し
め
る
様
教
職
員
が
之
に
指
導
的
助
言
及
意
見
を

述

べ
学
校
生
活
に
於
け
る
課
外
活
動
を
有
意
義
な
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

三

条

総
会
は
学
友
会

々
員
を
以
て
構
成
す
る

第
二
章

役

員

四

条

総
会
に
は
次
の
役
員
を
設
置
す
る

一
、
議

長

一

名

一
、
副

議

長

一

名

一
、
書

記

一

名

議
長
は
会
長
若
く
は
会
長

の
指
名
す
る
教
職
員
が
な
り
副
議
長
及
書
記
は
総
会
出
席
会
員
中
よ
り
会
員
が
選
出
す

る役
員
の
任
期
は
総
会
開
会
中
と
す
る

五

条

議
長
は
総
会
の
議
場

の
秩
序
を
保
持
し
議
事
を
整
理
し
総
会
を
代
表
す
る

副
議
長
は
議
長
を
補
佐
し
議
長
が
事
故
あ

っ
た
時
そ
の
職
務
を
代
行
す
る

書
記
は
総
会
の
記
録
を
作
成
す
る

総
会

の
会
計
は
総
務
部
会
計
が
之
を
担
当
す
る

第
一二
土早

ムム

ロ貝

六

条

会
員
は
日
本
体
育
大
学
々
友
会

々
員
と
し
総
会

の
議
場
に
お
い
て
議
長
の
指
示
に
従

い
自

由
に
発
言
す
る
権
利
を
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有
す
る

第
四
章

会

議

第

七

条

総
会
は
次
の
事
項
を
審
議
し
議
決
す
る

一
、
会

則

一
、
予
算
、
決
算

一
、
渉
外
事
項

一
、
其

の
他
学
友
会
運
営

に
関
す
る
重
要
事
項

第

入

条

総
会
に
提
出
す
る
議
案
は
原
則
と
し
て
総
会

の
四
日
前
に
告
示
し
会
員
に
知
ら
し
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

但
緊
急
を
要
し
時
日
の
余
裕
が
な
い
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い

第

九

条

開
会
中
に
議
決
に
至
ら
な
か
っ
た
案
件
は
後

の
総
会
に
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
な

い

第

十

条

会
員
の
発
言
は
議
長
の
承
認
を
要
す
る

第
五
章

規

律

第

十

一
条

会
議
中
会
員
が
規
程
に
違
反
し
議
場
の
秩
序
を
乱
し
た
時
は
議
長
は
注
意
し
そ
の
指
示
に
従
わ
な
い
時
は
総
会

々

場
か
ら
退
場
さ
せ
る

第

十

二

条

議
長
は
傍
聴
人
が
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
時
は
退
場
さ
せ
る

第

十

三

条

議
長
は
議
場
を
整
理
し
難

い
時
は
休
憩
を
宣
し
又
は
散
会
す
る
こ
と
が
出
来
る

寸

晒

イ

日
尺

こ
の
規
程
は
昭
和
二
十
六
年
九
月

一
日
よ
り
施
行
す
る
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日本体育大学学友会運動部一覧(平 成3年3月31日 現在)

運 動 部 名 創立年 運 動 部 名 創立年

陸 上 競 技 部 大正14年 相 撲 部 大正14年

体 操 競 技 部 明治34年 レ ス リ ン グ 部 昭和26年

水 泳 部 明治34年 フ ェ ン シ ン グ 部 昭和46年

体 操 部 明治34年 ボ ク シ ン グ 部 昭和38年

バ レ ー ボ ー ル 部 大正14年 ス キ ー 部 大正14年

バ ス ケ ッ トボ ー ル 部 大正14年 ス ケ ー ト 部 昭和32年

サ ッ カ ー 部 明治34年 空 手 道 部 昭和31年

ハ ン ド ボ ー ル 部 昭和12年 ウェイ トリフティ ング部 昭和14年

ラ グ ビ ー 部 明治34年 少 林 寺 拳 法 部 昭和46年

アメリカンフ ットボール部 昭和33年 ダ ン ス 部 明治34年

野 球 部 明治34年 山 岳 部 大正14年

ソ フ ト ボ ー ル 部 昭和31年 ア ー チ ェ り 一 部 昭和34年

バ ド ミ ン ト ン 部 昭和31年 ゴ ル フ 部 昭和47年

軟 式 テ ニ ス 部 明治34年 ト ラ ン ポ リ ン 部 昭和47年

硬 式 テ ニ ス 部 明治34年 合 気 道 部 昭和46年

卓 球 部 明治40年 カ ヌ ー 部 昭和52年

柔 道 部 明治34年 ボ ー ト 部 明治34年

剣 道 部 明治34年 軟 式 野 球 部 昭和51年
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第
三
節

東
京
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
と
運
動
部
活
動
の
本
格
化

第

一
項

東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
人
の
ス
ポ
ー
ツ
観
の
変
容

昭
和
三
十

一
年

一
月
八
日
、
『週
刊
朝
日
』
は

「
日
本
体
育
大
学

ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
に
勝

つ
学
校
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。

こ
の
記
事
は

「日
本
の
断
面
」
と

い
う
連
載
記
事

の
第
二
番
目
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
、
左
に
掲
げ
る

一
文
で
あ
る
。
バ
ラ
ッ
ク

建
て
の
小
さ
な
大
学
に
新
生
日
本

の
建
設
の

一
端
を
担

っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

日
本
に
も

ス
ポ
ー
ツ
時
代
は
や

っ
て
き
た
。
こ
の
世
界
的
上
げ
潮
は
当
分
退
潮
す
る
こ
と
は
あ
る
ま

い
。
そ
し
て
、
敗
戦
日
本

が
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ソ
連
と
対
等
に
戦
え
る
の
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
だ
け
だ
。
全
国
体

育
教
育
の
七
割
を
占
め

る
と
い
う
本
学
卒
業
生
た
ち
は
、
だ
れ
よ
り
も
早
く
敗
戦
の
混
乱
を
乗
り
越
え
て
、
日
本

の
青
年
た
ち

の
た
め
に
、

ヘ
ル
シ
ン
キ

へ
の
道
、

ロ
ー

マ
へ
の
道
を
開
き
、
今
は
ま
た
メ
ル
ボ
ル
ン
へ
の
道
を
準
備
し
つ
つ
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
勝
ち
、
ソ
連

に
勝

つ
方
法
が
具
体
性
と
自
身
を
も
っ
て
論
ぜ
ら
れ

つ
つ
あ
る
の
は
、
今

の
日
本
で
は
、

こ
の
大
学

の
バ
ラ

ッ
ク
校
舎
の
中
だ
け
だ
と
も

い
え
る
。

珍
重
す
べ
き
学
校
で
あ
る
。
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ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
ま
ず
も

っ
て
世
界
に
復
帰
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
の
選
手
と
肩
を
並

べ
る
人
材
を
育
成



し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
場
で
日
本
人
の
実
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
だ
と

す
れ
ば
、
教
育

の
現
場
で
運
動
部
の
指
導

の
で
き
る
日
本
体
育
大
学

の
卒
業
生
に
期
待
を
か
け
る
の
も
当
然

の
こ
と
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
昭
和
三
十
年
代
は
戦
後

の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
を
方
向
づ
け
て
い
く
時
期
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
心

に

"
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
"
が
位
置
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
本
邦
初
の
世
界
的
イ
ベ
ン
ト
に
国
民
の
関
心
が
集
中
せ
し

め
ら
れ
、
人
び
と
は
い

や
お
う
な
し
に
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
魅
き
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
"
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
"
が
大
義
名
分
と
な

っ
て
高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
、

世
界

一
速

い
鉄
道
11
新
幹
線
も
こ
れ
に
併
せ
て
登
場
し
た
。
わ
が
国
の
戦
後
経
済
の
発
達
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
招
致

(昭
和
三
十
九
年

十
月
)
と
は
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
の
引
用
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
「昭
和
三
十
年
ご
ろ
か
ら
わ
が
国
経
済
の
発
展

は
目
ざ
ま
し
く

(生
産
水
準
の
上
昇
)、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
は
、
国
民

へ
の
配
分
も
目
に
見
え
て
多
く
な
り

(所
得
水
準
の
上

昇
)
、
そ
れ
に
つ
れ
、
人
々
の
生
活
も
豊
か
さ
を
増
し
て
き
た

(消
費
水
準
の
上
昇
)
」
(『生
活
水
準
の
歴
史

的
推
移
』
総
合
研
究
開
発

機
構
、
昭
和
六
十
年
三
月
)
。

所
得

・
消
費
水
準

の
上
昇
は
家
計
に

"
ゆ
と
り
"
を
も
た
ら
し
、
そ
の
ゆ
と
り
が
娯
楽
の
た
め
の
テ
レ
ビ
の
購
入

へ
と
直
結
し
て
い

っ
た
。
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
と
並
ん
で
テ
レ
ビ
は

"三
種
の
神
器
"
と
呼
ば
れ
、
昭
和
三
十
年
代
に
お
け
る
中
流
家
庭

の
ス
テ
ー
タ
ス

・

シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
テ
レ
ビ
を
通
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
す
る
層
が
増
大
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

多
く
抱
え
る
都
市

の
人
び
と
の
特
権
で
は
な
く
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
戦
後

の
日
本
に
お
け
る
ス
ポ

ー

ツ
の
発
達
は
テ
レ
ビ
の
普
及
を
ぬ
き
に
語
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
こ
と
が
み
え
て
こ
よ
う
。
核
心
か
ら
そ

れ
る
け
れ
ど
も
、

こ
こ
で

は
、
近
代

ス
ポ
ー
ツ
を
集
中
的
に
表
現
し
て
い
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
テ

レ
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
眺
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
場
に
登
場
し
た
の
は
ベ
ル
リ

ン
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

(
一
九
三
六
、
昭
和
十

一
年
)
が
最
初
で
あ
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っ
た
。
大
型

の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
選
手
を
と
ら
え
た
映
像
は
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
者
を
驚
嘆
さ
せ
た
と
い
う
。
以
来
、
オ
リ

ン

ピ

ッ
ク
に
は
テ
レ
ビ
放
映
が
必
須

の
条
件
と
な

っ
た
。
昭
和
十
五
年
、
東
京
市
に
招
聰
し
た
関
係
者
も
こ
の
テ
レ
ビ
放
映
を
真
剣
に
考

え
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
た
め
に
国

の
威
信
を
か
け
て
6
日
本
放
送
協
会
が
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
の
開
発
に
乗
り
出
し
て
い
く
。

こ

の
事
業

の
中
心
に
国
立
浜
松
高
等
工
業
学
校
の
高
柳
健
二
郎
教
授
が
位
置
づ
き
、
「ド
イ
ツ
よ
り
も
進
ん
だ
技
術
で
、
も

っ
と
数
多
く

の

競
技
種
目

の
テ
レ
ビ
中
継
を
お
こ
な
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
」
と
い
う

(井
出
耕
也

「
"幻

の
東
京
五
輪
"
テ

レ
ビ
中
継
大
作
戦
」
、
『
ス

ポ
ー

ツ

・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ナ

ン
バ
i
』

一
四
七
号
、
昭
和
六
十

一
年
五
月
)
。
詳
細
に
関
し
て
は
井
出

の
報
告

に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
「世
界
で
は
じ
め
て
ブ
ラ
ウ

ン
管
を
使

っ
て
画
像
を
出
す

こ
と
に
成
功
」
(大
正
十
五
年
十
二
月
)
し
た
高
柳
を
中
心
に
三
〇
〇
名

程
の
チ
ー
ム
で
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
中
継

の
体
制
が
組
ま
れ
て
い
た
。
多
少
長
く
な
る
が
井
出
の
前
傾
記
事
を
引
用
し
て
お

こ
う
。
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さ
ら
に
昭
和
13
年
3
月
、
同
委
員
会

(テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
調
査
委
員
会
)
は

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
於
け
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
施
設
の
大
綱
」
も
決
定
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
局
は
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
三
大
都
市

に
置
き
、
名
古
屋
、
大
阪
の
放
送
局
は
東
京

か
ら
有
線
で
中
継
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
受
像
機
の
価
格
は
1
台
6
0
0
円
か
ら
7
0
0
円

と
予
想
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

と
て
も

一
般
家
庭
に
短
期
間
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
は
期
待

で
き
ず
、
受
像
は
、
公
衆
受
像
所
90
ケ
所
が
中
心
に
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
い
わ
ば
街
頭
テ

レ
ビ
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
昭
和
12
年
か
ら
試
作
が
始
ま

っ
た
戦
闘
機

『零
戦
』

の
価
格
は
1
機
10
万
円
ぐ
ら

い
。

当
時
の
世
界
最
新
鋭
戦
闘

機
が
購
入
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
ま
だ
ま
だ
、
テ
レ
ビ
は
高
価
な

"機
械
"
だ

っ
た
の
だ
。



さ

ら

に
大

綱

で
は

、

各

競

技

場

に

10

台

の
固

定

テ

レ

ビ

カ

メ

ラ

を

置

き

、

他

に

4

台

の

一
組

の
中

継

車

を

二

組

計

8

台

、

テ

レ

ビ

カ

メ

ラ

ー0

台

を

持

つ

ス
タ

ジ

オ

一
式

、

放

送

ア

ン
テ

ナ

は
海

抜

2

0

0

m
以

上

の
高

さ

に

す

る

こ

と

な

ど

を

打

ち

出

し

て

い
る

。

海

抜

2

0

0

m
く

ら

い

の
ア

ン

テ

ナ

で

、

送

信

出

力

5
キ

ロ
ワ

ッ
ト

と
す

れ

ば

、

半

径

30

㎞

の
範

囲

を

カ

バ
ー

で

き

る

と
計

算

し

て

い

た
。

昭
和
十
三
年
七
月
十
五
日
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
は
第
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京
市
開
催

の
返
上
を
決
定
す

る
。
こ
れ
に
よ

っ
て

"
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
継
大
作
戦
"
の
努
力
も
水
泡
に
帰
し
た
。
こ
の
東
京
大
会
を
立
派
に
や
っ
て
の
け
て
い
れ
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
の
テ
レ
ビ
中
継
技
術
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
が
飛
躍
的
に
発
達
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

'

の
返
上
を
決
定
づ
け
た
日
本

の
戦
争
突
入
は

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
の
発
達
を
阻
止
し

て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
開
発
の
努
力
は
関
係
者
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
く
。

戦
後
の
テ
レ
ビ
中
継
は
ス
ポ
ー

ツ
で
始
ま

っ
た
。
昭
和
二
十
六
年
六
月
三
日
、
N
H
K
は
実
験
放
送
で
は
あ

る
が
、
本
邦
初
の
テ

レ

ビ
実
況
中
継
を
行

い
、
後
楽
園
球
場
か
ら
日
本
橋
三
越
の
電
波
展
覧
会

ヘ
プ

ロ
野
球
を
放
映
す
る
。
以
来
、
テ

レ
ビ
は
着
実
に
国
民

の

日
常
生
活
の

一
部
に
な

っ
て
い
く
。
蛇
足
な
が
ら
、
テ

レ
ビ
放
映
の
発
達
を
年
表
を
通
し
て
眺
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
『近
代
日
本

総
合
年
表
』
(第
二
版
、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
九
年
刊
)
に
よ
れ
ば
次
頁

の
表
の
如
く
で
あ
る
。

プ

ロ
野
球
の
生
中
継
で
は
じ
ま

っ
た
戦
後
日
本
の
テ
レ
ビ
放
映
の
歩
み
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
ま

で
に
テ
レ
ビ
放
映
が

一
般
国
民
の
と
こ
ろ
で
受
信
さ
れ
る
た
め
の
基
礎
が
固
ま

っ
て
い
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
昭
和
三
十

年
代
に
入
る
と
、
N
H
K
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
テ
レ
ビ
局
が
次
々
に
開
局
に
漕
ぎ
つ
け
た
し
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
は
宇
宙
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戦 後 テ レ ビ放 送 年 表(抄)一 昭 和26～39年 一

年月 日

(昭和)

26・6・3

27・7・31

28・2・1

8・28

29・10・ 一

30・4・1

12・20

12・ 一

31。11・22

32・4・-

12・28

33・3・-

5・16

6・-

8・ 一

11・-

12・23

0

1

1
⊥

1

2

1

9
々

3

1

43

項 目

NHK,テ レビ(実 験放

送)で 初の実況 中継,後

楽園球場か ら日本橋三越

の電波展覧会ヘプ ロ野球

を放送

電波管理委員会,日 本 テ

レビにテ レビの予備免許

を決定

NHK,東 京地 区でテ レ

ビの本放 送開始。1日 約

4時 閻,契 約数866

日本テ レビ,本 放送開始

(民放初 のテレビ放送)

〈テレビジ ョン〉雑誌創

刊

ラジオ東京 テレビ開局

NHK,カ ラーテ レビ東

京実験局(UHF)開 局

大阪テレビ開局,中 部 日

本放送 テレビ放送開始

第16回 オ リンピッ

ク ・メ ル ボ ル ン で

開催

北海道放送テ レビ開局

NHK(東 京),日 本テレ

ビ,カ ラーテレビ実験局

(VHF)開 局

ラジオ九州 テレビ開局

テ レビ受信 契約 数100万

突破

山陽放送テレビ開局

読売 テレビ,テ レビ西 日

本開局

関西 テレビ開局

東京 タワー完工式(高 さ

333m)

東海テレビ開局

NHK教 育テレビ開局

日本教育 テレビ開局

フジテレビ開局

年 月 日

(昭和)

3・一 毎 日放送 テ レ ビ開局

4・一 ラ ジオ 中 国テ レビ,東 北

放 送 テ レビ,札 幌 テ レ ビ

開 局

10C実 行 委 員 会,

国際 競技 連 盟 が 日

11・-

35・6・-

8・11

(ヘ ル シ ン キ大

会)参 加 に同意 し

た旨発表

沖縄テレビ開局

琉球放送テレビ開局

テレビ受信契約数500

万突破

第17回 オ リンピッ

NHK,日 本 テ レ ビ,ラ ン

オ 東 京,朝 日放 送,碗 冗

ア レ ビ,カ ラー テ レ ビ本

放 送 開 始

ス ポー ツ振興 法 公

布

37・4・ 一 名 古 屋 テ レ ビ開局

38・12・23初 の 日米 間 テ レ ビ宇 宙 中

継 受 信実 験(リ レー1号

衛 星)に 成 功(ケ ネデ ィ

大 統領 暗殺 ニ ュー ス を受

信)

テ レ ビの影 響 な ど

で児 童 月刊 誌 の休

廃 刊 あ いつ ぐ

9
0
ワ
「
0

1

1

10

4

4

1

初の対米テ レビ宇宙中継

送信実験(リ レー-2号 衛

星)に 成功

東京12チ ャンネル開局

対欧送信実験 に成功

第18回 オ リンピッ

ク東 京 大 会 開 催

(～10。24)
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中

継

も

可

能

と

な

っ
た
。

こ

の

一
方

で
、

件

数

で

み

て

み

る

こ

と

に

し

よ

う

。

テレビ受信契約数の推移

テ
レ
ビ
受
像
機
の
家
庭
定
着
も
飛
躍
的
な
伸
び
を
示
し
た
。
こ
れ
を
テ
レ
ビ
受
信
の
契
約

の

テレビ受信

年 次 契約数

(軒)

昭和26(1951) 866

27(1952) 1,485

28(1953) 16,779

29(1954) 52,882

30(1955) 165,666

31(1956) 419,364

32(1957) 908,710

33(1958) 1,982,379

34(1959) 4,149,683

35(1960) 6,860,472

36(1961) 10,222,116

37(1962) 13,378,973

38(1963) 15,662,921

39(1964) 17,132,090

40(1965) 18,224,213

41(1966) 19,246,542

42(1967) 20,270,487

43(1968) 21,220,733

44(1969) 22,087,548

45(1970) 22,818,567

46(1971) 23,520,254

47(1972) 24,433,463

48(1973) 24,924,985

49(1974) 25,753,396

50(1975) 26,544,758

51(1976) 27,058,881

52(1977) 27,773,219

53(1978) 28,393,682

54(1979) 28,931,692

55(1980) 29,262,991

『生活水準の歴史的推移』

総合研究開発機構刊

昭和60年3月

 

昭
和
二
十
六
年
、
受
信
契
約
件
数
が
8
6
6
で
あ

っ
た
も
の
が
、
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
し
た
三
十
六
年
に
は
1
0

0
0
万
を
突
破
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
は
1
5
0
0
万
を
越
え
て
い
る
。

一
家
に

一
台
の
テ
レ
ビ
受
像
機
の
時
代
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
に
実
現
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
今
日
で
は
3
0
0
0
万
台
を
突
破
し
、

一
家
に
二
台
の
テ
レ
ビ
が

備
え
ら
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
テ
レ
ビ
の
需
要
が
価
格

の
低
廉
化
を
お
し
す
す
め
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
昭
和
三
十
五
年
に
は
白

黒
テ
レ
ビ
が
6
万
円
代
で
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
は
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
白
黒
テ

レ
ビ
並

み
の
価
格
で

登
場
す
る
。
脇
道
に
そ
れ
る
け
れ
ど
も
、
当
時

の
広
告
文
を
引
用
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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つ
い
に
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
が
白
黒
な
み
の
お
値
段
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
常
識
で
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
破
格

の
価
格
で
す

価
格
ば
か
り
で
な
く
性
能

の
面
で
も
オ
ド

ロ
ク
ベ
キ
成
果

-
大
き
さ
も
重
さ
も
世
界
最
少

カ
ラ
ー
が
6
イ

ン
チ
の
画
面
で
楽
し
め
る
の
で
す

し
か
も
ト
リ
ネ

ス
コ
ー
プ
方
式
で
映
像
の

明
る
さ
は
な
ん
と
10
倍
!

美
し
さ
も
ま
た
格
別
で
す

時
あ
た
か
も
各
地
に
カ
ラ
ー
放
送
局
が
開
局

い
よ
い
よ
カ
ラ
ー
時
代

の
幕
が
き

っ
て
お
と
さ
れ
り
け
れ

東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
美
し
さ
と
感
動
を
茶
の
間

の
も
の
に
し
た

い
と
い
う
三
菱
電
気
の

念
願
が
こ
こ
に
実

っ
た
の
で
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
世
界

へ
も

ま
だ
記
憶
に
生
ま
な
ま
し
い

〈
日
米
テ
レ
ビ
中
継
〉

の
成
功

こ
の
劇
的
な
成
果
の
か
げ
で
は
三
菱
電
気
製
の
追
尾
ア
ン
テ

ナ
と
超
大
形
送
信
ア
ン
テ
ナ
が

中
継
の
カ
ナ
メ
と
し
て
大
き
く
寄
与
し
た
の
で
し
た
。

こ
れ
で
今
年

の
秋
の
祭
典
を
世
界
中
の

人
々
が
同
じ
瞬
間
に
見

心
を
湧
か
せ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ー

で
き
る
だ
け
沢
山
の
方

々
の
く
ら
し
に
役
立
ち
た
い

と

願

う

三

菱

電

気

の
歴

史

に

ま

た
輝

か

し

い

一
ペ

ー

ジ

が
く

わ

え

ら

れ

た

の
で

す

。

(
『読

売

新

聞

』

昭

和

39

年

1
月

3

日

、

20

面

、

1

全

面

広

告

ー

)
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か
く
い
う
三
菱
製
品
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
価
格
は
9
万
2
0
0
0
円
で
あ

っ
た
。
今
な
ら
大
卒
初
任
給
で
十
分
に
買

い
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
値
段
で
あ
る
が
、
三
十
九
年
当
時

の
小
学
校
教
員
の
初
任
給
が
1
万
6
3
0
0
円
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
庶
民
の
手

の
と
ど
く
価
格
で
あ

っ
た
と
は
い
え
な

い
。
無
理
を
し
な
け
れ
ば
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
人
び
と
は

"無
理
"
を
し

て
、
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
を
観
戦
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
テ
レ
ビ
の
価
格
の
実
質
は
低
廉
化
し
、
画
面
を
通

し
て

"見
る
ス
ポ
ー
ツ
"
が
定
着
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
テ
レ
ビ
を
囲
ん
で

一
家
団
樂
の

一
時
を
過
ご
す
と
い
う
新
し

い
家
族
生
活
が
築
か
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

ニ
ュ
ー

ス
や



ド
ラ

マ
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
が
人
気
番
組
と
な

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
い
な
が
ら
に
し
て
ス
ポ

ー
ツ
の
観
戦
が
で
き
る

よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
"
テ
レ
ビ
桟
敷
"
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ

ン
管

を
通
し
て
ス
ポ
!
ツ
を

見
る
、
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
世
界
が
切
り
拓
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
時
代
を
築
く
に
あ
た
っ
て
大
き
く
も
の
を
言

っ

た
の
は
昭
和
三
十
九
年

(
一
九
六
四
)
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
第
十
入
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

(東
京
)

で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
会
に
、
日
本
人
の
ス
ポ
ー
ツ
観
は
大
き
く
変
容
し
た
。
「す
る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
種
類
と
機
会
が
増
え
た
だ
け

で
は
な
か

っ
た
。
「見
る

(観
る
)」

ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
、
す
な
わ
ち
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
の
機
会
が
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
出
現
に
よ

っ
て
増
大

せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
日
常
的
に
競
技
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
情
報
に
は
こ
と
か

か
な
く
な

っ
た
。
そ
の

ス
ポ
ー

ツ
情
報
を
居
な
が
ら
に
し
て
目
と
耳
を
通
し
て
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー

ツ

の
普
及
と
発
達
は
多
く
の
若
者
を

ス
ポ
ー
ツ

へ
と
誘
う
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者

へ
の
道
に
踏
み
込
ま
せ
る
こ
と
に
も
な

っ

た
。
中

・
高
等
学
校

の
運
動
部
で
ス
ポ
ー
ツ
に
接
し
た
選
手
た
ち
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
と
は
、
学
校

の
運
動
部
の
監
督

・
コ

ー
チ

で
あ
り
、
学
校
体
育
教
員
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
保
健
体
育
教
員
の
資
格
が
取
得
し
う
る
大
学

へ
の
進
学
が
大
き
な
関
心
事

と
な

っ
て
い
く
。
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第
二
項

学
友
会
運
動
部
活
動
の
本
格
化

(
一
)
日
本
体
育
大
学
と
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
機
に
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
寄
せ
る
関
心
が
高
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
養
成
す

る
機
関
に
対
す
る
期
待

も
増
大
し
た
。
日
本
体
育
大
学
も
来
た
る
べ
き
ス
ポ
ー

ツ
の
時
代
に
応
え
る
た
め
に
、
指
導
者

の
養
成
だ
け
で
な
く
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
,



日体大関係者のオ リンピック競技大会出場の推移概数

区

大 分
会 名

役 員 選 手

%全 体 日体関係 全 体 日体関係

総数 内 訳 総数 内 訳 総数 内 訳 総数 内 訳

第5回 大会

(1912,ス トッ クホ ルム)
2

男2
女0

0 男0
女0

2 男2
女0

0
男0
女0

0

第7回 大会(
1920,ア ン トワ ー プ)

3
男3
女0

0
男0
女0

15
男15
女O

0
男0
女0

0

第8回 大会

(1924,パ リ)
12

男12
女0

0 男0
女0

19 男19女
0

0
男0
女0

0

第9回 大会
(1928,ア ムステルダム)

14
男14
女0

0 男0
女0

43 男42
女1

1
男1
女0

1.7

第10回 大会

(1932,ロ ス ア ンゼ ルス)
62

男61
女1

0 男0
女0

131
男115
女16

3
男2
女1

1.5

第11回 大会

(1936,ベ ル リ ン)
70

男68
女2

0 男0
女0

179
男162
女17

4
男4
女0

1.6

第15回 大会

(1952,ヘ ル シ ン キ)
37

男35
女2

1 男1
女0

72
男61
女11

2
男2
女0

2.7

第16回 大会
(1956,メ ル ボ ル ン)

55
男54
女1

2 男2
女0

118
男102
女16

4
男3
女1

3.4

第17回 大会

(1960,ロ ー マ)
58

男55
女3

3 男2
女1

168
男147
女21

7
男3
女4

3.9

第18回 大会
(1964,東 京)

85
男80
女5

5 男3
女2

357
男296
女61

13
男7
女6

2.2

第19回 大会

(1968,メ キ シ コ シチー)
43

男42
女1

3 男2
女1

185
男155
女30

13
男8
女5

7.0

第20回 大会

(1972,ミ ュ ン ヘ ン)
49

男48
女1

6 男5
女1

182
男144
女38

19
男12
女7

9.2

第21回 大会

(1976,モ ン トリオー ル)
80

男77
女3

12 男11
女1

213 男152女
61

25
男19
女6

12.6

第22回 大会(
1980,モ ス ク ワ)

70
男68
女2

8 男7
女1

176
男138
女38

19
男17
女2

10.9

第23回 大会
(1984,ロ スアンゼルス)

152
男145
女7

17 男16
女1

231 男178女
53

38
男36
女2

14.3

第24回 大会(
1988,ソ ウ ル)

78
男73
女5

19 男18
女1

259
男188
女71

28
男23
女5

13.9

ト
の
養
成
に
も
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な

っ

た
。
そ
の
結
果

は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
し
た
本
学
選
手
数
の
推
移
に
も
現

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
、

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
夏
季
大
会

に
出
場

し
た
選
手
の
数
が
増
し
て
い
く
の
も
本

学
が
ス
ポ
ー
ツ
に
力
点
を
置
い
て
い
っ

た
証
で
あ
ろ
う

。

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
を
は
じ
め
、

ア
ジ
ア
競
技
大
会
や

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
夏
季
大
会
に
お
け
る
本
学
出
身
者

の

出
場

の
推
移
は
、
次
に
掲
げ
る
表
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

を
契
機
に
し
て

"
日
体
大

ス
ポ
ー
ツ
"

が
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て

一
気

に
強
豪
と
し
て
躍
り
出
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

無
論
、
こ
の
傾
向
は
大
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日体大関係者のアジア競技大会出場の推移概数

区

大 分
会
名

役 員 選 手

%全 体 日体関係 全 体 日体関係

総数 内 訳 総数 内 訳 総数 内 訳 総数 内 訳

第1回 大会

(1951,ニ ュ ー デ リ ー)
19

男18
女1

1
男1
女0

65
男58
女7

1 男Q
女1

2.3

第2回 大会

(1954,マ ニ ラ)
52

男51
女1

1
男1
女0

151 男121
女30

1 男1
女0

o.9

第3回 大会

(1958,東 京)
50

男48
女2

1
男1
女0

245 男202
女43

2 男0
女2

1.01

第4回 大会(
1962,ジ ャ カ ル タ)

51
男50
女1

2
男2
女0

209 男161
女48

4 男3
女1

2.3

第5回 大会

(1966,バ ン コ ク)
89

男82
女7

4
男4
女0

216 男163
女53

4 男1
女3

2.6

第6回 大 会(
1970,バ ン コ ク)

52
男51
女1

3
男3
女0

221 男175
女46

9 男7
女2

4.3

第7回 大 会

(1974,テ ヘ ラ ン)
54

男52
女2

2
男1
女1

289 男209
女80

34 男22
女12

10.4

第8回 大 会(
1978,バ ン コ ク)

68
男67
女1

8
男8
女0

306
男213
女93

28 男22
女6

9.6

第9回 大 会

(1982,デ リ ー)
108

男103
女5

12
男11
女1

355 男245
女101

35 男33
女2

10.1

第10回大会(
1986,ソ ウ ル)

152
男147
女5

10
男9
女1

439 男301
女138

29 男26
女3

6.6

第11回大会
(1990,北 京)

141
男133
女8

16 男15
女1

580 男348
女232

64 男46
女18

11.1

学

ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
よ
り

一
層
顕
著
に
み
と
め
ら
れ
る
。

「
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
夏
季
大
会
の
大
学
別
参
加
状
況
」
「
ア
ジ

ア
競
技
大
会

の
大
学
別
参
加
状
況
」

の
表
を
み
て
ほ
し
い
。

ユ

ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
夏
季
大
会
の
場
合
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

か
ら
三
年
後
に
そ
の
影
響
が
現
れ
は
じ
め
、

一
九
七
〇
年

の
第

七
回
以
来
、
ほ
ぼ
出
場
選
手
数

の
ト
ッ
プ
の
座
を
守
り
続
け
て

い
る
し
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
場
合
に
は

一
九
七
四
年
の
第
七

回
大
会
以
来
、
出
場
選
手
数
の
ト
ッ
プ

の
座
を
堅
持
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
九
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
は
日
本

の
ス

ポ
ー
ツ
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
、
体
育
教
員
養
成
機
関

U
日
体

大

の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
も
促
し
た
。
こ

の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
後

に
、
「
日
本
」
(に
ほ
ん
)
体
育
大
学
は

「日
本
」

(に
っ
ぽ
ん
)

体
育
大
学
と
し
て
そ
の
呼
称
を
改
め
た

こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る

よ
う

に
、
日
体
大
に
及
ぼ
し
た
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
影
響
は
大
き

か

っ
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
入
場
行
進
で
日
本
選
手
団
の

先
頭
に
立
っ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
に

「Z
弓

勺
O
Z
」
と
い
う
表
記
が
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日体大関係者のユニバーシアー ド夏季大会出場の推移概数

区

大 分
会

名

役 員 選 手

%全 体 日体関係 全 体 日体関係

総数 内 訳 総数 内 訳 総数 内 訳 総数 内 訳

パ リ

(1957年)
4

男4
女0

0
男0
女0

28
男28
女0

0
男0
女0

0

ト リ ノ

(1959年)
3

男3
女0

0
男0
女0

19
男18
女1

0
男O
女0

0

ソ フ ィ ア

(1961年)
16

男16
女0

1
男1
女0

67
男62
女5

3
男3
女0

4.8

ボル トアレグレ
(1963年)

15
男15
女0

1
男1
女0

47
男46
女1

2 男2
女0

4.8

ブ ダ ペ ス ト
(1965年)

19
男19
女0

1
男1
女0

87
男71
女16

9
男3
女6

9.3

東 京(
1967年)

44
男41
女3

5
男4
女1

200
男129
女71

27
男8
女19

13.1

ト リ ノ ・(
1970年)

19
男18
女1

3
男2
女1

69
男50
女19

15 男8
女7

20.4

モ ス ク ワ
(1973年)

26
男24
女2

4
男2
女2

73
男53
女20

12
男5
女7

16.1

ソ フ ィ ア
(1977年)

34
男33
女1

9
男8
女1

98
男71
女27

29 男18
女11

20.8

メキシコシチー

(1979年)
38

男37
女1

8
男7
女1

112
男85
女27

22
男15
女7

20.0

ブ カ レ ス ト
(1981年)

43
男41
女2

10
男9
女1

111
男86
女25

28 男23
女5

24.6

エ ドモン トン

(1983年)
51

男48
女3

11
男9
女2

143
男91
女52

34
男23
女11

23.1

神 戸(
1985年 〉

65
男57

女,8
11

男10
女1

242
男157
女85

42 男23
女19

17.2

ザ グ レ ブ

(1987年)
41

男40,
女1

7
男6
女1

158
男112
女46

30
男21
女9

18.5

デュースブルグ(
1989年)

20
男20
女0

2
男2
女0

49
男38
女11

5
男3
女2

10.1

用
い
ら
れ
た
わ
け

で
あ
る
が

(日
本
が
初

参
加
し
た
第
五
回

の
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
大

会
で
の
プ
ラ
カ
ー

ド
も
こ
の
表
記
が
用
い

ら
れ
て
い
る
)、
日
本

の
ス
ポ
ー

ツ
界
を
リ

ー
ド
せ
ん
と
す
る
日
体
大
は
そ

の
プ
ラ
カ

ー
ド
で
記
さ
れ
た
表
記
を
踏
襲
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
文
字
通

り

「日
本
」
を
代
表
す

る
ス
ポ
ー
ツ
の
大
学
に
な
ろ
う
と
意
気
込

ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
東
京
オ

リ

ン
ピ

ッ
ク
直
後
に

「
に
っ
ぽ
ん
」
体
育

大
学
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
は
昭
和
五
十
六
年

一
月
ま

で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
昭
和
五
十

五
年
度
第

一
〇
回
教
授
会

(
一
月
二
十
三

日
)
に
お
い
て
は
じ
め
て
当
該
呼
称
が
採

択
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
秘

書
室
企
画
部
長
で
あ

っ
た
宗
内
徳
行
教
授

一1016一



アジア競技大会の大学別参加状況(含;役 員)*

回

大学名 開催年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1951 1954 1958 1962 1966 1970 1974 1978 1982 1986 1990

早 稲 田 大 学 13 31 40 37 31 31 18 12 15 23 25

慶 応 大 学 7 17 25 15 12 4 6 8 5 8 5

明 治 大 学 2 13 40 29 26 15 9 20 22 15 18

立 教 大 学 4 ll 18 12 12 7 6 6 8 4 4

法 政 大 学 1 4 13 10 12 15 17 17 15 22 27

日,本 大 学 4 23 42 24 39 35 23 26 37 52 65

中 央 大 学 6 15 29 27 31 22 21 27 16 23 26

同 志 杜 大 学 1 3 1 2 4 4 3 4

天 理 大 学 5 9 1 6 8 10 17 18 20

関 西 学 院 大 学 3 4 9 5 2 1 5 1 1 2

関 西 大 学 1 4 11 4 3 1 1 1 1 4 1

筑波大学(東 高師・東教大) 5 12 12 9 10 10 3 10 21 25 27

日 本 体 育 大 学 2 2 3 6 8 12 36 36 47 39 80

順 天 堂 大 学 2 9 4 10 11 12 10

東 海 大 学 1 3 2 4 6 13

国 士 館 大 学 1 1 3 4 9 16 11

中 京 大 学 1 2 1 4 7 5 1G 7 6 8 8

大 阪 体 育 大 学 2 1 2 3 5 4

福 岡 大 学 1 2 2 4 2 4 2 2

東 京 女 子 体 育 大 学 5 7 1 6 9

日本 女 子 体 育 大 学 3 3 4 8 2 5 1

武 庫 川 女 子 大 学 3 1 1 1 1

*(空 欄 は参加人員なし)

に
よ
る
次
の
原
案

「日
本
体
育
大
学
英
文
名
称

に
関
す
る
件
」
が

「承
認
」
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
原
案
と
は
「Z
一↓
↓
》
い

O
>
押
Z
H勺
℃
O
Z

O
O
い
い
国
○
国
○
「
℃
国
団
ω
い

0
》
い
国
U
d
O
>
↓
HO
Z
」
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

欧
文
表
記
に
あ
わ
せ
て
日
本
体
育
大
学

の

「邦

文
名
称
」
を

「
ニ
ッ
ポ

ン

タ
イ
イ
ク
ダ
イ
ガ

ク
」
と
す
る
こ
と
で

「確
認
」
を
み
て
い
る
。

以
後
、
「
に

っ
ぽ
ん
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
定
着
を
み

る
わ
け
だ
が
、
原
案
提
出
に
あ
た

っ
て
企
画
部

長
名

の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
が

"
世
界
の
中

の
日
体
大
"
を
意
識

し
た
選
択
に
落
ち
着
い
た
わ
け
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
世
界
に
知
れ
渡

っ
た

「Z
H℃
勺
O
Z
」
を
採
れ
ば
、
日
本
体
育
大

学
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
の
に
好
都
合
で
あ
る

と
す
る
判
断
が
働

い
た
よ
う

で
あ
る
。
「
に
ほ
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ユニバー シアー ド夏季大会の大学別参加状況(含;役 員)*

回

大学 開催年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

1957 1959 1961 1963 1965 1967 1970 1973 1977 1979 1981 1983 1985 1987 1989

早 稲 田 大 学 4 2 8 12 18 23 5 8 8 6 8 5 13 18 4

慶 応 大 学 3 3 6 2 3 5 1 1 1 3 1 2 1 1

明 治 大 学 1 2 4 2 4 7 6 4 5 8 3 1

立 教 大 学 4 1 2 4 2 1 1 1 1 1

法 政 大 学 1 3 1 8 4 11 8 14 13 9 12 18 9

日 本 大 学 9 1 11 9 15 55 14 14 14 10 16 25 23 10 6

中 央 大 学 3 5 8 8 26 9 8 10 10 8 7 11 12 4

同 志 社 大 学 2 5 2 2 1 1 2 6 2 2 4

天 理 大 学 3 1 1 5 3 4 12 1

関 西 学 院 大 学 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1

関 西 大 学 2 1 3 1

筑波大学(鵜 再東教劫 2 1 4 1 2 11 4 3 12 20 14 30 49 27 6

日本 体 育 大 学 4 3 9 31 18 16 38 30 38 45 52 37 7

順 天 堂 大 学 3 8 4 2 4 5 4 8 16 8 3

東 海 大 学 2 2 4 2 7 1

国 士 館 大 学 1 1 3 1 1 1 5 5

中 京 大 学 1 2 2 10 3 2 1 3 4 10 3 2

大 阪体 育 大 学 2 1 2 4 4 1

福 岡 大 学 2 1 1 1 3 1 2

東京女子体育大学 2 3 4 1 4 3 3 4 2 1

日本女子体育大学 3 3 3 4 5 5 5

武庫川女子大学 3 4 1 3 2 2 1 1 1 '

*(空 欄は参加 人貝なし)

ん
L
か

、

「
に

っ
ぽ

ん
」
か
を

め

ぐ

っ
て
東

京

オ

リ

ン
ピ

ッ
ク

の
折

に
賛

否

両

論

が

あ

っ
た

よ
う

に
、

「
に

ほ

ん

」
を

「
に

っ
ぽ

ん
」

に
変

え

る

に

は

大

変

な

勇

気

と

決

断

が
求

め

ら

れ

た

わ

け

で

あ

る

が

、

原

案

提

出

に
あ

た

っ
て

は
、

戦

前

に

ま

で

さ

か

の

ぼ

っ

て
、

「
に

っ
ぽ

ん

」
に
改

め

る

こ

と

が

可

能

か

ど
う

か

が
調

査

さ

れ

、

慎

重

に

慎

重

を

重

ね

た

点

を

指

摘

し

て

お

か

ね

ば

な

ら

な

い
。

こ

の
よ

う

に

、

戦

後

、

日

本

体

育

大

学

に

は

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ
ク

が

大

き

く

影

響

し

、

「
日

本

」

の
呼

称

を

「
に

ほ

ん
」

か

ら

「
に

っ
ぽ

ん
」

に

改

め

さ

せ

た

だ

け

で
な

く

、

「
体

育

」
大

学

を

「
ス
ポ

ー

ツ
」

大

学

へ
と
転

換

さ

せ

て

い

っ
た

の
で

あ

る
。

(二

)

運

動

部

の
強

化

に

伴

う

運

動

施

設

の

拡

充

と

整

備

一1018一



国
際
的
な
競
技
会
の
運
営
に
協
力
し
て
き
た
の
も
本
学
が
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
証
拠
で
あ
る
。
そ
の
最
も
多
き

な
イ
ベ
ン
ト

へ
の
協
力
は
東
京
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
に
関
連
す
る
運
営
協
力
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
三
十
三
年
に
東
京

で
開
催

の
第
三
回
ア
ジ

ア
競
技
大
会
に
す
で
に
大
掛
か
り
な
協
力
体
制
が
し
か
れ
て
い
る
。
開
催
期
間
中
は
連
日
、
学
生

一
、
二
〇
〇
名
が
場
内
整
理
員
と
し

て
動
員
さ
れ
、
五
月
二
十
四
日
の
開
会
式

エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
に
は
器
械
体
操
に

一
〇
〇
名
、

マ
ス
ゲ
ー
ム
に

一
、
二
〇
〇
名
が
参
加
、

運
搬
式
鉄
棒
に
妙
技
を
披
露
し
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
描
き
出
し
た
。
ま
た
閉
会
式
に
は
本
学

の
女
子
学
生
が
ダ

ン
ス

「
春
の
海
」
を
演
じ
、
有
終
の
美
を
飾

っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
入
年
十
月
、
東
京
国
際
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
も
補
助
役
員
と
し
て
二
、

○
○
○
名
が
、
ま
た

マ

ス
ゲ
ー
ム
に

一
、
○
○
○
名
が
協
力
し
て
い
る
。

こ
こ
に
も
、
本
学
が
国
際

ス
ポ
ー

ツ
競
技
大
会
に
積
極
的
に
協
力
し
て
き
た
証
を
見

出
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
昭
和
三
十
九
年
十
月
に
開
催
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

へ
の
協
力
は
本
学

の
歴
史
に

深
く
刻
み
込
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
は
、
本
学

の
年
間
教
育
計
画
を
変
更
し
て
全
学
的

な
協
力
体
制
を
築
い
て

い
る
。
同
年
六
月
二
十

一
日
に
横
浜
市
三

ツ
沢
競
技
場
で
開
催
の

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
横
浜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
模
範
演
技

に
協
力
す
る
な
ど
、
大
会
期
間
前
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
の
に

一
役
も
二
役
も
か
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

十
月
三
日
の
開
会
式
予
行
に
六
一
=

名
が
出
場
し
た
の
を
は
じ
め
、
大
会
期
間
中
は
補
助
役
員
と
し
て
多
く

の
学
生

・
教
職
員
が
協
力

し
て
い
る
。

学
生
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る

ユ
ニ
バ
シ
ア
!
ド
夏
季
競
技
大
会
が
昭
和
四
十
二
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
と
き
も
、
約
二
、
○
○
○

名
に
及
ぶ
教
職
員
と
学
生
が
協
力
し
て
い
る
が
、
開
会
式
に
は

一
、
五
〇
〇
名

の
学
生
が
マ
ス
ゲ
ー

ム
を
披
露
し
て
い
る
点
も
記
録
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
大
学
を
あ
げ
て
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

・
協
力
し
て
き
た
本
学

で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
ス
ポ
ー

ツ

の
奨
励

・
普
及
に
本
格
的
に
取
り
組
む
と
い
う
姿
勢

の
表
明
で
も
あ

っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
優
れ
た
指
導
技
術
を
有
す
る
体
育
教
師
を
養

成
す
る
だ
け
で
な
く
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
ま
で
も
養
成
し
よ
う
と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
超

一
流
の
技
術
に
接
す
る

こ
と
な
し
に
、
超

一
流

の
指
導
者
の
目
は
こ
や
せ
な
い
の
だ
か
ら
、
優
秀
な
監
督

・
コ
ー
チ

の
育
成
の
前
提
条

件
と
し
て
優
れ
た
競
技

選
手

の
育
成
が
必
要
に
な

っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
運
動
部
の
強
化
が
本
学
の
新
し
い
課
題
と
な

っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
は
練
習
環
境
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
東
京
深
沢
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は

一
、
二
〇
〇
坪
程
し
か
な
く
、
運
動
施
設
を
増
設
す
る
に
は
余
り
に
も
狭
隆
に
す
ぎ
た
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
新
し
い
キ

ャ
ン
パ
ス
の
確
保
が
急
が
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
横
浜
市
緑
区
鴨
志
田
の
健

志
台
運
動
施
設
で
あ

っ
た
。
そ
の
運
動
施
設
建
設
に
い
た
る
経
緯
は
第

一
部

「学
校
法
人
日
本
体
育
会

の
沿
革
」

の
中
で
詳
し
く
論
じ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
健
志
台
キ

ャ
ン
パ
ス
が
運
動
の
練
習
施
設
と
し
て
確
保
さ
れ
た
点
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。

な
お
、
昭
和
四
十
三
年
九
月
に
始
ま

っ
た
健
志
台
の
建
設
は
四
十
六
年
度
に
は

一
応
の
完
成
を
み
て
い
る
が
、

こ
れ
に
関
し
て

『学
校

法
人
日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学
入
十
年
史
』
は
簡
潔

に
記
述
し
て
い
る
の
で
、
次
に
引

い
て
お
こ
う
。
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健
志
台
の
建
設
は
、
昭
和
四
十
三
年
九
月
三
日
の
起
工
式
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
第

一
期
工
事
は
、
七
割

弱
の
敷
地

の
造
成
と
陸

上
競
技
場
の
完
成
に
あ
て
ら
れ
た
。
丘
陵
を
削
り
、
谷
を
埋
め
る
そ
の
造
成
は
、
排
水
施
設
の
完
全
を
期
す
る

一
年
が
か
り
の
大

規
模
な
工
事
で
、
昭
和
四
十
四
年

一
月
に
は
米
本
理
事
長
み
ず
か
ら
現
地
を
視
察
督
励
す
る
ほ
ど
の
熱

の
入
れ
方
で
あ

っ
た
。
こ

の
工
事
は
昭
和
四
十
四
年
八
月
に
完
了
し
、
九
月
四
日
、
第
三
種
陸
上
競
技
場
と
し
て
公
認
さ
れ
た
。
そ

の
第
二
期
工
事
は
、
昭



和

四

十

五

年

度

に

は

じ

ま

り

、

昭

和

四

十

六

年

夏

、

残

り

敷

地

全

体

の
造

成

と

、

テ

ニ

ス
、

バ

レ
!

ボ

ー

ル
、

ラ
グ

ビ

ー

、

サ

ッ

カ
i

、

ハ
ン
ド

ボ
ー

ル
、

野

球

、

ア

ー

チ

ェ
リ

ー

の
各

屋

外

施

設

の
完

成

を

み

た

。

そ

し

て

、

同

年

入

月

二

十

八

日

の
健

志

台

グ

ラ

ン
ド

開

き

と

な

っ
て

現

在

に
至

る

。

な

お
、

そ

の
後

バ

レ
ー

ボ

ー

ル

コ
ー

ト

は

テ

ニ

ス

コ
!

ト

に
、

ハ
ン
ド

ボ

ー

ル

コ
ー

ト

は

野

球

練

習

場

に
変

更

さ

れ

た
。

第
四
節

高
度
経
済
成
長
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ
と
教
育
課
程
の
拡
張

第

一
項

高
度
経
済
成
長
時
代

の
ス
ポ
ー

ツ

敗
戦

に
よ

っ
て
疲
弊
し
た
日
本

の
経
済
は
朝
鮮
戦
争
の
特
需
に
よ

っ
て
息
吹
き
、
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
時

の
内
閣
が

所
得
倍
増
計
画
を
発
表
し
て
い
た
昭
和
三
十
五
年
こ
ろ
か
ら
国
民
の
間
で
も
豊
か
さ
が
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
高
度
経
済

成
長
時
代
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
三
十
九
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
、
首
都
圏
の
道
路
網
や
街
並
み
は
整
備
さ
れ
、

ビ
ル
デ
ィ

ン
グ

の
建
築
ラ
ッ
シ

ュ
に
当
該
業
界
は
賑
わ
っ
た
し
、
名
神
高
速
道
路
と
東
海
道
新
幹
線
の
開
通
は
話
題
を
ま
い
た
。
地
方

の
人
口
は

都
市

に
集
中
し
、
首
都
圏
は
周
辺
地
域
を
巻
き
込
ん
で

一
気
に
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
経
済

の
進
捗
は
多
く
の
給
与
所
得
者
を
生
み
出
し
、
人
び
と
の
生
活
を
変
え
て
い
く
。

2
D
K
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ー
ト
建
公
営
ア
パ
ー
ト
に
住
み
、
テ

レ
ビ

・
冷
蔵
庫

・
洗
濯
機

(三
種
の
神
器
)
を
備
え
れ
ば
、
立
派
な
文
化
人
と
な

っ
た
。
ま
た
身

の
回
り
品
が
大
量
に
出
回
る
よ
う
に
な
り
、
消
費
こ
そ

"美
徳
に
し
て
善
な
る
も
の
"
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
都
会
人
の
こ
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の
考
え
か
た
が
地
方

の
人
び
と
に
浸
透
し
、

一
億
総
消
費
者

の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

職
場

へ
の
機
械
化

の
波
は
二

つ
の
面
で
人
び
と
の
労
働
の
有
り
様
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の

一
つ
は
全
身
労
働

の
機
械
を

ロ
ボ

ッ
ト
に
奪
わ
れ
、
手
作
業

(小
筋
的
運
動
)
に
制
限
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
他

の

一
つ
は
労
働
時
間
の
短
縮

で
あ
る
。
前
者
は

現
代
人
に
深
刻
な
運
動
不
足
を
も
た
ら
し
、
労
働
生
活
の
疎
外
感
や
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
人
間
関
係
か
ら
く
る

ス
ト
レ
ス
と
相
侯

っ
て
、

"運
動
不
足
病
"
を
抱
え
込
ん
だ
。
後
者
の
ケ
!
ス
で
は
結
果
と
し
て
余
暇
の
増
大
を
招
き
、
そ
の
過
ご
し
方

が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
労
働
に
生
き
が
い
を
見
出
し
て
い
た
会
社
人
間
は
こ
の
変
化
に
遅
れ
を
と
り
、
平
均
余
命

の
延
び
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
人

生
後
半
の
余
暇
時
間
を
持
て
余
す
。
余
暇
時
間
の
消
費

の
有
り
方
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な

っ
た
。

か

つ
て
、
健
康

の
回
復
と
余
暇
時
間

の
消
費
に
は
ス
ポ
ー
ツ
が

一
挙
両
得
と
ば
か
り
に
、
再
評
価
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
健
康
志

向
型
の
ス
ポ
ー
ツ
が
従
来

の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
志
向
に
加
え
て
登
場
し
て
き
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
若

い
女
性
を
中
心
と
し
た
青
年

に
は

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
が
、
実
年
者
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
、
老
人
に
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
が
人
気
ス
ポ
ー
ツ
と
な

っ
て

い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
若
者
の
中
か
ら
競
技

ス
ポ
ー
ツ
離
れ
も
起
き
て
き
た
。
競
技

ス
ポ
ー
ツ
の
栄
光

の
影
に
漂
う
悲
壮
感
が
か
つ
て
の
競
技

ス
ポ
ー

ツ
の
担
い
手

(11
学
生
)

の

"
運
動
部
離
れ
、
同
好
会
流
行
り
"
を
促
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
底
辺
を
共
有
し
た
二

つ
の
三
角

形
の
頂
点

に
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
志
向
型
の
ス
ポ
ー
ツ
を
設
け
る
だ
け
で
は
、
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
を
説
明
し
き
れ
な
く
な

っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
第
三
、
第
四
の
頂
点
が
見
え
隠
れ
し
だ
し
た
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
層

の
広

が
り
と
、
こ
の
層
を
ね

ら

っ
た
商

い
の
限
り
無

い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
服
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
は
も
と
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
す
る
こ
と
も

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
な

っ
た
。

こ
の
仕
掛
け
人
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
有
望
な
市
場
に
み
た
て
、
こ
こ
に
新
し

い
活
路
を
見
出
そ
う
と
す

る
企
業
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
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ツ
服
を
カ
ジ
ュ
ア
ル

・
ウ

ェ
ア
ー
と
し
て
売
り
込
み
、
日
常
服
と
し
て
そ
の
シ
ェ
ア
ー
を
拡
大
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
場
も
人
び
と
を
誘
う
べ
く
設
計
さ
れ
、
し
か
も
ド
ー
ム
球
場
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
現

代
建
築
技
術

の
粋
を
凝
ら

し
た
運
動
施
設
が
次
々
に
竣
工
し
た
。
ま
た
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
建
設
も
地
方
公
共
団
体
に
よ

っ
て
試
み
ら
れ
、
そ
の
際
に
は
決
ま

っ
て

企
業
が
絡
ん
だ
。
村
起
こ
し

の
た
め
の
企
業
誘
致
の

一
環
と
し
て
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
建
設
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
関
連
業
種
と
は
無
関
係
の
企
業
も
ス
ポ
ー

ツ
の
イ
メ
ー
ジ
に
自
社
の
製
品
を
重
ね
た
。
こ
れ
を
仕
掛
け
た
の
は
新
た
に
ス

ポ
ー

ツ
業
界
に
参
入
を
は
か
っ
た
広
告
代
理
店

で
あ

っ
た
。
世
界
に
冠
た
る
日
本

の
大
企
業
に
呼
び
掛
け
、

そ
の
資
金
力
に
も
の
を
い

わ
せ
て
の
国
際
大
会
の
開
催
は
、
広
告
代
理
店

の
存
在
な
く
し
て
語
れ
な
い
。
そ
の
試
合
模
様
は
テ
レ
ビ
の
ブ
ラ
ウ

ン
管
を
通
し
て
競

技
場

に
設
え
ら
れ
た
協
賛
企
業

の
看
板
の
映
像
と
と
も
に
各
国
に
送
信
さ
れ
る
、
と
い
う
仕
掛
け
で
あ
る
。

競
技
選
手

の
商
品
的
価
値

を
高
め
た
の
も
広
告
代
理
店
で
あ

っ
た
。
競
技
者
の
選
手
生
命
が
短

い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
商
品
価
値

の
高
騰
化
は
、
プ

ロ
は
も

と
よ
り
、
ア
マ
チ

ュ
ア
の
選
手
に
と

っ
て
も
歓
迎
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
。

一
九
七
〇
年

の
札
幌
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
時
に
、
滑
る
広
告

塔
と
し
て
ア
マ
チ

ュ
ア
資
格
を
剥
奪
さ
れ
た
事
件
は
遠

い
昔
の
話
と
な
り
、
今
で
は
賞
金

レ
ー
ス
に
出
場
し
た
り
、
広
告
出
演
料
を
受

け
取
る
な
ど
、
金
銭
の
面
で
プ

ロ
と
ア
マ
チ

ュ
ア
と
の
区
別
を

つ
け
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
反
面
、
競
技

者
に
と

っ
て
勝
つ
こ
と
が
商
品
価
値
を
高
め
る
唯

一
の
手
立
て
で
あ
る
た
め
に
、
生
命
の
危
険
が
ひ
そ
む
ド
ー
ピ
ン
グ
も
辞
さ
な
い
風

潮
が
出
る
始
末
で
あ
る
。
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
は
新
た
な

"病
"
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
と

は
い
え
、
高
度
経
済
成
長

の
時
代
に
お
い
て
ス
ポ
ー

ツ
は
人
々
の
日
常
生
活
の
中
に
ま
で
入
り
込
ん
で
き
た
点
は
歓
迎
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
自
ら
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
に
し
て
も
、
ス
ポ
ー

ツ
を
観
戦
す
る
に
し
て
も
、
新
聞
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
読
む
に
し
て
も
、

い
ず
れ
も
が
人
々
の
生
活

の
サ

イ
ク
ル
に
組
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
期
待
も
多
様
化
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
養
成
す
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る
機
関
に
対
す
る
人
々
の
期
待
も
多
岐
に
わ
た
り
は
じ
め
た
と
い
え
よ
う
。
本
学
も
体
育
学
部
に
従
前
か
ら

の
体
育
学
科
、
健
康
学
科
、

武
道
学
科

の
外
に
、
新
た
な
学
科
を
設
置
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
し
、
増
大
す
る
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
志
向
に
対
応
す
る

た
め
に
学
部
の
入
学
定
員
の
総
枠
を
拡
大
す
る
よ
う
に
せ
ま
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
項

社
会
体
育
学
科
の
増
設
と
体
育
学
部
の
入
学
定
員
枠
の
拡
大

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
、
社
会
体
育
学
科
の
増
設
が
認
可
さ
れ
た
。

こ
れ
は
日
本

の
ス
ポ
ー

ツ
が
学
校
と

い
う
枠
を
越
え
て
普
及

・

発
達
し
は
じ
め
た
こ
と
に
対
応
し
た
措
置
で
あ
る
。
日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
伴

い
人
び
と
の
年
間
労
働
時

間
は
著
し
く
減
少
し
、
こ

れ
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
時
間
は

"
余
暇
"
と
し
て
う
け
と
め
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
余
暇
は
労
働
時
間
の
短
縮
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た

恩
恵
と
ば
か
り
に
、
休
暇
明
け
の
労
働

の
効
率
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

い
わ
ゆ
る

"余

暇
善
用
論
"

の
登
場
で
あ

る
。
労
働
形
態
が
機
械
化
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
全
身
運
動
の
機
会
が
奪
わ
れ
て
し
ま

っ
た
勤
労
者
に
対
す

る
補
償
運
動
と
し
て
ス
ポ

ー
ツ
が
見
直
さ
れ
た
時
代
と
は
、
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
異
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
余

暇
善
用
と
は
日
常
的
労
働

に
疲
れ
た
身
体
の
健
康
回
復
が
主
目
的
と
な
る
の
で
は
な
く
、
日
常
的
労
働
を
忘
れ
、
精
神
を
爽
快
に
し
て
翌
日
の
労
働
に
備
え
る
こ

と
が
主
目
的
と
な

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
身
体
の
健
康
回
復
を
前
提

に
し
た
健
康
学
科
で
は
、
余
暇
善
用
論

に
対
処
す
る
内
容
を
フ
ォ

ロ
ー
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
学
科

の
設
置
と
な

っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
い
う

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学
科
と
は
学
校
体
育
に
対
応
し
て
用

い
ら
れ
る
社
会
体
育
に
関
す
る
学
科
を
さ
す
。
し

た
が
っ
て
、
学
校
以
外
で

行
わ
れ
て
い
る
実
業
団

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
競
技

ス
ポ
ー
ツ
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
枠
組
み
か
ら
外
れ
、
社
会
体
育
学
科
の
実
技
科
目

か
ら
も
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
学
が
目
指
し
た
社
会
体
育
学
科
は

「
社
会
」
体
育
を

「学
校
」
体
育

の
枠
外
と
し
て
と
ら
え
る
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の
で
は
な
く
、
「社
会
体
育
」
を

「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
と
ら
え
、
生
涯
体
育

の

一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
る
に
い

た
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う

で
あ
る
。

社
会
体
育
学
科
増
設
当
初
の
授
業
科
目
を
学
則
か
ら
拾

い
出
し
て
み
よ
う
。

社
会
体
育
学
科

の
専
門
教
育
科
目

発 コ栄 救 キ 体 衛 体 体 体 体 体 体

科
ネ 育 育 育 育 育

育育

i急 シ 行 測 育

生 社 心

発 養 オ 生 政 定 原

理 会 理

チ 処 ロ 管 評 史

理達

ジ 学 学 理 価 学

論 学 学 置iI学IIIIII目

必

単

二二二二二二二二二二二二二

修

選

位
択

一1025一



社 社

IIIIII

会 余 健 リ 会暇!

・ 康 ダ

体 猶!体
ン

乙談 ッ

育 三体;:育

ポ カ ロ
1グ 指対
ツ 診 ラ

象 力 断 ラ 導
ウ 法 グ
ン

論 セ 論
リ
ン
グ

環 ネ 救 精 野 ス 体 レ 社 学

キ

境 神 育

シ 急

施 オ 衛 動

ロ 処

設 生 全

ジ

論i置 学 含 論 論 論 論 学

裟 ポカ クム校
リ 云

iト
'工 保

運 ツ レ1教

1健

論 コ シ 育

委 ・ 管
1ン

ン 概

警 チ グ概 理

)

卒 演 体 ト

育 レ

業 学1

実 二

研 験 ン

実 グ

究 習 習 論

五 四 一 二

}
一
科
-
選
択
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体

育

実

技

体器

械

運

動 操

社

VIVIVIIIIII

衛 体 体 体 社 体 会

ム

育 育 育 云 育 体

生
測 心生 筈 学 育

実

定 理 理 調 調
実 査 験

査実 実 実

実 実

研験 験 験 験 習 習

究

社
III

ム

民 公 云

体間 共

ム

組 組 目

織 織 組

運 運 織

営 営 運

論 論 営

論

社
IIIIIIIII

用 野 屋 会 心 ラ

身 イ外 内

体 フ障

ス

資 屋 宝_
旦 育 ロ ア

源 外 者1

環 体 ジ

環 施 云 体
ロ ム境 目

論 境 設 論 論

論

(社
体

一
年

の
み
)

一
科
目
選
択

ご

科
目
選
択

}
一
科
-
選
択

ご

科
目
選
択
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学 バ テ ソ レ ダ レ 相 剣 柔
野 卓 簡 オ フ ゴ

内 ク

易 リ オ 実 ド ブ

リ ス

ス エ 技
エ

ポ ン1ミ ト1

ニ ン リ1テク ル

シ
ン ボ

ツi ダ ヨ

ゲ リ トiン ン

ン
1ン 実

球 球 ム グ ス フ

球 水 陸

〃 〃 〃 〃

技

ラ サ ハ バ ノ・ご

ス 上
ン レ

ケグ
ツ

ド ツ1

ボ ト ボ 競

ビ カ ボ

11)

ン ス ル 技 ス グ 撲 道 道iiル ル ル 泳 技

四
科
目
選
択

四

　

女
子　 へ 　 　 　 へ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一 一 一(_

科 こ 科 科
目 目 目
選 選 選
択 択 択

　
一 男 三

子
)
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関

青 運 ス ス 学 自 労 労 児 リ予 連

ポ ポ 亥 ハ 科
iキ

動1ッ1ビ 目

∵メ　 ∵
ツ ニ1

心 フ 実 研 衛 法 福i医

能サ窪 シ

1実 実 ヨ

理 論 ジ 技 ヤ 技 究 生 規 祉 ン 学
ン

ご

学
林 海 氷 雪 ア

間 辺 外

活 活 上 上 実i

縛 活 技
多 水 活

ヤ上 動 チ

ン'亥 動水
_

;ヅ エ
ラ ラ1キ リ

フ フ

ト ト ト1))))i

こ 一=し二 ニコ こ

科

目

科
目
選
択

四

選
択
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公
認
指
導
者
講
座スポー

ツ

ト

レ

ー

ナ

ー

二

水

難

救

助

員スキi指導者

二二

キ

ャ

ン

プ

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

二

ヘ

ル

ス

ト

レ

ー

ナ

i

二

公
認
審
判
資
格
取
得
講
座

体

育

実

技

各

種

二

計

七
四

二
四

こ
の
授
業
科
目
は
社
会
体
育
学
科
が
実
質
的
に
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
学
科
と
し
て
増
設
さ
れ
た
こ
と
を
教
え

て
い
よ
う
。
と
ま
れ
、

そ
の
定
員
を
八
〇
名
と
し
て
発
足
し
た
社
会
体
育
学
科
の
増
設
だ
け

で
は
、
急
増
し
て
き
た
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
方
面

へ
の
進
学
希
望

者
を
受
け
入
れ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
取
り
組
ま
れ
た
の
が
体
育
学
部
の
総
定
員
数
の
拡
大
で
あ

っ
た
。
体
育
学
科
、
健

康
学
科
、
武
道
学
科
の
入
学
定
員
が
増
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
時
代
に
あ

っ
て

ス
ポ
ー

ツ
は
有
力
な
産

業
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
業
種
も
多
岐
に
わ
た
る
に
及
ん
で
、

こ
の
分
野
に
大
い
な
る
発
展
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
れ

が
背
景
と
な

っ
て
、
体
育
大
学

へ
と
進
学
す
る
志
願
者
が
増
え
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
体
育
教
員
志
向

は
依
然
と
し
て
跡
を
断

つ
こ
と
は
な
い
が
、
教
員
に
な
り
得
る
総
枠
に
限
り
が
あ
る
現
状
に
お
い
て
、
総
て
の
入
学
者
が
教
員

へ
の
道
を
歩
み
得
な

い
の
は
当

然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
承
知

の
上
で
体
育
大
学

へ
と
進
学
す
る
背
景
に
は
ス
ポ
ー

ツ
に
漂
う
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
と
、
ス
ポ
ー

ツ
産
業
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の
明
る
い
未
来
に
限
り
無

い
希
望
が
抱
け
る
か
ら
で
あ
る
。
と
ま
れ
、
社
会
体
育
学
科

の
増
設
に
係
わ
る
経
緯
に

つ
い
て
は
第

一
部
「
学

校
法
人
日
本
体
育
会
の
沿
革
」

に
お

い
て
詳
し
く
取
り
上
げ
た
の
で
、
当
該
箇
所
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
体
育
学
部
の
各
学
科
の

定
員
増
は
次
の
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

書
珊
様
裳
恥
偲
摯
滞
卿
葭
S
蒜
麟

岳

海悪摯

器
苫
潔
令
澱

困
言
ω刈
岳
照

爵
苫
お
拍
沸

認
哲
お
拍
沸

ロ

烈呂

O
岳

済

爵
哲
①H
需
照

丼

調

態

摯

冨O
菌

↓

↓

ω
①O

歯

↓

謡
O

鹸
菅

融

無

態

摯

お
歯

↓

。。
O

歯

↓

峯
O

歯

巽

沸

碑

緑

摯

お
O
歯

↓

↓

旨
O
歯

洋
跨
丼鵡

曝摯

。。
O

歯

峯
O
歯
算
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菅

"

爵

一
一
岳

煕

叫
弓

S

罫

無

諦

加

bo
8

歯

嘩
ゆ

α

。

巽

、、

ミ

お

歯

、、



第
三
項

教
育
研
究
施
設
の
拡
充
と
整
備

体
育
学
部

の
学
科
増
設
を
達
成
し
た
本
学
は
教
育
研
究
の
質
的
充
実

へ
と
向
か

っ
た
。
そ
の

一
つ
は
日
本
体
育
大
学
体
育
研
究
所
と

日
本
体
育
大
学
図
書
館

の
整
備
で
あ

っ
た
。
こ
の

一
方
で
、
研
究
者

の
養
成
に
も
着
手
、
大
学
院
設
置
の
前
段
階
と
し
の
体
育
専
攻
科

を
体
育
学
部
に
増
設
し
、
さ
ら
に
は
大
学
院
体
育
学
研
究
科
を
設
置
し
て
い
る
。
以
下
、

こ
の
点
を
素
描
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
こ
れ

ら
の
問
題
に
関
し
て
は
第

一
部

「学
校
法
人
日
本
体
育
会

の
沿
革
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
第

一
部
に
譲
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。

(
一
)
体
育
研
究
所
と
図
書
館

の
整
備

本
学
の
体
育
研
究
所
と
図
書
館

の
設
置
は
昭
和
二
十
四
年
四
月
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
体
育
専
門
学
校
が
日
本
体
育
大
学

へ
と
昇
格
し
た
時
点
で
あ
る
。
国
が
体
育
大
学
の
設
立
を
認
可
す
る
こ
と
は
同
時
に

「体
育
学
」
を

「学
問
」
と
し
て
承
認
す
る
こ
と

で
も
あ

っ
た
た
め
に
、
体
育

の
専
門
学
校
で
は
な
く
大
学
と
し
て
そ
の
設
立
を
認
可
す
る
に
あ
た

っ
て
、
文
部
省
は
大
学
と
し
て
の
認

可
条
件
の

一
つ
と
し
て
体
育
研
究
所
と
図
書
館
の
整
備

・
充
実
を
提
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
大
学
は
研
究
機
関

と
し
て
の
機
能
を
有
し

て
い
る
た
め
に
、
学
問
研
究

の
た
め
の
客
観
的
条
件
が
整

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
国

の
体
育
大
学
に
よ
せ
る
期
待
と
は
裏
腹
に
、
現
実
に
は
体
育
研
究
所
と
図
書
館
の
規
定

の
み
が
あ
る
だ
け

で
そ
の
実
質
は
な
い
に
等
し
か

っ
た
。

こ
れ
が
充
実

へ
と
向
か
う

の
は
日
本
体
育
大
学
が
土
浦
か
ら
深
沢

へ
と
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
転
し

て
か
ら
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
整
備

・
充
実
の
本
格
化
は
昭
和
四
十
年
代
ま
で
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
体
育
研
究
所
の
場
A口
に
は

昭
和
四
十
六
年
に
松
岡
脩
吉
氏
を
所
長
と
し
て
招
聰
し
て
か
ら
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
正
木
健
雄
所
長
の
時
代

を

へ
て
石
井
喜
入
所
長

の
現
在
に
至
る
が
、
本
学
独
自
の
研
究
体
制
が
着

々
と
整
備
さ
れ

つ
・
あ
る
と
い
え
よ
う
。
昭
和
四
十
八
年
に
創
刊
さ
れ
た
体
育
研
究
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所

の
研
究
活
動
報
告
書

『
日
本
体
育
大
学
体
育
研
究
所
所
報
』
は
平
成
三
年
三
月
現
在
で
十
六
号
を
数
え
、
研
究
の
成
果
も
蓄
積
さ
れ

つ

・
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
図
書
館
の
整
備

・
充
実
は
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
始
ま

っ
た
。
兼
任
の
教
育
職
員

で
は
な
く
、
専
任

の
事

務

職
員

(11
司
書
)
が
図
書
館
業
務
に
あ
た
り
、
事
務
長
制
が
ひ
か
れ
た
昭
和
五
十

一
年
四
月
か
ら
は
、
本
学
図
書
館

の
管
理
運
営
が

格
段
に
整
備
さ
れ
、
蔵
書

の
質
も
量
も
著
し
く
充
実
せ
し
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
関
係

の
図
書

の
充
実
は
他
大
学
を
凌

ぎ
、
日
本
体
育
図
書
館
協
議
会
の
代
表
幹
事
館
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
、
研
究
情
報

の
収
集
と
サ
ー
ビ

ス
に
著
し
い
成
果
を
あ

げ
て
き
た
。
多
く
の
研
究
者
が
折
に
触
れ
て
利
用
し
て

い
る

『日
本
体
育
図
書
館
協
議
会
雑
誌
目
録
』

の

"外
国
雑
誌
編
"
と

"
和
文

編
"
の
刊
行
は
本
学
図
書
館
が
中
心
と
な

っ
て
行
わ
れ
た
当
該
協
議
会
の
事
業

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
本
学
に
は
昭
和
四
十
年
代
後
半
か

ら
稀
観
本

・
貴
重
書
の
蒐
集
が
開
始
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
に
は

『
日
本
体
育
大
学
所
蔵
特
別

図
書
目
録
』
が
刊
行
さ

れ
る
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
学
に
お
け
る
研
究

の
た
め
の
基
礎
的
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た

の
が
研
究
者
の
養
成
で
あ
る
。
体
育
学
部
に
体
育
専
攻
科
を
増
設
し
て
、
体
育
学
部
を
卒
業
し
て
か
ら
も
研
究

に
従
事
し
た
い
と
い
う

学
生

の
二
i
ズ
に
応
え
て
き
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
本
学
は
大
学
院
体
育
学
研
究
科

の
設
立

へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

(二
)
体
育
専
攻
科
の
設
置

昭
和
四
十
六
年
四
月
、
体
育
学
部
に
体
育
専
攻
科

(定
員
、
二
〇
名
)
が
増
設
さ
れ
た
。
こ
の
教
育
課
程
の
修
了
者
は
高
等
学
校
教

諭

一
級
普
通
免
許
状

(保
健
体
育
)
が
授
与
さ
れ
る
が
、
前
述
の
如
く
、
大
学
院
体
育
学
研
究
科
設
置
の
先
駆
と
し
て
体
育
専
攻
科

の

増
設
を
み
て
い
る
た
め
に
、
開
設
の
当
初
に
お
い
て
は
授
業
の
内
容
は
大
学
院

の
授
業
が
意
識
さ
れ
た
と
い
う

。
在
学
生
の
意
識
の
中

に
も
、
大
学
院
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
"専
攻
科
を
出
て
、
中
学
や
高
校
の
教
師
に
な
る
意
思
は
な

い
、
大
学
に
勤
め
る
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の
だ
"
と
。
現
実

に
大
学
の
教
員
と
し
て
体
育
専
攻
科
を
巣
立

っ
て
い
っ
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
そ
の
意
識
は
あ
な
が
ち
無
謀
な
も
の
と

は
い
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
体
育
専
攻
科

の
学
則
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

日

本

体

育

大

学

体

育

専

攻

科

規

則

(昭
和
四
十
六
年
三
月
十
三
日
文
部
省
受
理
)

第

一
章

目

的

第

一
条

本
学
専
攻
科
は
本
学
教
育
の
基
礎

の
上
に
保
健
体
育
に
関
す
る
高
度
の
専
門
的
学
術
を
教
授
研
究
し
、
こ
れ
に
関
す

る
専
門
技
能
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章

組
織
及
び
学
生
定
員

第

二

条

本
学
に
次
の
専
攻
科
を
お
く

体
育
専
攻
科

第

三

条

専
攻
科
に
は
次

の
専
攻
課
程
を
お
く

体
育
専
攻
課
程

第

四

条

体
育
専
攻
科

の
学
生
定
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

体
育
専
攻
科

体
育
専
攻

二
〇
名

第
三
章

学
科
目
単
位
数
お
よ
び
履
修
方
法

第

五

条

体
育
専
攻
科

の
学
科
目
、
単
位
数
お
よ
び
履
修
方
法
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

1
.
学

科

目

2
.
単
位
数

体
育
学
特
論

四

体
育
史
特
論

四

体
育
心
理
学
特
論

四
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3

ロ イ

衛
生
学
特
論

運
動
生
理
学
特
論

健
康
教
育
特
論

社
会
体
育
論
特
論

保
健
体
育
科
教
育
論

体
育
方
法
学
特
論

西
洋
体
育
史
演
習

体
力
測
定
演
習

キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
演
習

体
育
管
理
学
演
習

体
育
方
法
学
演
習

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
論
演
習

社
会
体
育
論
演
習

衛
生
学
実
験

生
理
学
実
験

キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
i
実
験

心
理
学
実
験

研
究
論
文

履
修
方
法

、
学
生
は

一
年
以
上
在
学
し
、

六 二 二 二 二 二 二 四 二 二 二 二 二 四 四 四 四 四

 

指
導
教
官

の
指
導
に
従

い
、

単
位
履
修
の
方
法
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
〇
単
位
以
上
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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第

六

条

第

七

条

第

八

条

第

九

条

第

一
〇

条

第

一

一
条

(4)(3)(2)(1)

 

第
四
章

各
履
修
学
科
目
の
合
否
の
認
定
は
、

各
履
修
学
科
目

の
認
定
は
、

成
績
の
単
位
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

各
履
修
学
科
目
の
認
定
に
合
格
し
、
三
〇
単
位
以
上
を
取
得
し
た
者
に
対
し
て
は
修
了
証
書
を
授
与
す
る
。

第
五
章

入
学
、
休
学
お
よ
び
退
学

入
学

の
時
期
は
毎
年
四
月
と
す
る
。

入
学
を
志
願
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号

の

一
に
該
当
し
、
か

つ
専
攻
課
程
を
履
修
す
る
に
適
当
と
認
め

ら
れ
た
者
と
す
る
。

1
.
新
制
大
学
を
卒
業
し
た
者
。

2
.
新
制
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
。

(イ
)
旧
大
学
令
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し
た
者
。

(
ロ
)
旧
高
等
師
範
学
校
規
定
に
よ
る
高
等
師
範
学
校
専
攻
科
を
卒
業
し
た
者
。

(
ハ
)
旧
中
学
校
令
に
よ
る
中
学
校
も
し
く
は
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
旧
専
門
学
校
入
学
検
定
規
程

に
よ
り
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
と
検
定
さ
れ
た
者
を
入
学
資
格
と
す
る
旧
専
門
学
校
令
に

よ
る
修
業
年
限
五
年
以
上

(予
科

の
修
業
年
限
を
含
む
)
の
専
門
学
校
を
卒
業
し

た
者
。

講
義
に
つ
い
て
は
、
四
学
科
目

一
六
単
位
以
上

演
習
お
よ
び
実
験
に
つ
い
て
は
、
四
学
科
目
八
単
位
以
上

研
究
論
文

六
単
位

講
義
演
習
お
よ
び
実
験
に
つ
い
て
は
、
二
科
目
以
内
は
体
育
学
部
の
同

一
科
目

の
単
位
を
こ
れ
に
あ
て

る
こ
と
が
で
き
る
。

課
程
修
了
の
認
定

筆
記
も
し
く
は
口
頭
試
験
ま
た
は
研
究
報
告
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

学
期
末
ま
た
は
学
年
末
に
行
な
う
。
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第
十
二
条二

、

第
十
三
条二

、
三
、

第
十
四
条二

、

第
十
五
条

第
十
六
条

第
十
七
条

第
十
八
条

第
十
九
条

第
二
〇
条

第
二

一
条

(
二
)
外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
六
年
の
課
程
を
終
了
し
た
者
。

前
条

の
入
学
志
願
者

に
つ
い
て
入
学
試
験
を
行
な
う
。

入
学
試
験
に
関
す
る
規
程
は
別
に
定
め
る
。

入
学
を
許
可
さ
れ
る
者
は
、
所
定
の
入
学
成
績
の
結
果
に
よ
り
合
格

の
判
定
を
得
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
者
は
所
定

の
期
日
ま
で
に
所
定

の
書
類
に
入
学
金
そ
の
他
学
費
を
添
え
て
、
入
学
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

前
項
の
手
続
を
履
行
し
な
い
場
合
は
、
入
学
を
許
可
し
な

い
。

学
生
の
保
証
人
は
、
学
生
に
か
か
わ
る

一
切
の
責
に
任
じ
得
る
者
二
名
と
し
、
う
ち

一
名
は
父
兄
、
親
族
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
者

と
す
る
。

保
証
人
が
死
亡
そ
の
他

の
事
由
に
よ
つ
て
、
そ
の
責
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
は
新
た
に
保
証
人
を

定
め
直
ち
に
保
証
人
変
更
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

日
本
体
育
大
学
学
則
第
十
七
条
か
ら
第
二
十

一
条
ま
で
の
規
程
は
専
攻
科
の
休
学
、
進
学
、
除
籍
に
こ
れ
を
適
用
す

る
。

本
学
専
攻
科
に
お
け
る
同

一
専
攻
科
の
最
長
在
学
期
間
は
二
ヵ
年
と
す
る
。

第
六
章

入
学
検
定
料

・
入
学
金

・
授
業
料

本
学
に
入
学
を
志
願
す
る
者
は
、
入
学
検
定
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
所
定

の
期
日
ま
で
に
入
学
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

学
生
は
授
業
料
を
所
定
の
期
日
内

に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

入
学
検
定
料
、
入
学
金
お
よ
び
学
費
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
別
表

の
と
お
り
と
す
る
。

第
七
章

教
員
組
織

本
学
専
攻
科
の
授
業
及
び
研
究
指
導
を
担
当
す
る
教
官
は
、
本
学
の
教
授
、
助
教
授
及
び
講

師
の
中
か
ら
こ
れ
に
あ
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て
る
。

研
究
指
導
を
担
当
す
る
教
官

(指
導
教
官
)
は
、
各
課
程
に
お
け
る
研
究
指
導

の
責
任
を
負
う
。

第
入
章

運
営
組
織

第
二
二
条

本
学
専
攻
科
の
管
理
は
、
そ
の
専
攻
科

の
所
属
す
る
学
部
教
授
会
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

第
二
三
条

学
部
教
授
会
は
専
攻
科
に
関
し
、
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

1
●

23付4

学
科
課
程
及
び
試
験
に
関
す
る
こ
と
。

課
程
修
了
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

指
導
教
官
に
関
す
る
こ
と
。

そ
の
他
専
攻
科
に
関
す
る
重
要
事
項
。

則

こ
の
規
則
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月

一
日
よ
り
施
行
す
る
。

別
表

入
学
検
定
料

八
、
○
○
○
円

入

学

金

五
〇
、
○
○
○
円

授

業

料

一
〇
〇
、
○
○
○
円

た
だ
し
経
済
事
情
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。
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(三
)
大
学
院
体
育
学
研
究
科

の
設
置

体
育
専
攻
科
に
大
学
院
体
育
学
研
究
科
の
機
能
を
委
ね
よ
う
と
も
、
大
学
院
の
代
用
に
は
な
り
得
な
い
。
た
め
に
、
大
学
院

の
設
置

が
急
が
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
昭
和
四
十
入
年
秋
に
松
岡
脩
吉
体
育
研
究
所
所
長
を
中
心
に
大
学
院
設
置
の
た
め
の
準
備
委
員
会
が
起



こ
さ
れ
、
翌
四
十
九
年
十

一
月
三
十
日
に
申
請
、
五
十
年
三
月
二
十
五
日
付
で
そ
の
設
置
が
認
可
さ
れ
て

い
る
。
か
く
て
、
昭
和
五
十

年
四
月
に
入
学
試
験
を
実
施
し
て
、
翌
五
月
に
開
講
の
運
び
と
な

っ
た
。
"
日
本
体
育
大
学
大
学
院
体
育
学
研
究
科
体
育
学
専
攻
"
の
定

員
は
十
二
名
で
、
院
生
は
そ
れ
ぞ
れ
体
育
学

コ
ー
ス
、
体
力
学

コ
!

ス
、
体
育
方
法
学

コ
ー

ス
、
社
会
体
育
学

コ
ー
ス
の
四

コ
!
ス
に

分
か
れ
て
専
修
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら

「健
康
学
」
専
修

コ
ー
ス
が
増
設
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
入

学
定
員
も
二
十
五
名
に
増
員
さ
れ
た
。
そ
し
て
平
成
二
年
に
は
専
修

コ
ー
ス
名

(体
育
学
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
、

ス
ポ
ー
ツ
運
動
学
、
社

会
体
育
学
、
健
康
科
学
、
保
健
体
育
科
教
育
学
)
の
変
更
と
増
設
を
は
か
り
、
授
業
科
目
の
新
設
と
名
称
変
更
も
併
せ
て
行

っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
二
年
三
月
に
最
初

の
修
了
生
を
出
し
て
以
来
、
平
成
三
年
三
月
ま
で
に
延
べ
二
七
四
名
に

"
体
育
学
修
士
"
の
学
位
が
授

与
さ
れ
た
。
そ
の
修
了
生

の
内
、
大
半
が
大
学
の
教
員
と
し
て
奉
じ
、
教
育
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。
日
本
体
育
会
体
操
練
習
所

の
創

設
以
来
、
今
日
で
い
う
高
等
教
育
機
関
に
教
員
を
送
り
込
ん
で
き
た
本
学
の
伝
統
は
大
学
院
の
設
置
を
機
会
に
再
び
伝
統
を
継
承
す
る

こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
大
学
院
の
学
則
を
次
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
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日

本

体

育

大

学

大

学

院

学

則

(昭
和
五
十
年
三
月

二
十
五
日
認
可
)

第

一
章

総

則

第

一
節

設

置

(設

置
)

第

一

条

日
本
体
育
大
学
学
則
第
二
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、

第
二
節

目

的

日
本
体
育
大
学
大
学
院
学
則
を
定
め
る
。



(目

的
)

第

二

条

本
大
学
院
は
、
広

い
視
野
に
立

っ
て
精
深
な
学
識
を
修
め
、
専
攻
分
野
に
お
け
る
研
究
能
力
又
は
高
度
の
専
門
性

を
要
す
る
職
業
等
に
必
要
な
高
度

の
能
力
を
養
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
節

構

成

、

(構

成
)

第

三

条

大
学
院
に
体
育
学
研
究
科
を
置
く
。

2

研
究
科
は
、
二
年
の
課
程

(修
士
課
程
)
と
し
、
次
の
専
攻
を
置
く
。

体
育
学
専
攻

第
四
節

研
究
科
委
員
会

(研
究
科
委
員
会
)

第

四

条

大
学
院
の
運
営
の
た
め
に
、
研
究
科
委
員
会
を
置
く
。

2

研
究
科
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
二
章

研
究
科

第

一
節

学
生
定
員
、
修
業
年
限
お
よ
び
在
学
期
間

(学
生
定
員
)

第

五

条

学
生
定
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

入
学
定
員

総
定
員

体
育
学
専
攻

一
二
名

二
四
名

(修
業
年
限
)

第

六

条

修
業
年
限
は
、
二
年
と
す
る
。

(在
学
期
間
)
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第

七

条

学
生
は
、
四
年
を
こ
え
て
在
学
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
節

学
年
、
学
期
お
よ
び
休
業
日

(学

年
)

第

入

条

学
年
は
、
四
月

一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十

一
日
に
終
わ
る
。

(学

期
)

第

九

条

学
年
を
分
け
て
、
次
の
二
学
期
と
す
る
。

前
学
期

四
月

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

後
学
期

十
月

一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

第
る_。十 休

業
条 日

定
期
休
業
日
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
但
し
春
季
、
夏
季
お
よ
び
冬
季

の
休
業
期
間
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
日

日
曜
日

創
立
記
念
日

春
季
休
業
日

夏
季
休
業
日

冬
季
休
業
日

2

臨
時
休
業
日
に
つ
い
て
は
、

第
三
節

入
学
、

(入
学
等

の
許
可
)

第

十

一
条

入
学
、

九
月
二
十
日

三
月
十
日
か
ら
四
月
五
日
ま
で

七
日

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日

十
二
月
二
十
三
日
か
ら
翌
年

一
月
七
日
ま
で

そ
の
都
度
学
長
が
定
め
る
。

休
学
お
よ
び
退
学

休
学
及
び
退
学
は
、
研
究
科
委
員
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
許
可
す
る
。
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(入
学
の
時
期
)

第

十

二

条

入
学

の
時
期
は
、
学
年
の
始
め
と
す
る
。

(入
学
の
資
格
)

第

十

三

条

入
学
資
格
者
は
、
次
の
各
号

の

一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
、
大
学
を
卒
業
し
た
者

二
、
外
国
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
十
六
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者

三
、
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
告
示
第
五
号
に
よ
り
文
部
大
臣
の
指
定
し
た
者

(入
学

の
出
願
)

第

十

四

条

入
学
志
願
者
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
入
学
願
書
に
検
定
料
を
添
え
て
願

い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(入
学
者

の
選
考
)

第

十

五

条

入
学
志
願
者
に
つ
い
て
は
、
学
力
検
査
お
よ
び
健
康
診
断
等
を
行
な
う
。

(入
学

の
許
可
)

第

十

六

条

入
学
者

の
選
考
に
合
格
し
た
者
で
、
所
定
の
日
ま
で
に
久
学
金
を
納
め
た
者
に

つ
い
て
入
学
を
許
可
す
る
。

2

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
宣
誓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

'

(休

学
)

第

十

七

条

疾
病
そ
の
他
止
む
を
得
な

い
理
由

に
よ
り
、
ニ
ケ
月
以
上
修
学
出
来
な
い
者
は
、
許
可
を
得
て
休
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

2

疾
病
の
た
め
修
学
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
休
学
を
命
ず
る

こ
と
が
あ
る
。

(休
学
期
間
)

第

十

八

条

休
学
期
間
は
、

一
年
以
内
と
す
る
。
但
し
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
は
許
可
を
得
て
引
き
続
き
休
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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2

休
学
期
間
は
、
二
年
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

3

休
学
期
間
は
、
在
学
期
間
に
算
入
し
な

い
。

(復

学
)

第

十

九

条

休
学
期
間
の
満
了
し
た
者
は
、
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

休
学
期
間
内
に
そ
の
理
由
が
消
滅
し
た
場
合
は
、
許
可
を
得
て
復
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(願

い
に
よ
る
退
学
)

第

二

十

条

退
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
願
い
出
て
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(大
学
の
命
ず
る
退
学
)

第
二
十

一
条

次
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
者
に
は
、
退
学
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

一
、
病
気
そ
の
他
の
理
由
で
成
業

の
見
込
み
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
者

二
、
授
業
料
の
納
入
を
怠
り
、
催
告
を
受
け
て
も
な
お
こ
れ
を
納
入
し
な

い
者

(死
亡
等
に
よ
る
除
籍
)

第
二
十
二
条

次
の
各
号

の

一
に
該
当
す

る
者
は
、
そ
の
学
籍
を
除
く
。

一
、
死
亡
し
た
者
又
は
長
期
に
わ
た
り
行
方
不
明
の
者

二
、
在
学
期
間
が
四
年
を
こ
え
る
者

第
四
節

教
育
課
程
お
よ
び
履
修
方
法

(授
業
科
目
お
よ
び
単
位
数
)

第
二
十
三
条

授
業
科
目
お
よ
び
単
位
数
は
、
別
表
第
1
の
と
お
り
と
す
る
。

2

教
職
に
関
す
る
専
門
科
目
及
び
単
位
数
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

(単
位
の
計
算
方
法
)

第
二
十
四
条

授
業
科
目

の
単
位
数
は
、
次
の
基
準
に
よ
り
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。
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三
、

(履
修
単
位
)

第
二
十
五
条

2

、
講
義
は
、
毎
週

一
時
間
十
五
週
を
も

っ
て

一
単
位
と
す
る
。
但
し
授
業
科
目
に
よ

っ
て
は
、

又
は
二
時
間
十
五
週
を
も

っ
て

一
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

演
習
は
、
毎
週
二
時
間
十
五
週
を
も

っ
て

一
単
位
と
す
る
。
但
し
授
業
科
目
に
よ

っ
て
は
、

二
、

五
週
を
も

っ
て

一
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
験
、
実
習
、
製
図
お
よ
び
実
技
等
は
毎
週
三
時
間
十
五
週
を
も

っ
て

一
単
位
と
す
る
。

毎
週

一
時
間
半

毎
週

一
時
間
十

学
生
は
、
第
二
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
三
十
単
位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
職
員
免
許
法
に
基
づ
く
教
員
の
免
許
状
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
項

に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
授
業
科
目
を
履
修
し
、
単
位
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(単
位

の
授
与
)

第
二
十
六
条

授
業
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
試
験
に
合
格
し
た
者
に
単
位
を
与
え
る
。

(成

績
)

第
二
十
七
条

授
業
科
目
の
履
修
成
績
は
、
A

・
B

・
C

・
D
の
評
語
で
表
わ
し
、
C
以
上
を
合
格
と
す

る
。

(授
業
日
数
)

第
二
十
八
条

一
年
間
の
授
業
日
数
は
、
定
期
試
験
等

の
日
数
を
含
め
、
,三
十
五
週
に
わ
た
り
二
百
十
日
を
原
則
と
す
る
。

(そ
の
他
の
教
育
課
程
お
よ
び
履
修
方
法
等
)

第
二
十
九
条

こ
の
節
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
課
程
お
よ
び
履
修
方
法
等
に
関
す
る
事
項
は
、
別

に
定
め
る
。

第
五
節

課
程

の
修
了
お
よ
び
学
位
の
授
与

(課
程
の
修
了
)

第

三

十

条

二
年
以
上
在
学
し
、
第
二
十
五
条
に
規
程
す
る
単
位
を
取
得
し
、
か

つ
必
要
な
研
究
指
導

を
受
け
、
修
士
論
文

の

審
査
お
よ
び
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
研
究
科
委
員
会
の
議
を
経
て
修
了
を
認
め
る
。
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(学
位
の
授
与
)

第
三
十

一
条

修
士
課
程
を
修
了
し
た
者
に
は
、
別
に
定
め
る
日
本
体
育
大
学
学
位
規
程
に
よ
り
、
体
育

学
修
士

の
学
位
を
授
与

す
る
。

第
六
節

厚
生
補
導

(厚
生
補
導
)

第
三
十
二
条

大
学
院
は
、
学
生
の
厚
生
補
導
に
関
し
て
助
言
指
導
を
行
な
う
。

(学
生
寮
)

第
三
十
三
条

学
生
寮
に

つ
い
て
は
、
日
本
体
育
大
学
学
則
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(保

健
)

第
三
十
四
条

保
健
に
つ
い
て
は
、
日
本
体
育
大
学
学
則

の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
七
節

賞

罰

(表

彰
)

第
三
十
五
条

学
長
は
、
学
生

の
行
為
に
つ
い
て
、
研
究
科
委
員
会

の
議
を
経
て
表
彰
す
る
こ
と
が
あ
る
。

(懲

戒
)

第
三
十
六
条

次
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
学
長
は
研
究
科
委
員
会
の
議
を
経
て
こ
れ
を
懲
戒
す
る
。

一
、
性
行
不
良
で
改
善
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

二
、
正
当
な
理
由
が
な
く
出
席
常
で
な
い
者

三
、
大
学

の
秩
序
を
乱
し
、
そ
の
他
学
生
の
本
分
に
反
す
る
行
為
の
あ

っ
た
者

2

懲
戒
は
退
学
、
停
学
お
よ
び
訓
告
と
す
る
。

第
八
節

検
定
料
、
入
学
金
お
よ
び
授
業
料

(検
定
料
)
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第
三
十
七
条

検
定
料
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す
る
。

(入
学
金
)

第
三
十
八
条

入
学
金
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す
る
。

(授
業
料
)

第
三
十
九
条

授
業
料
は
、
別
表
第
三

の
と
お
り
と
し
、
次
の
二
期
に
分
け
て
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

前
期

(四
月

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
)

四
月
中
納
入

後
期

(十
月

一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
)
十
月
中
納
入

(退
学
等
の
場
合
の
授
業
料
)

第

四

十

条

退
学
を
許
可
さ
れ
た
者
、
退
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
、
除
籍
さ
れ
た
者
又
は
停
学
中
の
者
は
、
当
該
期
の
授
業
料
全

額
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(休
学

の
場
合
の
授
業
料
)

第
四
十

一
条

休
学
を
許
可
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
次

の
算
式
に
よ
り
算
定
し
た
授
業
料
の
全
額
を
免
除
す
る
。

弁
悪
脹
血
3
畿
並
サ

①
強
態
脹
並
S
晋
並
叫
ぺ
、3
並
購

薄
淋
輩
岳
盤

×

旨

(そ
の
他
の
費
用
)

第
四
十
二
条

入
学
金
、
授
業
料

の
ほ
か
、
実
験
実
習
費
そ
の
他
教
育
に
必
要
な
費
用
を
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2

前
条
に
規
定
す
る
納
入
金

の
種
類
、
金
額
お
よ
び
納
入
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

(既
納
の
授
業
料
等
納
入
金

の
不
還
付
)

第
四
十
三
条

既
納

の
授
業
料
等
納
入
金
は
、
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
還
付
し
な

い
。

第
九
節

委
託
生
、
聴
講
生
お
よ
び
外
国
人
学
生

(委
託
生
)

第
四
十
四
条

公
の
機
関
又
は
団
体
等
が
、
そ
の
所
属
職
員
の
教
育

の
委
託
を
願

い
出
た
と
き
、
研
究
科

の
教
育
に
妨
げ
の
な

い

一1046一



限
り
、
選
考
の
う
え
委
託
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2

委
託
生
に
関
す
る
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

(聴
講
生
)

第
四
十
五
条

大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
、
本
大
学
院
に
お
い
て
、

一

科
目
又
は
数
科
目
を
選
ん
で
聴
講
す
る
こ
と
を
願

い
出
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
研
究
科
の
教
育
に
妨
げ

の
な

い
限
り
、
選
考
の

う
え
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

2

聴
講
生
に
関
す
る
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

(外
国
人
学
生
)

第
四
十
六
条

外
国
人
学
生
に

つ
い
て
は
、
定
員
外
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

外
国
人
学
生
の
入
学
に

つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
三
章

改

廃

(改

廃
)

第
四
十
七
条

こ
の
学
則

の
改
廃
は
、
研
究
科
委
員
会

の
議
を
経
て
行
な
う
。

寸

認り目
ハ

イ

こ
の
学
則
は
、
昭
和
五
十
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第

一

学
科
目
名

体
育
学

授
業
科
目
お
よ
び
単
位
数

授
業
科
目
名

体
育
原
理
特
論

同

演
習

体
育
史

特
論

同

演
習

単
_二 位

数
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体
力
学

体
育
方
法
学

社
会
体
育
学

体
育
心
理
学
特
論

同

実
験

体
力
学
特
論

同

実
験

運
動
生
理
学
特
論
演
習

身
体
動
作
学
特
論
演
習

発
育
発
達
特
論

運
動
栄
養
学
特
論

体
育
方
法
学
特
論

同

演
習

体
育
管
理
学
特
論
演
習

コ
ー
チ
ン
グ
特
論

同

演
習

運
動
衛
生
学
特
論

社
会
体
育
学
特
論

同

演
習

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
特
論
演
習

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
特
論
演
習

ス
ポ
ー
ツ
障
害
特
論

別
表
第
二

教
職
に
関
す
る
専
門
科
目
お
よ
び
単
位
数

二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
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教
育
原
理

教
育
心
理
学

青
年
心
理
学

体
育
科
教
育
法

保
健
科
教
育
法

教
育
実
習

計

別
表
第
三

検
定
料
、

検
定
料

三
単
位

二
単
位

二
単
位

三
単
位

二
単
位

三
単
位

十
五
単
位

入
学
金
お
よ
び
授
業
料

一
五
、
○
○
○

入
学
金

六
〇
、
○
○
○

授
業
料

二
〇
、
○
○
○

日
本
体
育
大
学
大
学
院
体
育
学
研
究
科
は
二
年
制

の
修
士
課
程
し
か
持
た
な
い
。
た
め
に
、
こ
の
課
程
は

"高
度

の
教
育
技
術
を
身

に
つ
け
た
教
員
の
養
成
"
が
第

一
義
的
課
題
と
な
り
、
"
研
究
者
の
養
成
"
が
第
二
義
的
な
課
題
と
さ
れ
る
。
し

た
が

っ
て
、
研
究
者

の

養
成
に
本
腰
を
入
れ
る
た
め
に
は
博
士
課
程
の
設
置
が
急
が
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
学
に
対
す
る
斯
界
の
期
待

が
大
き
い
だ
け
に
近
い

将
来
に
お
い
て
博
士
課
程
設
置
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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